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第３章第１節

今帰仁タイプとビロースクタイプ

一設定の経緯・定義・分類一

金武正紀

今帰仁村教育委員会
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ｌ・今帰仁タイプ白磁碗（浦口窯系）

1.1．今帰仁タイプ白磁碗の命名の経緯

1982年から1985年にわたって実施きれた今帰仁城跡主郭（俗称本丸）の発掘調査で、注目される陶

磁器の一つが今帰仁タイプ白磁碗であった。それは、出土状況が層序で明確に把握されたことであっ

た。実は、1981.1982年に発掘調査を実施した石垣島のビロースク遺跡(1)で、ビロースクタイプ白

磁碗(2)と共伴して出土していたので注目はしていたが、その時は「薄手直口口縁碗」として分類し

ておいた(1)。その碗の特徴について、「薄手の直口口縁で、口唇部内部に稜を設け、口唇を平坦にす

る特徴を示している。（中略)、この底部は、高台が外側へ広がり、内底に幅広の蛇ノ目掻き取りが回

る特徴のある底部である。（中略)、Ⅱ層からも検出されており、古いタイプと考えられる｡」と述べ

た(1)。

今帰仁城跡主郭の発掘調査後の資料整理で分類したり、層序確認や共伴遺物などを検討してる中で、

この白磁碗は全国的に見てもほとんど出土報告がなく、沖縄だけで多く出土する状況を把握した段階

で、今帰仁城跡を特徴づける陶磁器であるということで、「今帰仁タイプ白磁碗」として報告した(3)。

1.2．今帰仁タイプ白磁碗の特徴（図ｌ）

この白磁碗の特徴をビロースク遺跡出土品で前述したが、与那国島の慶田崎遺跡（４）でもビロース

ク遺跡出土品と類似のが多く出土しており、また、宮古の住屋遺跡(5)、高腰城跡(6)などでも多く

出土していることから先島諸島には今帰仁タイプが多く入ったと考えられる。しかし、今帰仁城跡主

郭出土品を検討してみると、口縁部でビロースク遺跡出土品（図１の３、以下同様）や慶田崎遺跡出

土品（４）のように口唇内端に稜を示し、口唇部を平らにするものもある（１．２．１１．１２）が、口

唇部を丸く仕上げたものもある（15～17)。さらに施釉方法で、内面全体に施釉したあと、内底釉を

蛇ノ目掻き取りしたビロースク遺跡（３．５．６）や慶田崎遺跡（７．８）出土品のようなもの

（１．２）もあるが、内底を露胎にしたもの（１１．１２．１５．１６）や内底まで施釉したもの（17）もあ

る。

高台の特徴は「ハ」の字状に外側に開き、畳付内端だけが畳に付く。畳付外端は稜を示し、外端部

を意識的に面取りしたのはない。また、外底の高台際を箆で削って三角状に凹めて仕上げる特徴もあ

る。なお、外底のへそを削り取っているのがほとんどである。

1.3．今帰仁タイプ白磁碗の分類（図ｌ）

2007年３月、筆者は今帰仁タイプ白磁碗をＩ～Ⅳ類に細分した(7)。しかし、2007年９月に福建省

博物院で栗建安氏採集の白磁碗の中に第Ⅳ類を発見した(8)。それは甫田市庄辺窯で生産されたもの

であった。

Ｉ～Ⅲ類が連江県浦口窯産であることから、Ⅳ類を今帰仁タイプから削除してＩ～Ⅲ類とすること

を曰中共同研究のメンバーで確認した。なお、Ⅳ類は白磁大型外反碗（庄辺窯系）と仮称して報告す

る。
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図１今帰仁タイプ白磁碗

Ｉ類(1～１０）：今帰仁城跡(1.2)、ビロースク遺跡(3.5.6)､慶田崎遺跡(4.7.8)､住屋遺跡(9.10）

Ⅱ類(11～14）：今帰仁城跡(11.12)､住屋遺跡(13)､尻川遺跡(14）

Ⅲ類(15～17）：今帰仁城跡(15.17）
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図２ビロースクタイプ白磁碗

Ｉ類(l～5）：今帰仁城跡(1.4)､住屋遺跡(2)、ビロースク遺跡(3)､慶田崎遺跡(5)

Ⅱ類(6～11）：今帰仁城跡(6.8.9)､住屋遺跡(7.11)、ビロースク遺跡(１０）

Ⅲ類(12～13）：今帰仁城跡(12)､住屋遺跡(13）
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Ｉ類（１～10）

口唇内端が稜を示し、口唇部を平らにする。内底釉を蛇ノ目掻き取りする。高台は「ハ」の字状に

開き、畳付外端の面取りがない。外底の高台際を箆で削って三角状に凹める。

Ⅱ類（１１～14）

口縁部や高台の特徴などはＩ類と同じであるが、内面下位から内底まで露胎にする。

Ⅲ類（15～17）

口唇部を丸く仕上げたものである。施釉方法は内底露胎（15.16）と、内底まで施釉したもの

(17）があるが、単に重ね焼きのときの上と下の違いかと考えられるので同じ類とした。高台は１．

Ⅱ類と同類である。

２．ビロースクタイプ白磁碗（義窯・青窯系）

2.1．ビロースクタイプ白磁碗の命名の経緯

ビロースクタイプ白磁碗とは、石垣島ビロースク遺跡から検出された中国陶磁器のうち、特に注目

された内轡型白磁碗に付けられた型式名である。1981年６月～８月にかけて発掘調査が実施された石

垣島の桃里恩田遺跡とビロースク遺跡で、中国陶磁器が多く検出された。その中で、あまり報告例の

ない内鶯型白磁碗が目立った。筆者は1981年９月の第２回貿易陶磁研究集会において、今帰仁城跡と

ビロースク遺跡出土の中国陶磁器について発表し、その中で「ビロースクタイプ」についてふれた。

1982年３月、『桃里恩田遺跡』の報告書で「ビロースクタイプ」と仮称した(9)。1982年８月には森田

勉が「…ビロースク遺跡出土例のように外反しないのも少数発見されている」とビロースクタイプ碗

にふれている（'0)。

その後、多くの報告書や論文などにも「ビロースクタイプ」が使われるようになり、中国白磁碗の

一つの型式として定着しつつある。

しかし、ビロースクタイプの特徴や年代の位置付けなどあまり明確にされないまま現在に至ってい

る。そこで今回は、沖縄各地の遺跡で検出されているビロースクタイプ白磁碗の特徴や、層序、共伴

遺物などから年代の位置付けなどを考えてみたい。

２．２．ビロースクタイプ白磁碗の特徴と分類

基本的には厚手の内鶯型碗である。素地は白色及び黄白色の微粒子である。畳付は幅が広く、水平

に切られている。器表面にはロクロ痕が稜線状に廻っているのが多い。釉は薄く、内底から外面の腰

部か高台脇まで施釉されている。このビロースクタイプを口縁部の形態と圏線、文様などの有無に

よって２つに分けた(1)。しかし、2007年９月の日中共同研究において、ビロースクタイプＩ．Ⅱと

これまで「白磁外反碗」と呼んでいたタイプが閨清県青窯窯隔の同じ窯で生産されていることが確認

きれた(8)。この事実を踏まえて、白磁外反碗をビロースクⅢと設定することが日中共同研究のメン

バーで確認された。森本朝子、田中克子がビロースクタイプⅣと分類していた外反碗である('1)。

2.2.1．ビロースクタイプＩ類（第２図ｌ～５）

基本的には内弩型であるが、口唇内端を丸くし、口唇直下の外面を指でおさえてロクロを回し、口

唇外端を尖らしている。内面上部には陰圏線をｌ本廻らし、下部には櫛描き文のあるのも見られる。

このタイプＩは現在のところ出土例は少ない。ビロースク遺跡と慶田崎遺跡（与那国島）の報告（４）

と、今帰仁城跡の第５．７層出土が知られている(3)。また、宮古では住屋遺跡で出土している(5)。

ビロースク遺跡・今帰仁城跡・慶田崎遺跡ので見ると、口径は12～18ｃｍと幅があるが、器高はビ

ロースク遺跡のが６．０，６４ｃｍ、今帰仁城跡のが６０，６１ｃｍ、慶田崎遺跡のが約６５ｃｍとなっており、
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後述のタイプⅡよりやや深い碗と考えられる。（表１．表２）

2.2.2．ビロースクタイプⅡ類（図２の６～11）

一般にビロースクタイプと呼んでいるのはこのタイプⅡのことである。内轡する碗で、口唇は丸み

をもち、口唇内端は内向し、稜を示すのが多い。タイプⅡは沖縄各地の遺跡から検出される。表ｌは、

報告書が刊行され、その中で口径復元図が示されているものをまとめたものであり、実際に出土して

いる遺跡はその数倍に達している。口径は12～20ｃｍまで大小ある。１４～17.9ｃｍの口径が全体の約

72％を占め、標準的口径と考えられる。器高復元できたのはビロースク遺跡の５０ｃｍ、今帰仁城跡の

５．８，６０，６１，６２ｃｍ、新里村西遺跡の5.9ｃｍなどであるが、全体的にはタイプＩより浅い碗が多

いと考えられる。（表ｌ・表２）

2.2.3．ビロースクタイプⅢ類（図２の12.13）

素地、高台造り、施釉法など１.Ⅱ類と類似しているが、大きな特徴は口縁部が外反することと、

内底が平坦で、そこに印花文を施したのがほとんどである。ビロースクタイプＩ、Ⅱ類が終る14世紀

中頃から琉球に大量に入ってくる。（表２）
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掲載した住屋遺跡の今帰仁タイプとビロースクタイプ白磁碗の実測は新里亮人（徳之島伊仙町教育委員会)、トレー

スは松本綾子（今帰仁村教育委員会資料整理員）が行なった。記して謝意を表する。
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表１沖縄出土のビロースクタイプⅡ類のロ径状況
(単位：ｃ、）
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〕１３９１４９１５９１６９１７９１８９１９９２０９ｕト

ビロースク遺跡(石垣市）

桃里恩田遺跡（〃）

カンドウ原遺跡(〃）

アラスク遺跡(〃）

新里村(東)(竹富町）

新里村(西)(竹富町）

慶田崎遺跡(与那国町）

与那原遺跡(与那国町）

住屋遺跡(宮古島市）

高腰城跡(宮古島市）

佐敷グスク(南城市）

稲福遺跡(〃）

浦添城跡(浦添市）

拝山遺跡(〃）

親富柤遺跡(〃）

北谷グスク(北谷町）

今帰仁城跡(今帰仁村）

伊原遺跡(糸満市）

伊是名ウフジカ遺跡(伊是名）
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１
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１

合 計 ２４８２８１８７４２１７４

表２ビロースクタイプ白磁碗と共伴の白磁碗・皿の出土状況

ビロースクタイプ碗 推定年代

（世紀）遺跡名層壼縁口縁口禿口縁今帰仁碗・皿タイプ碗 ＩⅡⅢ

半
半
半

Ⅲ
一
別

半
半
前
前
半
ｕ

－
ｕ
ｕ

ｕ
ｕ
前
前
咀
旧
前

３１－
〃
半
一
一
頃
一
一
咀
囮
一
一
胆
末

末
後
末
末
中
末
末
一
一
末
末
一

後
２

２
２
３
４
２
２
４
４
３
３
２
４
２
４

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

新里村遺跡(東）

伊良波東遺跡

親富柤遺跡

ビロースク遺跡

今帰仁城跡主郭(俗称本丸）

今帰仁城跡主郭(俗称本丸）

拝山遺跡

稲福遺跡

新里村遺跡(西）

佐敷グスク

慶田崎遺跡

与那原遺跡

住屋遺跡

住屋遺跡第１号竪穴

高腰城跡(宮古島市）

桃里`恩田遺跡

○
○
○
○

○
○ ○○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

３
３

３

５
２
－
日
－
２
３

－
２

３
３
３

●
●
●

２
２
２
２
７
６
１
１
１
１
１
田
２
３
１
１

○
○
○

○

○
○
○
○
○
○
○

○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○ ○○

○
○
○
○
○
○

○
○
○

○○

○○
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龍３章第２節今帰仁タイプとビロースクタイプに関ろ磁器生産地とその製品２

今帰仁タイプに関わる窯跡とその製品
一福建省連江県浦口窯跡の調査と関連資料の調査一

宮城弘樹

今帰仁村教育委員会

ＭＩＹＡＧＩ Ｈｉｒｏｋｉ

ＢｏａｒｄｏｆＥｄｕｃａｔｉｏｎＮＡＫＩＪＩＮＶｉｌｌａｇｅ

はじめに

今帰仁城跡において出土する資料を標式として設定きれた「今帰仁タイプ白磁（金武2007)」は広

く琉球列島において特徴的に出土する陶磁器資料の－つである。この製品の＊産地特定のため、２００５

～2008年福建省博物院等関連機関所蔵資料の調査及び、窯跡の踏査を行った。以下、今帰仁タイプの

生産窯跡と目される浦ロ窯採集資料の紹介を行う。なお、沖縄で白磁と分類ざれる今帰仁タイプであ

るが、浦口窯出土の製品は中国側の研究では一般に青磁とされている。実際、窯跡における調査では

龍泉窯、同安窯系の製品の影響下に製作きれた製品が採集きれた。さらに、製品の釉調等も白磁とも

青磁とも判断が難しい特徴を有する資料が多い。このため、窯跡の製品を紹介するにあたって、便宜

上「浦口窯製品」としてまとめ、個別に紹介していきたい。

１．浦口窯

浦口窯は、中国福建省連江県浦口鎮に所在する宋元代の古窯跡である。連江県は福州から北東に約

30kｍの位置にあって定海湾に面する沿岸部に立地している。窯跡は連江県の郊外に位置し、近年の

道路建設工事などによって、窯道具や陶磁器片が散在している状況であった。今回踏査を実施した地
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点は上元山、碗窯山、錦山寺、西山頂、窯庫の主に５地点である（図１）。また、これまでの調査で

採集された資料が、福建省博物院、連江県博物館に所蔵されていたので、これら収蔵資料についても

．併せて調査させていただくことができた。浦口窯の全体像は不明である。その遺跡範囲は広大で今回

の踏査だけではとても具体的には示すことができない。しかし、おびただしい数の遺物散布状況など

から考えると、今回採集した地点一帯に窯跡が埋没し、生産途中に不良品等の廃棄によって形成され

た灰原等があることは容易に想像できる。今回の調査は、福建省博物院の栗建安氏、連江県博物館の

酪明勇館長の案内で踏査を行った。

浦□窯が今帰仁タイプの生産跡である可能性について言及したのは、今回の共同研究者の－人田中

克子である（森本。田中2004)。本稿以前に田中によって福建省の窯跡と日本出土の陶磁器の比較検

討が行われており（田中'996.2002.2003)、今回の整理は田中に及ぶものではないが、今帰仁タイ

プとの関連ということで、筆者が報告の責を負うこととなった。

さて、本節の報告は今帰仁タイプに焦点を絞るため、これに類似す息資料、もしくはこれを考える

上で必要な資料に限定している。遺跡では、今回紹介したもの以外にも様々なタイプの製品、例えば

皿や壷などといった多様な器種、時代的にもかなりの幅のある製品が含まれていると考えられる。ま

た、文様や器形から龍泉窯や同安窯の影響を受け生産されたと考えられ愚製品も多数確認することが

できた。つま、、様々な種類の製品が生産されている中で、あくまでも今帰仁タイプの生産地同定と

いう目的達成のため、限定した資料をピックアップして紹介していることを付言しておく。以下調査

で確認できた資料を個別に紹介する。

１．１．上元山地点（１～25）

上元山地点は、中学校の付近の丘陵地にある。道路に面した法面や、中学校までに至る里道沿いの

畑などを踏査した。今回の踏査で表採された資料が１～２．４～14である。また「上元山」と注記さ

れる連江県博物館に保管されていた３の資料。１５～22の田中克子氏によって1997年に上元山地点付近

で採集された資料の一部について紹介する。田中採集資料は、連江県博物館に保管きれていると考え

られたが、残念ながら今回の調査では実物を確認することはできなかった。既報告資料であり比較的

今帰仁タイプと近似する特徴を持つ資料が含まれることから←併せて紹介する。

上元山地点の資料の特徴は、無文のものが多い。しかし現場では蓮弁文を描いた碗、あるいは貼付

文の花瓶なども確認することができた。全`体的に焼成が良く白～淡灰白色の磁質の素地で、釉は淡灰

白色またはやや青味のある色で、概して釉は良く溶けて光沢がある。底部の造りに特徴があり見込を

露胎し高台畳付に独特な削りを認めることができる。これは本地点を含む浦口窯に特徴的な技法と考

えられる。具体的には、高台内の削り出しが、①外底の中心を斜め方向に削り高台の内側に沿って削

り出すため、一条の溝がつくられること。②高台内の中心部が平坦に仕上げる作業が行われ、平坦と

なることの２点をあげることができる。窯跡資料を観察したところ、①の行程を行ってから②の作業

によって平坦面をつくっているものと考えられたが、逆に②→①の可能性のあるものも認められた。

このことから、作業の順序は限定することはできないものの、高台内壁の一条の溝と、高台内の平坦

面の作成という高台削り出しを２段階の工程によって製作されている点に特徴があることが言える。

底部に関してはもう一つ特徴がある。それは、畳付が斜位に削られるという点である。この畳付斜め

の特徴は、重ね焼きに際してその接点となる重ねる側の製品との関係によるものと考えられる。即ち、

重ねる側の見込側の器体のカーブに安定して接するように、畳付を斜位に削ったものと考えられる。

本地点で得られた今帰仁タイプ類似の製品は、器形的に大きく２種確認される。一つは小振りで直

□し器高の浅いタイプの碗（１～３．１５～17)。もう一つは、やや大振りで器高の高いタイプの碗
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(４～６．１８～19）である。前者の浅い器形の資料を仮に小碗とする。また、この他今帰仁タイプに

は見られない特徴をもつ、折縁の皿（22)、蓮弁を施す資料（23～25）などもあり、繰り返すが実際

の現場では様々な特徴の資料が認められている。共通点を傭脈して述べ愚と今帰仁タイプ類似の浦口

窯製品は、休部に文様”描かれない無文の碗・小碗で、見込を露胎とし、器形は底部から逆ハの字形

に直線的に開くタイプを中心に口縁部のやや内傾す愚。

１～３は小碗で、高台の造り、器形、施釉方法、胎土、釉調等に今帰仁タイプに近しい特徴を有す

る。反面若干の相違点も認められる。１．２は今帰仁タイプに比して器壁が厚くやや小振りを印象を

残す。前者は□縁内面端部を平坦にしており今帰仁タイプにも共通する特徴をもつものがある。後者

は□縁部が舌状とな愚点がやや異なる。３は高台脇削りが浅く器形的特徴が異なっている。これらの

資料はいずれも見込は釉を掛け流し露胎としている。

一方、碗（４～14）は、今帰仁タイプの特徴である高台の造り、施釉方法、胎土、釉調等は近似す

る。しかし、いずれの資料も今帰仁タイプの特徴として指摘される薄手になるものではなく、やや厚

手の資料となってい愚。また底部から口縁部までの立ち上がりも全体的に丸みをもっており、図示し

た資料のサイズは、平均で口径20ｃｍ前後×器高７ｃｍ前後×底径８ｃｍ前後となり、今帰仁城跡出

土の今帰仁タイプ碗が口径19ｃｍ以内×器高６ｃｍ以内×底径６ｃｍ前後のサイズになることを考え

ると、今回の採集品はこれまで認識されている今帰仁タイプに比べると、サイズが大きいという印象

を持つ。更に５に至っては、器高の高さに加えて高台のつくりが厚く、全体的に重厚な印象をもつ。

このような特徴は琉球列島出土の今帰仁タイプにはあまり類例の無い特徴である。以上に紹介したよ

うに、細繊な点では相違点も認めることができる。７はこれらの口縁部資料で□縁端を舌状に仕上げ

ており、今帰仁タイプにも認められる特徴である。

底部資料を見ると、釉剥の方法に２通りの方法がある。一つは、１０～14の見込を輪状に掻き取る方

法（以下、「内底輪状釉剥ぎ」とする場合はこの方法を指すんもう一つは、９に見られ愚釉を流し掛

けし見込を露胎とさせる方法（以下、「内面露胎」という場合はこの方法を指す）であ愚。これは重

ね焼きの際の露胎部をつくり出す方法の相違からなるもので、今回報告の小碗は全て内面露胎を、碗

については両手法によって製作されている。また、重ね焼きに際しては13.14に認められるように内

底輪状釉剥ぎした後に白泥を塗り、器同士の釉着の防止を図ったものが見られる。しかし、これらが

普遍的なものでもなく、９～12では白泥付着は認められなかった。あくまでも傾向であるが、内底輪

状粕剥ぎ資料は白泥の付着が多く認められる。一方、内面露胎とする方法には白泥は散見的であると

いう`傾向を確認することができる。

金武氏によって琉球列島における今帰仁タイプは３類に分類されてい愚（本章第１節)。金武分類

の基準は、□縁部端部の特徴と、見込の釉剥ぎの方法に着眼して分類されている。総じて口縁端部平

坦十底部内底輪状釉剥ぎ＝Ｉ類。端部平坦＋内面露胎＝Ⅱ類。端部舌状十内面露胎（露胎せず）＝Ⅲ

類と分けられる。今回採集きれた資料は底部の形態は金武分類の今帰仁タイプのいずれとも共通する

ものである。また、Ⅱ類に類似する要素は上元山採集の１が最も近いが、ロ縁端の仕上げが平坦と蓉

愚例は今回の踏査では４に図示した碗がこれに最も類似すると言え愚。一方、Ⅲ類に類似するものと

して９の資料があげられるがロ縁部を欠くため断定できない。

今回調査できた上元山地点踏査・採集品を中心に概観したが、加えて田中採集資料（15～22）の中

には、今帰仁タイプとの多くの共通点を見出すことができる。１５．１６は小碗で前述した１．２に比し

て器高が高い。この資料は今帰仁タイプとは器形的にはやや異なる印象を持つ。１７～18は口縁端を平

坦にする傾向を見いだすことができ、見込みは内底輪状釉剥ぎの資料。１９．２０はやや内湾気味の碗で

－４４－



19は内底輪状釉剥ぎ、２０は内面露胎とするタイプで後者はより直線的な器形となる。当該資料はサイ

ズ的にも現在報告されている今帰仁タイプに最も近しい資料と言える。２１はロ縁端を平坦にする独特

な資料で、見込みは内面露胎となり沈線が－条廻る。

以上、紹介した資料群は、底部の造り、見込み”露胎。施釉の方法、口縁端の調整、器形的な特徴

など今帰仁タイプと多くの類似点を認める。結論として本地点を含む浦口窯製品は、採集資料に限っ

て言えば若干の相違点も認めることはできるものの、総じて今帰仁タイプと共通点が多く、製品の特

徴としては概ね同品と認めるに値す愚ものである。既知の資料では、今帰仁タイプの生産として浦口

窯の中でも上元山地点は最も類似する資料を出土する地点であり、今帰仁タイプの生産地の候補地と

して、慨然性が高いと言える。

１．２．西山頂地点（26～32）

西山頂地点は、錦山寺から西側の地点である。道路に面した法面を踏査した。今回の踏査で表採さ

れた資料は12～13世紀頃に生産されたと考えられる製品が多く、今帰仁タイプに近似する資料は見ら

なかった｡しかし次項で紹介する錦山寺地点とともに本製品群は鷹島沖海底遺跡より出土した遺物群

に類似する点が認められる。また今帰仁タイプの生産年代や相対的な位置づけを考える上で有益な資

料になると思われる。全体的な特徴は上元山と同様に、焼成は良く白～淡灰白色の磁器質の胎土で精

良、釉は渋灰白色またはやや青味のある色で、概して釉は良く溶けて光沢がある。底部の造りも高台

内壁の一条の溝と、高台内の平坦面の作成という特徴は共通する。見込みを露胎方法蝋内底輪状釉剥

ぎ、内面露胎の両者認められる。当該地点採集の多くの製品に明瞭な白泥の付着が認められる。この

点では、白泥付着が散見された上元山地点とは異なる特徴である。

２６は福建省博物院収蔵資料で西山頂と注記された資料で、蓮弁文を描くいわゆる大宰府分類の龍泉

窯系青磁Ⅲ類の影響下に製作されたことが一見して分かる浦口窯製品である。２７～32は延文の碗で器

形的な特徴は底径の小さな底部から直線的に外側に広がる□縁で、□縁端を舌状に仕上げる。見込み

に一条の圏線が廻り、体内面に沈線を一条施している。見込みの露胎方法には若干のバリエーション

が認められ、２９は内面露胎、３０は内底輪状釉剥ぎとなるようである。外面の施釉iMl司下半まで施釉さ

れているものが多い、概して上元山地点のものよりも造りのしっかりとした印象を持つ。今帰仁タイ

プとの類似点は浦口窯製品の共通項である底部成形や素地、釉調程度で、器形的には異なるものが多

いｏ

ｌｏ３ｏ錦山寺地点（33～34）

錦山寺地点は、市街地から北にある寺の周辺である。位置的には西山頂地点と隣接する。寺から丘

陵に延びる里道沿いで遺物を採集することができた。総じて外面に蓮弁のあるもの、無文のもの

(３３．３４）が採集されている。本地点の資料も全体的に焼成は良く白～淡灰白色の磁質の素地で、釉

は淡灰白色またはやや青味のある色で、概して釉は良く溶けて光沢がある。見込は露胎となるが、白

泥の塗布が一般的に的に行われている点は、西山頂地点と類似する。両地点の資料群は基本的には同

じような種類の製品で構成されていると見られ愚。３３は底部からロ縁部へ直線的に開く器形で見込み

に圏線が廻るタイプ、内体面の沈線が無いこと底径が小さい点などは西山頂地点の資料･との相違点で

あるがほぼ同種の製品と考えて差し支えないと思われる。３４はやや内湾気味の器形で見込みは内底露

胎とする資料である。採集資料の中には、今帰仁タイプに近い資料は認められない。

１．４．窯庫（35～36）

窯庫地点は、2007年に踏査で訪れた際にちょうど道路工事中であった地点である。市街地へ延伸さ

れる道路の途中、旧地形は丘陵であったと考えられ、工事によって削られた法面、あるいは道路敷の
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路盤材には、おびただしい量の陶磁器が含まれていた。現場で確認した限りでは、１２～13世紀頃に生

産されたと考えられる製品が主体と考えられ、同安窯、龍泉窯などの影響下に製作されたと考えられ

る資料群が多く認められた。今帰仁タイプの類品は認められなかったが、採集された中で目に付いた

ものを紹介する。

３５は高台内壁に沿って一条溝が認められるもので、内底輪状釉剥ぎとなる。器壁は全体的に厚く、

口縁はやや内湾しながら立ち上がる特徴をもっている。粕は厚く施釉され内面にはへう描きの文様が

見られる。厚手、内湾、内体面に文様など器形的な特徴は、ピロースクタイプと器形的な共通点を持

つように思われる。３６は龍泉窯系青磁Ⅲ類の皿に特徴的な折縁の皿で、高台の造りは他と共通する。

１．５．碗窯山

碗窯山地点は、中学校から市街地へ向かう途中の碗窯山寺の付近の丘陵地である。道路に面した法

面を踏査した。今回の踏査で表採された資料は12世紀頃に生産きれたと考えられ愚製品が多く、今帰

仁タイプに近似する資料は見られなかった。また見込みを露胎とするものはどれも高台に明瞭な白泥

の付着が認められる。その他には、天目も確認されている。今回の調査では、今帰仁タイプと関連す

る遺物は含まれなかったため、本地点の遺物実測は行っていない。

１．６．その他（37～40）

連江県博物館では、過去に採集されている資料の調査を行った。資料の出土状況の詳細は不明だが、

一部の資料には採集地点名が記されている。

３７．３８は「加宅」と注記されていた資料で、連江県博物館の酷明男館長によれば上元山に近い場所

とされる。３７は見込みが内底露胎となり、全体的に薄造りである点は今帰仁タイプと共通するが□縁

が端反りとなる点は大きく異なる。３８は今帰仁タイプと比して大振りの資料であるが、逆ハの字形に

直線的に開く器形、高台の広苔など、器形的な特徴は近似点が多い。

３９．４０は注記の細かい地点名の注記の無い表採資料である。今帰仁タイプ碗にもいくつかのバリ

エーションが認められるが、３９は高台の造りや器形的な特徴は類似点が多い。窯跡資料のため焼成が

不良で胎土が赤褐色になるなどの特徴を有するが、今帰仁城跡出土資料にも類似する状況を示す資料

が出土している。

２.庄辺窯（41～44）

最後に浦ロ窯製品とはまったく別の窯だが、庄辺窯跡の資料を実測できた４点に限り紹介する。当

該資料を本項で紹介する理由は、今帰仁タイプと釉調、素地、器形的特徴が類似するころから、沖縄

では今帰仁タイプとして概ね同種の製品として分類されてきた経緯があるためである。これまで浦口

窯製品を通して今帰仁タイプとの類似点を探すことを行ってきたが、一方で浦□窯製品の特徴を明ら

かにするためにも、庄辺窯跡の資料を用い相対的に特徴をつかむことを目的とする。今帰仁タイプと

の類似点を主題としながら、相違点を明らかにするために以下に紹介する。

庄辺窯製品は、無文の他、櫛目を入れたいわゆる同安窯系のもの、蓮弁文を描くいわゆる龍泉窯系

の青磁を主に生産している（亀井1995)。全体的に焼成は良く、淡灰白色の磁器質の素地で、釉はう

す緑色、あるいは青味を帯びて透明で、釉は良く溶けて光沢がある。底部の造りは高台内をほぼ平坦

に－回で削り出しており、浦口窯製品とは明らかに異なろ製'作方法といえる。また畳付の外端を面取

する特徴、露胎とする腰部下半Ｉこへラ削りの跡が縦方向にシワとなって明瞭に残される点も特徴であ

る。見込みの露胎方法は、内面露胎（４１．４２）と内底輪状釉剥ぎ（４３Ｗ坐りのもとが認められ、収蔵

されていた資料中においては輪状釉剥ぎが優勢である。いずれも白泥が残る。見込みにはしばしば印

－４９－



花文が施文されることがあるが、文様のモチーフは単純な花模様（43）が多く見られた。器形的には

小碗のタイプと、大振りの碗もしくは鉢とも言うべき資料が見られ、他にも皿や壷なども確認されて

いる。既に検討の結果今帰仁タイプⅣ類として金武氏によって分類された経緯があるものに、底部の

削りだし、釉調、器形が近似しており本章第１節において今帰仁タイプからは除外している。

おわりに

これまでの４年間、４回にわたる福建省における窯跡採集品の調査を行ってきた。主な目的は、日

本本州では出土例のほとんど見られない製品で、琉球において特徴的な出土を見せる今帰仁タイプと

ビロースクタイプの生産地の特定であった。日本における陶磁器分類は、博多や大宰府あるいは戦国

城郭などを中心に整理されてきた。一方で、沖縄では日本本土の遺跡からはほとんど出土例の無い資

料が発掘ざれ注目されてきた。これらの資料の一部は沖縄で特徴的に出土することから、金武正紀に

よって「今帰仁タイプ」「ピロースクタイプ」と型式設定ざれ注意されてきた。既に田中克子氏に

よって今帰仁タイプは浦口窯が、ピロースクタイプは閏情義窯がその生産地として指摘されている

〈森本・田中2004)。

本節では、今帰仁タイプの古里と指摘された「浦口窯」を訪れ、改めて現地で踏査を行い、関係機

関に保管されている採集資料の中から、より具体的に今帰仁タイプに近似するものを抽出し紹介して

きた。本来的には、浦ロ窯跡の窯としての全体的な様相を確認することが先決と考えられるが、「今

帰仁タイプ」に焦点を絞って比較するための作業を中心としており、この点ではかなり限定された資

料の観察であったとも言える。それでも、浦口窯跡が琉球列島出士の今帰仁タイプの生産地の一つと

して特定することができたものと考えられる。これは、筆者一人の所見ではなく、共同研究に参加し

た考古班の一致した結論である。また、併せて博多や鷹島沖海底遺跡で発掘された資料についても、

具体的な関連資料を抽出でき、沖縄出土の浦田窯庄辺窯との比較についても一部言及することができ

た。
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第３章第２節今帰仁タイプとビロースクタイプに関わる礎器生産地とその製品３

ビロースクタイプに関わる窯跡とその製品
一福建管閩江流域窯跡の踏査と関連資料の調査一

田中克子

福岡市教育委員会

ＴＡＮＡＫＡＫａｔｓｕｋo

ＢｏａｒｄｏｆＥｄｕｃａｔｉｏｎＦＵＫＵＯＫＡＣｉｔｙ

筆者は、琉球諸島を中心として出土するピロースクタイプが、福建省閏江流域の窯の製品である可

能性が極めて高いことを以前指摘した（田中。森本2004,357頁)。その生産地特定のため、2005～

2008年福建博物院等関連機関所蔵品の調査、及び窯跡の踏査を行った。以下関連する生産窯とその出

土・採集資料について報告する。なお生産地出土品ではあるが、便宜上第３章第１節の分類記号を使

用する。

Ｌ閏清窯（図１～６，写真１～７．９．１０）

福州市閏清県東橋鎮に所在する。閏江中流域に位置し、閏清県市街地から北西約８ｋｍ、閏江支流

安仁渓が北から本流に合流する地点から安仁渓流域一帯にかけて窯跡が分布する。窯跡は1983年に廩

門大学等により分布調査が行われ、大きく３つの窯群に分かれることがわかっている（閏清県文化局

他1993)。Ｌ安仁渓と閏江の合流地点一帯の安仁渓窯、２安仁渓村から約５ｋｍ上流の義窯村までの

安仁渓東側一帯の義窯、３．義窯村からさらに上流へ約３ｋｍ遡った青窯村の南、安仁渓西岸に位置

する青窯の３カ所である。製品の主体は白磁で、他に天目や明代竜泉窯系統の青磁等も焼かれている。

特に北宋後半～南宋前半の白磁は日本へ大量に輸出されており、１１世紀後半～12世紀中頃にかけて日

本で出土する福建産白磁（第３章第５節２の図２、田中分類ＡＣ類、田中2003）のほとんどがこの

窯一帯の製品である。

ＬＬ安仁渓窯（図２，写真１）

安仁渓。大筈村（旧大安村）等、閏江北岸に沿って６地点を踏査した。もともと閏江北側丘陵上に

窯場が広がっていたと思われるが、現在は鉄道や道路によって分断され、製品や窯具等の散布や堆積

が随所に見られる（写真９)。

この一帯ではビロースクタイプは確認できなかったが、形態的にＩ類に繋がると思われる碗（１～

４）を採集した。また、これらと同類の製品はアモイ大学踏査時にも採集されている（写真１－７２～

74)。

やや黄色、或いは灰色がかった白色で砿質胎であるが小孔が多く、わずかに黄味、或いは青味を帯

びた釉調でやや失透する。いずれも高台が低く畳付が水平に切られ、内底径が小さい等、Ｉ類と共通

する点が見出せる。内底の様相は、浅く段が付く（１．７４）。圏線が巡る（２）。凸状に小さく膨らむ

(３．４．７２．７３）ものがあり、４．７３．７４は輪状に釉剥ぎする。沖縄県与那国町与那原遺跡。ビ

ロースク遺跡出土のＩ類碗にもこのように釉剥ぎする類例がある（第３章第３節１の図６－７９．９１)・

さらに、窯具が付着するため不明瞭ではあるが、３と同じと思われるタイプで内側面に櫛描文を施す

ものもある。しかし、器壁が薄かったり、Ｉ類の多くが体外面途中までしか施釉されないのに対し、

高台畳付際まで施釉されているものが多い等、Ｉ類の範晴に入れるには違和感がある。

これらは形態的に、博多遺跡群で12世紀後半代～13世紀にかけて出土する閏清窯系白磁（田中分類

Ｄ類、田中2003）の特徴をも有しており、この南宋期の白磁からビロースクタイプＩ類へと変化する

移行期の製品と考える（第３章第５節２の図２参照)。

－５１－



図１間渭窯踏査地点位置図
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１．２．義窯

大筈村から安仁渓上流方向へ、上武坪。湖里。麻坪。小廟渓・下窯崗。井後崗・老猫坑の地点を踏

査した（写真９．１０)。この地域は、特に大量の北宋後半～南宋初めの白磁の堆積や散布が至る所で

認められ、この時期の白磁生産の中心であったことを窺い知ることができる。上武坪。下窯崗，井後

崗。老猫坑でビロークスタイプを確認した。

１．２．１．上武坪（図３．写真２）

５．６は安仁渓窯採集品と同様、ピロースクタイプＩ類に先行すると思われる碗である。かなり白

味の強い灰白色砿質胎で、やや黄味がかった透明釉がかかる。いずれもＩ類碗に比べると小振りで、
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図２閏清安仁渓窯採集品（Ｓ＝]/3）
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さらに内底面が広く平坦になっている点でＩ類とは大きく異なる。しかし、５は高台の太さ・形状や

体外面途中まで施釉される等、基本的にはピロースクタイプに近い特徴を持つ。また、６も口縁端部

に強い横ナデ調整を加えやや反り気味になる点や内面口縁下に洗練が巡る等、かなりＩ類の特徴を見

出せるが、高台が細く畳付際まで施釉される点ではＩ類と異なる。

ビロースクタイプ（７～15）は、わずかに灰色がかった小孔の多い白色磯質胎で、釉はわずかに灰

色味或いは青味を帯び、透明感のあるものと失透したものとがある。いずれも、高台は一旦創り出し

た後、外底中央部分のヘソ状に突出した部分を雑に再度削り取り、畳付は水平に切られている。また、

大きく張り出した腰部の高台脇を水平に削り込む特徴も共通する。

７～11はⅡ類碗である。７は無文、他は内側面に２本単位の細いへラ彫りによる蓮弁文と内底面に

印花文を施す。１１の印花文は花弁の中に「福」字を入れたもので、８．９も「福」のくずしと思われ

る。他に花弁のみのものと、花弁の中に「寿」字を入れたものもある（写真２－７５．７６)。
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１２～15はⅢ類である。１２．１３は碗、１４は内底面の広さから皿と思われる。13.14は内底に蓮華文を

型押しする。１５は外反口縁皿で、畳付は水平に削りっぱなしにせず、再度外縁を面取りする。沖縄県

首里城跡等でも類似した、（第３草第３節１の図４－６０）が出土している。

１．２．２．下窯崗（図４.写真３．４）

１６～18はＩ類に先行すると思われる碗である。わずかに灰色がかった白色多孔質の磁質胎で、やや

黄味或いは灰色味をおびた透明釉がかかる。内底が狭く段が付く点や高台の形状、また１６ｏ１８のよう

に内面□縁下に沈線が巡る等、Ｉ類との類似点は見出せるが、全体に小振りで高台畳付際まで施釉さ

れる点で異なる。１６は内側面に縦方向のらせん状のへラ彫り文が施され、この他に同様のへラ彫り文

と櫛描文を併用したものもある。これらは安仁渓窯跡採集品と同類で、他に上武坪採集品（図３－

５）と同じタイプの碗（写真３－７７）も多く認められた。

１９～25がビロースクタイプで、白味の強い礎質胎に、わずかに灰色或いは青味がかった透明釉がか

かる。高台の削り出し方法・器形の特徴等は上武坪採集品（図３）と同じである。

１９．２０はⅡ類碗である。内側面の蓮弁文と内底面の印花文の組み合わせも上武坪採集品と同じで、

20の印花文も「福」字のくずしと思われる。

２１～25はⅢ類で、２５が外反口縁、、他は碗である。２３～25は内底面に印花文を施すが、Ⅲ類に特徴

的に見られる蓮華文（２３．写真４－７８．７９）の他に、鳳凰文（２４・写真４－８０）もある。２６は腰折れ

の碗、２７は鍔状の口縁部片であるが、恐らく写真４の81のような鉢形を呈すると思われる。高台の形
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状や器壁の厚さ・胎土・釉調等、ピロースクタイプの特徴と共通しており参考資料として掲載した。

26は内底面に双魚文が型押しされる。この腰折れ碗のタイプにはⅢ類碗と同じ蓮華文が施されたもの

もあり（写真４－８２)、与那国町与那原遺跡で類似品が出土している（第３章第３節１の図６－９２)。

また、２６に見られる双魚文は連江県定海海底遺跡出土のビロースクタイプⅡ類碗（第３章第３節４の

図１－４）や巨門大学採集品のⅢ類碗（閏清県博物館蔵）にも類例が認められた。

123．井後崗（写真４）

安仁渓東側、義窯村後背の丘陵上に窯が広がる。踏査では宋代の白磁製品が多く、ピロースクタイ

プはⅢ類が１点のみ採集されたが、1983年の属門大学による踏査では甲・乙・丙の３カ所の地点で、

Ｉ（83）．Ⅱ（84）．Ⅲ（85）類が確認されている（閥清県文化局他1993)。

Ｉ類は内側面に尾の長い櫛描文、Ⅲ類はいずれも内底面に印花蓮華文が施されてし､る。

1.2.4．老猫坑（図５，写真５）

義窯村から安仁渓を約１ｋｍ遡った安仁渓沿いの東側道路際に、約80ｍの長さにわたって遺物の散

布が認められた。恐らく道路開設にあたって窯が破壊されたと思われ、河川東岸丘陵断面には匝鉢等

の堆積が残る。他地域で見られた宋代の白磁はほぼ認められなかった。

ピロースクタイプ（28～39）は１．Ⅱ類のみで、Ⅱ類が圧倒的に多い。胎土は小孔の多いものとよ

く締まった繊密なものとがある。焼成不足による不良品が多く総体的ではないが、白味の強い淡灰色

磁質胎で、釉調は乳白色で半透明なものが多い。いずれも器壁の厚さ・高台の削り出し方法や形状等、

義窯の他地点の製品と同じ特徴を持つ。

２８～34はＩ類碗である。２８～30は内面口縁下に太い沈線を巡らせ、特に２８.２9のように口縁端部に

強いナデ調整を加え口唇外端が反り気味に尖る点は、琉球諸島出土のＩ類碗の特徴と酷似する。３１～

34の底部片は内底が狭く、明瞭な深い段が付くもの（31～33）と、沈線を巡らす（34）ものとがある。

33は内面に櫛描文を施し、また高台内には円盤状のハマが付着する。

３５～39はⅡ類碗である。内底に印花文を施すもの（39）が1点採集されたのみで他は全て無文であ

る。また、印花文と併用されることの多い内側面に蓮弁文を持つものもない。

１．３．青窯

１３１．窯隔（図６、写真６．７）

義窯村より安仁渓をさらに上流へ約３ｋｍ遡った青窯村から南へ約Ｌ５ｋｍ、安仁渓西岸の窯隔一帯

を踏査した。義窯老猫坑がある丘陵とは安仁渓を挟んで対面する丘陵上に窯が広がっていたようであ

る（写真10)。ピロースクタイプ以外では、末代の白磁や明代竜泉窯系統の青磁細蓮弁文碗等が認め

られた。

４０～59がピロースクタイプで、１．Ⅱ・Ⅲ類がある。わずかに灰色がかった白色磁質胎で、小孔の

多いものとよく締まった綴密なものとがある。また粕調についても、わずかに青味を帯びよく熔けた

ガラス質透明釉のものと、乳白色の失透したものとがある。いずれも器壁が厚く、高台畳付を水平に

削り、また高台の削り出しは粗く、外底中央のヘソ状に突出した部分を雑に削り取る等、義窯の製品

と同じ特徴を持つ。４０．４２．４４．４６．４８は青窯材から窯隔に行く途中の路上で採集したものである。

４０－４６．写真６の86はＩ類碗である。内面口縁下には細い沈線を巡らせ（４０．４１)、内面無文のも

の（45）と尾の長い櫛描文を施すもの（40～４４．４６）がある。また、内底は狭くほとんどが丸く膨ら

むが、４６は段が付かずⅡ類のように丸く凹む。

４７～57はⅡ類碗である。内面無文（47～50）と施文するものがあり、後者は細いへラ彫りによる２

本単位の蓮弁文と印花文を組み合わせたもの（51～54）と、内底に印花文のみ施すもの（55-57）が
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ある。さらに印花文は花弁のみと中に「寿」字を入れるものとがある。

５８．５９はⅢ類碗で、内底に蓮華文を型押しする。この他に義窯下窯崗採集品（写真４－８２）と同じ

く蓮華文を施した腰折れ碗（写真７－８７）や、内側面に縦方向の|幅広へラ彫りを入れ、内底に蓮華文

を型押しした外反□縁皿もある（写真７－８８)。

６０は内面露胎となっており香炉であろう。外面は有段状になっており、また器壁が厚く高台の様相

もビロースクタイプと同じ特徴を持つ。

４２．４９C4のように高台内にハマ、また内面に匝鉢が付着したものも多く、これらが１点ずつ厘鉢

に納めた正置法で焼成されたことがわかる。また、６０は内底に径の小さな高台痕が残っており、中に

小さな器物を入れて焼成したのであろう。

２．閲侯鴻尾窯（図７，写真８）

福州市閾侯県鴻尾に所在する。前述した間清窯から約

25kｍ閏江下流に位置し、閾江本流へは南からそそぐ支流源

里渓と繋がる。福建博物院による採集品で、所蔵品調査に

よってビロースクタイプn．Ⅲ類碗を確認した。他には北宋
Ｌ

Ｆ̄￣ 6１

後半～南宋前半の白磁や同安窯系青磁も採集されている。 ０１０ｃｍ
＿．．．！

６１は鴻尾公社付近（後窯）採集のⅡ類碗である。胎土は淡
図７閏侯鳩尾窯採集品（Ｓ＝1/3）

黄白色で未磁化、粕はやや灰色がかった乳白色を呈するが、

焼成不足による可能性もある。また素地に隙間の多い閏清窯の製品に比べると繊密である。さらに、

口径に対し高台径が小さく器高も高い等全体的に不安定な形状は、安定感のある印象が強い琉球諸島

出土品や閏清窯の製品とは若干異なる。しかし採集資料が少なく、これらがすなわちこの窯製品の特

徴であるとは言い切れない。

３．南平茶洋窯（図８，写真８）

南平市太平鎮繭蘆山村に所在する。福建省の西、江西省との堺にそびえる武実山に源を発する水流

は南平で合流し、福建省最大の河川である閏江を形成するｃ茶洋窯は南平市街地から東南約25ｋｍに

位置し、南に閏江を臨む丘陵上に窯場が広がる（写真10)。1950年代に発見きれて以来断続的に分布

調査が行われ、1995～1996年に大嶺干窯跡と安後山窯跡で発掘調査が行われた（福建省博物館2000)。

６２．６３は発掘調査出土品である。製品は白磁、青白磁、同安。竜泉窯系青磁、天目碗、陶器等種類が

<三二

泡
冤ﾆｴﾌ

￥
、墨＝図８南平茶洋窯出土・採集品（Ｓ＝1/3）

※63は文献（福建省fiJii物館2000）より再トレース
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多く、中でも日本に輸出ざれ関連の深いものに北宋～南末前半の白磁と元～明代の天目碗がある。

この窯におけるピロースクタイプの特徴は円盤状高台にある。高台を輪状に削り出さずに、外底を

上げ底気味に削る平底を呈する。碗と皿があり、それぞれに内碗□縁と外反口縁がある。胎土はわず

かに灰色がかった白色で爽雑物を含まず精良であるが、完全に磁化しきっていない。釉調はやや青味

がかり、透明感がある。

６２は内湾口縁碗である。高台脇を水平に削り込む。内側面に２本単位のへラ彫りによる蓮井文を入

れ、内底面には花弁をスタンプする。この他、花弁の中に「卍」字・「金」字を入れ込んだ印花文

(曽2001,112頁）と無文のものがある。６３は外反口縁碗で、内底に圏線を巡らせ中には蓮華文を型押

しする。６４は内湾口縁Ⅲ、６５は外反口縁、で内底に施文するが、これは印花文でな〈へラ彫りと思わ

れるｃ６４の内湾口縁皿の類似品は沖縄県銘刈原遺跡・稲福遺跡から出土している（第３章第３節１の

図４－５６．５７)。器形・文様から、内湾口縁碗はピロースクタイプⅡ類に、外反口縁碗はⅢ類に対応

すると考える。

ビロースクタイプ製品に見られる円盤状高台はこの窯の天目碗にも共通した特徴である。この天目

碗のうち、器高の低い内湾口縁の平茶碗は、韓国新安沖で発見された沈船より出土しており（文化財

庁・国立海洋遺物展示館2006,330頁)、この船は至治三（1323）年、慶元（現。寧波）を出航したと

されている。また、器高の深いものは茶の湯の世界では「灰被」天目と呼ばれるもので（茶道資料館

他1994)、博多遺跡群では14世紀後半以降出土する天目碗の主流となっている。このことから、この

高台の形状は茶洋窯の元～明代前半の製品の特徴を示すものと考えられ、この窯のピロースクタイプ

も14世紀前半～１５世紀にかけて生産された可能性が高い。

４．三明中村坦躍窯

三明市三元区中村郷烟瑠に所在する。三明は閏江上流の支流である沙渓沿いにあり、窯跡は三明市

街地より南８ｋｍに位置する。1993～1994年に草寮後山窯跡発掘調査されている（福建省博物館他

1995)。
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４．１.蛇頭山（図９，写真８）

福建博物院採集・所蔵品である。製品は白磁が主`体で、その他竜泉窯系統の青磁。天目碗等がある。

白磁は南平茶洋窯と同様、全てが円盤状高台を呈する。ビロースクタイプに類似する製品は、内湾口

縁碗（66～68）・皿（７０．７１）と外反□縁碗（69）があり、前者は無文のものと、内壁に２本単位の

細いへラ彫りによる蓮弁文と内底面に印花文を施すものとがあ愚。

円盤状高台の他、非常に白くきめ細かな精良な胎土と青味が強くよく熔けた透明感のあるガラス質

の釉調が、この窯の白磁の共通した特徴であるが、この点において粗製の印象が強い琉球諸島出土の

ビロースクタイプとは大きく異なる。

５．まとめ

調査対象とした資料が採集品であるため数量や種類等かなり限定されたもので、それぞれの窯製品

の特徴を一概には言及できないが、以上より把握できた傾向を下記の如くまとめる。

①輪状高台

Ｉ類先行(碗)…全釉･内底輪状釉剥ぎ

上武坪一一Ｉ類先行(碗）

－Ⅱ類(碗)｡…無文･印花文｡蓮弁文十印花文(花弁／花弁十｢福｣｢寿｣）

－Ⅲ類(碗｡皿汁無文｡印花文(蓮華文）

下窯崗-ＦＩ類先行(碗）

閏清窯 安仁渓窯

義窯

一Ⅱ類(碗)･…蓮弁文十印花文(花弁十｢福｣）

－Ⅲ類(碗･皿)・・無文･印花文(蓮華文／鳳凰文／双魚文）

－腰折れ碗…・印花文(蓮華文／双魚文）

－鍔状口縁鉢

一Ｉ類(碗)…・無文･櫛描文

一Ⅱ類(碗）

－Ⅲ類(碗)…・印花文(蓮華文）

[鬮篶Ⅲ二鯛霧

－井後崗

一老猫坑

青窯一窯隔一一Ｉ類碗……無文｡櫛描文

一Ⅱ類(碗)…・無文･EU花文･蓮弁文十印花文(花弁／花弁＋｢寿｣）

－Ⅲ類(碗･皿汎無文･印花文(蓮華文）

_腰折れ碗…。印花文(蓮華文）

－香炉

Ｌ麓(震|…鰔
後窯閾侯鴻尾窯一後窯

②円盤状高台

南平茶洋窯 内湾口縁(碗．、)・・無文･印花文･蓮井文十印花文(花弁／花弁十｢卍｣｢金｣）

外反口縁(碗･皿肥印花文(蓮華文）

内湾口縁(碗．ｕ汎無文･印花文･蓮弁文十印花文

外反口縁(碗)…｡無文

■

三明中村烟職一蛇霞山Ｔ
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閏江流域では下流から上流にかけて広範囲に、肉厚のピロースクタイプに類する製品が生産されて

い鳥。器種はかなり規格化された碗。、が主体となっているが、腰折れの碗や鍔状□縁鉢等のように

規格からはずれたものや、香炉等食膳具以外の製品もある。さらに、その製品の形態的特徴から、①

輪状高台を有する閏清窯を中心とした中。下流域と、②円盤状高台を有す愚南平茶洋窯を中心とした

上流域、この大きな二つのグループに分けられそうである。しかし、①のグループの製品については、

胎土・釉調。器形等極めて類似しており、それぞれを明確に区別す愚特徴は見出せない。ただし、内

底面に施された印花文については、花弁や文字の種類。形状、さらには筆跡等、詳細な分析によって、

今後ある程度窯の特徴を見出せる可能性はある。また、外反口縁Ⅲ類に見られる「蓮華文」は閏江流

域でかなり普遍的に採用されている。詳細については後述するが、日本で鰯出土年代からすると、明

代初め頃に広く流行した文様であろう。

以上報告した窯跡資料との比較・検討の結果、日本で出土するビロースクタイプの生産地に、少な

くとも閏情義窯。青窯が含まれることは確実である。

文献

曽凡２００１『福建陶磁考古概論l福建省地図出版社、ｐ１１２

田中克子・森本朝子２００４「沖縄出土の貿易陶磁の問題点一中国粗製白磁とベトナム初期貿易陶磁一」『グスク文化

を考えるIp357、新人物性来社

田中克子２００３「博多遺跡群出土陶・磁に見る福建古陶磁一（その二）末・元代白磁をぬぐ愚問題」『博多研究会誌」

第11号、博多研究会

茶道資料館・福建省博物館１９９４１唐物天目一福建省建窯出土天目と日本伝世の天目』茶道資料館

閏清県文化局。直門大学人類学系考古専業１９９３「閏清県義窯和青窯調査報告」『福建文博」1993年第１．２期合刊、

福建省博物館

福建省博物館・三明市文管会・三明市博物館1995「三明中村皿藩元代窯祉発掘簡報」「福建文博』1995年第２期、

福建省博物館

福建省博物館２０００「南平茶洋窯阯1995-1996年度発掘簡報」「福建文博」2000年第２期、福建省博物館

文化財庁・国立海洋遺物展示館２００６『新安船TheSH1NANWreckn」ｐ､330、国立海洋遺物展示館、韓国
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第３章第３節今帰仁タイプとビロースクタイプの消灘地と消費状況１

琉球列島における出士状況

宮城弘樹

今帰仁村教育委員会

新里亮人

伊仙町教育委員会

ＭＩＹＡＧＩＨｉｒｏｋｉ

ＢｏａｒｄｏｆＥｄｕｃａｔｉｏｎＮＡＫＩＪＩＮＶｉｌｌａｇｅ

ＳＨＩＮＺＡＴＯＡｋｉｔｏ

ＢｏａｒｄｏｆＥｄｕｃａｔｉｏｎＩＳＥＮＴｏｗｎ

はじめに

琉球列島における、今帰仁タイプ、ピロースクタイプの分布や出十傾向を把握することを目的とし

て、現在刊行されている報告書から対象資料の集成を行なった。集成の結果、琉球列島において両タ

イプの白磁を出土した遺跡は112遺跡（奄美諸島５遺跡、沖縄諸島75遺跡、宮古諸島10遺跡、八重山

諸島22遺跡）であった。以下、これらの集成から判断きれる各諸島の出土傾向と琉球列島全域の消費

状況について述べていきたい。なお、図１～６には、琉球列島各地で出土した両タイプの白磁碗を遺

跡ごとに集成したが、これらの資料には既刊の調査報告書から転載したものと共同研究メンバーらに

よって実見、実測されたものを含んでいる。出土品の報告は沖縄、八重山諸島及び表の作成を宮城が、

奄美諸島、宮古諸島を新里が担当した。

１．集計の方法

まず、資料集成と遺物の集計について略記しておきたい。各報告書によって今帰仁タイプやピロー

スクタイプと判断できる分類を用いてい息ものは集計のデータによって計数し、集計きれていない場

合は、図面などから掲載されている図面や写真を参考に判断した。また出土点数については不明なの

で、この場合は参考として図面の掲載数を出土数として計数している。このため実際の出土数は、こ

れをはるかに上回ることが予測される。また、実資料を実見していないため、多少の誤認があるもの

と考えられる。精度については改めて実見し、再集計を行うなどの課題を残すものの、総じて全体的

な出土傾向について抑えることができるものと考えられる。以下に奄美、沖縄、宮古、八重山の４つ

の島唄群に分けて、資料の概略を述べたい。

２.奄美諸島における出土状況（図１．表４）

資料集成の結果、奄美諸島においては今帰仁タイプの出土を確認することはできなかった。一方ピ

ロースクタイプは、Ｉ類が徳之島川嶺辻遺跡で出土しており、Ⅱ類とⅢ類は、奄美大島の喜瀬浦遺跡、

喜界島川堀遺跡、徳之島川嶺辻遺跡、沖永良部島友竿遺跡など４遺跡（24点）で確認することができ

た。この中には共同研究者の実見によるものも含まれているが、破片数の集計が行なわれれば、実数

は今後増加すると推定される。図ｌには、対象資料がまとまって出土している川嶺辻遺跡出土資料の

ピロースクタイプを掲載した。破片資料がほとんどで口径を復元できるものは少まいが、ある程度ま

とまった量の資料が得られている。総じて胎土は精良で、焼成も良い。青白色または灰白色の発色の

良い透明釉が施釉されている。ｌはビロースクタイプＩ類の口縁部片である．細片のため、口径は復

元できなかったが、胎十は精良で、釉の発色も良い。

２．３は同Ⅱ類のロ縁部である。両者とも口径の復元ができなかった。胎土は精良で、灰白色の釉

が施された良質な資料である。
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４～７は同Ⅲ類である。５．６は内底に印花文に青白色透明釉が施されている。７は破片のため印

花文が確認できないが見込み、高台の形状からビロースクタイプⅢに該当すると考えられる。

３・沖縄諸島における出土状況（図２～４.表５）

沖縄諸島における今帰仁タイプの出土は、既刊の報告書を参考に集成した結果12遺跡（114点）を

確認することができた。一方ピロースクタイプの出土は、Ｉ類が16遺跡（56点)、Ⅱ類が50遺跡（338

点)、Ⅲ類が65遺跡（2,002点）を確認することができた。出土点数のうち今帰仁タイプ83点、ピロー

スクＩ類１０点、同Ⅱ145点、同mL544点は今帰仁城跡及び周辺遺跡における筆者実見の計数で、集計

のおよそ半分を占めている。ただし、今帰仁城跡及び周辺遺跡のみにおいて多出していると理解する

のは早計で、あくまでも集計方法の相違が反映きれていることを記しておく。

さて、口縁部から底部まで観察できる良好な遺物を中心に確認していきたい。先ず今帰仁城跡から

出土する今帰仁タイプを図２（８～17)、ピロースクタイプ１.Ⅱ類を図２（2C～31)、ビロースクタ

イプⅢ類を図３に図示した。また、図４に沖縄諸島で出±す鳥主な今帰仁タイプ・ピロースクタイプ

の資料を既刊の報告書より転載した。

８～17は今帰仁タイプで、８．１４は内底輪状釉剥ぎ、ほか内底露胎の資料である。いずれも灰白色

の素地に灰緑色の薄い釉が施釉きれている。また、釉調が類似するものとして、１８の資料がある。今帰

仁タイプに該当するものと従来考えてきたが、外底の削りなどに庄辺窯の特徴を認められるため今帰

仁タイプとは別と考えたい。また19についても、釉調などから判断するとピロースクタイプに類似す

る点が認められるが、窯跡資料では同種の器形を確認することができなかった。－方庄辺窯には同種

の器形が多数あり、これについても、暫定的ながら庄辺窯の可能性がある資料として図示し紹介する。

２０～23はピロースクタイプＩ類である。胎土は精良のものと焼成不良の陶胎のものが認められる。

釉の発色は乳白色で発色は良い。２Q～22は内面にはいずれも櫛描文が施されている。２４～31はピロー

スクタイプⅡ類に該当するものである。２４は櫛描文によって蓮弁様の文様を施し、見込に卍を中央に

配した印花文を施す。２５～30は□縁部で内湾し、見込は凹み緩やかなカーブを描く。同種の底部に3１

のように、印花文の押印された資料を認めることがあるがこの種は稀である。

３２～44はピロースクタイプⅢ類である。胎土はやや隙間が認められ粗いもの、焼成良好な磁質のも

のが見られる。いずれも灰白色半透明の釉が厚く施釉される。□縁部は外反し、平坦な見込みに印花
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｢島追跡(45)、ヒヤジヨー遺跡(46）

(碗）：屋良グスク(47)、南風原古島(48)、知花遺跡(49）

(碗）：渡地村跡(50)、勝連城跡(51)、うるま市具志川グスク(52）

(皿昨北谷グスク(55)、稲福世跡(56)、銘苅原遺跡(57）

(皿）：銘苅原遺跡(58）首里城跡(60）

漣)、久米島町具志川城澱跡(鶏）

6０
５６

図４

今帰仁タイプ：南風原古島追跡(45)、

ビロースクタイプⅡ類（碗）：屋良ク

ビロースクタイプⅢ類（碗昨渡地村

ビロースクタイプⅡ類（皿昨北谷ク

ビロースクタイプⅢ類（皿）：銘苅原

参考盗料：銘苅原週跡(謎)、久米島［

銘苅原遺跡(53J
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文を明瞭に施すものが多い。３２．３３は印花文が見られない、もしくは不鮮明なもの。３４～43はモチー

フはいずれも花文と判断される資料。

図４は今帰仁城跡以外の沖縄諸島で出土する今帰仁タイプ、ピロースクタイプの主な資料である。

全形が伺える資料を中心に掲載している。

４５は南風原古島遺跡出土の薄手直口の浅皿である。報告者によれば粗製の皿で17世紀の中国産とし

ており、今帰仁タイプとは異なる資料か判然としない。底部の造りなどに相違点も認められるたぬ図

示紹介に留める。４６は銘苅原遺跡出土の今帰仁タイプで内底露胎とする。外底が地面に接するほど浅

い削りである点など、今帰仁タイプに多く認められる特徴である。

４７～49はピロースクタイプⅡ類。４７は屋良グスク出土資料、福の字を中央に配した印花文が見込に

施きれる。４８は南風原古島遺跡出土、４９は知花遺跡出土の資料でいずれも無文。

50-53はピロースクタイプⅢ類の資料。５０は渡地村跡出土資料。見込が平坦にならず凹んでいるた

め印花文が中央で不鮮明になる。５１は勝連城跡出土例。５２はうるま市具志川城跡の出土例で底部中央

が欠失するため見込の文様は不明だが印花文と考えられる。５３．５４は銘苅原遺跡出土の資料。５３は見

込文様が無文だが、典型的なピロースクタイプⅢ類。５４は報告書では同種の分類となっているが、器

形的な特徴に相違点がみられ、見込も輪状釉剥ぎを施すなど、いわゆる森田分類（森田1982）Ｄ群の

碗とも推量される。参考資料として図示しておく。

５５～57はピロースクタイプの内湾形の皿で、暫定的にⅡ類型の皿としておく。５５は口径復元の困難

な小片資料．、北谷グスク出土。５６は稲福遺跡出土の資料で外底面の削りは浅く円盤状高台となるのが

特徴である。５７は銘苅原遺跡出土資料で、やはり円盤状高台形となっている。

５８～釦はピロースクタイプの口縁外反形の皿で、暫定的にⅢ類型の皿としておく。５８は銘苅原遺跡

出土の資料。見込文様は欠失するためか認められない。５９は久米島町具志川城跡の出土例で広い見込

に印花文が施される森田Ｄ群。６０は首里城跡出土例で、やはり見込には印花文が施きれてい息。

４・宮古諸島における出土状況（図５．表６〉

既刊の報告書を参照した結果、宮古諸島においては、今帰仁タイプを７遺跡（12点)、ピロースク

タイプＩ類を４遺跡（８点)、同Ⅱ類を８遺跡（3G点)、同Ⅲ類を７遺跡（20点）で確認することがで

きた。図５には、2008年６月25日、２６日に金武正紀と新里亮人が調査した宮古島市教育委員会保管資

料を図示している。

６１～70は住屋遺跡の出土品で、いずれも既報告の資料である。

６１～63は今帰仁タイプで、６１と63は内底輪状釉剥ぎ、６３は内底露胎の資料である。いずれも灰白色

の素地に灰緑色の薄い釉が施釉されている。

６４，６５はピロースクタイプＩ類である。両者ともに胎土は精良で、釉の発色も良い。６４は口縁部資

料で、やや端反りになり内面に櫛描き文が施されている。６５は同種の底部資料で、内面に櫛描文が描

かれている。

６６と67はピロースクタイプⅡ類である。いずれも胎土は精良で、緑白色半透明釉が施釉されている。

66は全形の伺える無文の資料である。他の資料と比すると肉厚な印象を受ける。６７は有文の資料であ

る。内面にへう彫りによる蓮弁が描かれており、見込みには花文の中央に「福」の字を配した印花文

が施されている。

６８はビロースクタイプⅢ類である。胎土はやや粗く、隙間が多い。緑灰白色半透明釉が施釉されて

いる。口縁部は外反し、平坦な見込み部には明瞭な印花文が施されている。

－７８－



６９と70は薄手直口碗として報告された資料であるが、ここで対象とした今帰仁タイプ、ビロースク

タイプいずれとも判断しかねるものである。６９の見込みが膨らむ形状はピロースクタイプＩ類に通じ

るところもあるが、器形、高台の形状、釉調はまったく異なる。７０も見込みの形状はピロースクタイ

プＩ類と類似するが、丸みを帯びる高台の形状は異なるものである。両者ともに今回の分類からは除

外されうる資料であるが、参考のために図示しておく。

７１は尻川原遺跡から出土した今帰仁タイプで、内底を露胎とするものである。焼成はやや悪く、釉

はあまり融けていない72は|日城辺町内の古墓（近世期の墓）で出土したとされるピロースクタイプⅡ

類である。素地は黄白色を呈し、胎十はやや粗い。釉は黄灰白色半透明で、気泡が多く入る。内面に

は貫入が多く認められる。
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住屋遺跡(61～70)、尻Ⅱ|原遺跡(71)、旧城辺町内の古墓(72）
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５．八重山諸島における出土状況（図６．表７）

八重山諸島における今帰仁タイプの出土は、既刊の報告書を参考に集成した結果12遺跡（51点）を

確認することができた。－方ピロースクタイプの出土は、Ｉ類が８遺跡（16点)、Ⅱ類が13遺跡（123

点)、Ⅲ類が17遺跡（111点）を確認することができた。

実物資料の確認を目的に2007年５月20日～21日にフルスト原遺跡等石垣市教育委員会`保管の資料を

実測した（図６)。またこの前に同年５月18日に沖縄県立埋蔵文化財センターの'保管するカンドウ原

遺跡、アラスク村遺跡、ウイヌスズ遺跡、竿若東遺跡、慶来慶田城遺跡、与那原遺跡、大泊浜貝塚、

慶田崎遺跡の８遺跡の出土資料の資料も実施した。八重山の主要な遺物を図６に掲載した。
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図６八重山諸島出土品（Ｓ＝l/3）

フルスト厭世跡(73～76)、ビロースク遺跡(77～79.87～90)、川原第１遺跡(80）

)||花遺跡(81)、カンドウ原遺跡(82.83>、石垣貝塚(84)、藏元跡(85)、平川貝塚(86〕

与那原撹跡(91～92）
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７３～76はフルスト原遺跡の出土資料で、７３～75は今帰仁タイプいずれとも内底輪状釉剥ぎのタイプ。

76はビロースクＩ類の碗底部、内面に文様が描かれるがモチーフは不明。７７～79はビロースク遺跡出

土資料で、７７．７８は今帰仁タイプ。７９はビロースクタイプの胴部片で、施釉後釉剥ぎを行っている特

徴的なものである。後述するように同種のものが、与那原遺跡でも類品（91）が出土している。８０は

川原第１遺跡、８１は川花遺跡、８２．８３はカンドウ原遺跡、８４は石垣貝塚出土の今帰仁タイプ、薄手の

口縁資料で、やや端反りになる特徴的な資料である。８５は蔵元遺跡、８６は平川遺跡出土のビロースク

タイプで、いずれもＩ類の口縁部資料である。

なお、参考に既刊の報告資料より転載して代表的な例を図示する。８７～90はビロースク遺跡出土資

料。８７は薄手直口の資料で図上復元されたもの、口縁端部は平坦にし、見込は輪状釉剥ぎとなる今帰

仁タイプ。８８．８９はビロースクＩ類。９０はビロースクⅡ類で、ビロースクタイプの標式資料として知

られる。

９１～92は与那国島与那原遺跡出土のビロースクタイプに類似する資料２例である。いずれも小片な

がら、ビロースクタイプのバリエーションを伺う上で参考になるため図示した。９１はビロースクタイ

プＩ類に近似するが、見込を輪状釉剥ぎする点で異なっている。９２は腰部に屈曲を認める資料で見込

には印花文が施されているようである。同種のバリエーションは窯跡資料にも認められるため、今後

当該資料が先島地域に限られたものか、宮古、沖縄島等においても認められるものか注視しておきた

い。

６．琉球列島における今帰仁タイプ白磁碗・ビロースクタイプ白磁碗の出土状況

今帰仁タイプ、ビロースクタイプのいずれかの資料が出土している遺跡は、奄美諸島５遺跡、沖縄

諸島75遺跡、宮古諸島10遺跡、八重山諸島22遺跡で、最も遺跡数が多いのは沖縄諸島であった（表

ｌ）。この遺跡数の多寡は島の面積や、発掘調査件数、あるいは報告時における分類の精度によって

影響されることが予測されるものの、少なくとも次の点を指摘することができる。

まず、現在のところ今帰仁タイプは奄美諸島では確認されておらず、その一方で沖縄諸島から先島

諸島までの遺跡では多くの事例が確認されていることである（表２)。このことから今帰仁タイプ白

磁碗は沖縄諸島から先島諸島で限定的に消費された陶磁器であったことがわかる。

次に、ビロースクタイプＩからⅢ類は奄美諸島から先島諸島に至る広い範囲で確認されていること

である。特に、ビロースクタイプⅢ類の碗は遺跡数、出土点数ともに最も多い。表２を見ても明らか

なように今帰仁タイプ、ビロースクタイプＩ、Ⅱ類と比べて、追随を許さない程の圧倒的な量である。

ビロースクタイプⅢ類は14世紀後半頃に位置付けられているので、（金武1988）三山と明が朝貢貿易

を開始する時期の動向と関連した出土状況と推定される。さらに沖縄が先島地域等に比べ輸入量、あ

るいは消費量が圧倒的に多いこともこのことを裏付けているのであろう。

それでは、今帰仁タイプやビロースクタイプ１.Ⅱ類についてはどうであろうか。数字の上では今

帰仁タイプやビロースクタイプ１.Ⅱ類についても沖縄諸島が多いように見えるが、宮古諸島での１０

遺跡50点、先島諸島での22遺跡190点の出土遺跡数、出土量は見過ごせない数であると考えられる。

そこで、これら陶磁器類の数量を指数化して、相対的な搬入量の推移を島喚別に見てみたい。指数

の基準値をビロースクタイプⅡ類に設定し、その出土点数を「100」とした算出値を表３に示した。

その算出値をもとに、今帰仁タイプ、ビロースクタイプの出土量を折れ線で表すと図７のようになる。

これから以下の２点を指摘することができる。

－つ目は、各諸島ともビロースクタイプⅡ類はビロースクタイプＩ類よりも多く出土する。ビロー
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表１出土遺跡数
800

700

０１２５

ｍ肩正■１２１６５０６５
屏雫躯■７４８７
八重山諸1２８１３１７

600

500

表２出土点数
400

300
０１３２１

ヘ

イ中縄諸島１１４５６３３８２００２

二 １２８３０２０

八山諸５１１６１２３１１１

200

１００

表３ビロースクⅡ類を100とした場合の指数値
0

今帰仁

タイプ

ビロースク

タイプⅢ

ビロースク

タイプＩ

ビロースク

タイプⅡ

奄美諸島０３３１００７００

沖縄諸島３４１７１００５９２

二 ４０２７１００６７

八重山諸４１１３１００９０

一沖縄諸島

一一一一八重山諸島

一一一一一奄美諸島

一一一一宮古諸島

図７各島毎の相対的な出土量
※基準値

スクタイプⅡ類は各諸島で安定的に消費された白磁であると言える。

二つ目は、ピロースクタイプⅢ類は、奄美諸島、沖縄諸島では出土例が増加する一方、宮古諸島、

八重山諸島では減少していく様子が読み取れる。このことからビロースクタイプⅢ類は沖縄諸島以北

で多く消費され、とりわけ沖縄諸島での増加率が際立っていることがわかる。

７．小結

以上、出土傾向を総括すると、

①今帰仁タイプの出土は奄美諸島では確認されず、沖縄諸島から先島諸島の遺跡で確認されている。

②今帰仁タイプ、ビロースクタイプ１．Ⅱ類は宮古・八重山諸島において比較的出土量が多い。

③ビロースクタイプⅢ類の出土は奄美諸島、沖縄諸島で増加する一方、先島は相対的に減少の一途を

たどる。

以上のことから想定されるのは、今帰仁タイプ、ビロースクタイプ１.Ⅱ類は琉球列島において特

徴的に出土する陶磁器であることは間違いないが、琉球列島の南北で傾斜的な消費の様相が認められ

るといえる。

１１世紀から13世紀中頃まで、貿易陶磁の基本的なセットは九州を介して琉球列島へと一貫してもた

らされていたのに対し、九州以北ではほとんど出土例の無い「今帰仁タイプ」の出土をもって、先島

諸島、沖縄諸島に独自の貿易陶磁の組み合わせが登場する。その特徴的な陶磁器である「今帰仁タイ

プ」は、出土遺跡数、出土量が調査例に比して先島諸島に多い傾向が認められる。これはいくつかの

考え方が可能だが、日本を経由した搬入ルートから、先島諸島を経由した搬入ルートの検討という新

たな交易・貿易ルートの問題についても考慮する必要があると考えられる。

－８４－

今帰仁
タイプ

ビロースク
タイプＩ

ビロースク
タイプⅡ

ビロースク
タイプⅢ

奄美諸島 ０ 1 ２ ５

沖縄諸島 1２ 1６ 5０ 6５

宮古諸島 ７ ４ ８ ７

八重山諸島 1２ ８ 1３ 1７

今帰仁
タイプ

ピロースク
タイプＩ

ビロースク
タイプⅡ

ビロースク
タイプⅢ

奄美諸島 ０ １ ３ 2１

沖縄諸島 114 5６ 338 2,002

宮古諸島 1２ ８ 3０ 2０

八重山諸島 5１ 1６ 123 111

今帰仁
タイプ

ピロースク
タイプＩ

ピロースク
タイプⅡ

ビロースク
タイプⅢ

奄美諸島 ０ 3３ 100 700

沖縄諸島 3４ 1７ 100 592

宮古諸島 4０ 2７ 100 6７

八重山諸島 4１ 1３ 100 9０



いずれにせよ、今帰仁タイプを含む陶磁器のセットは日本列島においては、沖縄諸島及び先島諸島

にのみ登場する特異なセットであることが言える。これに時間的に後続すると考えられるビロースク

１．Ⅱ類は先島諸島、沖縄諸島の特徴的なセットとなるが、奄美諸島でもこうした状況が把握されつ

つある。しかし今帰仁タイプ、ピロースクＩ類の出土点数は、現状で把握できる数で100点程度であ

り、膨大・多量に出土しているという印象は無く、むしろ少ない点数だが沖縄一八重山において点々

と出土しているという点に特徴がある。もちろんこれらの陶磁器を膨大に出土する局地的な遺跡が今

後発見きれないとも限らない。

しかし現状では、これまで基本としていた日本を経由してもたらされた、あるいは日本側に貿易の

拠点あるいは主導があった貿易システムの転換を遂げたのが、今帰仁タイプ・ビロースクタイプＩ類

が沖縄一先島に運ばれた時代であったと考えておきたい。更に、出土量が安定的になるのはビロース

クⅡ類の段階を経て、圧倒的に増加するビロースクⅢ類が運ばれる頃であり、この頃に琉球列島の交

易状況に大きな変化が起きたと推定することができる。即ち、琉球列島における中国貿易は今帰仁タ

イプ・ビロースクＩ類の時期（13世紀後半～14世紀前半頃）に用意され、ビロースクⅡ類の時期（１４

世紀前半～中頃）に安定的となり、ビロースクⅢ類（14世紀中頃～１５世紀初め）の時期に完成したも

のと考えられる。

文献

金武正紀１９８８「ビロースクタイプ白磁碗」「貿易陶磁研究ｊＮｏ８

金武正紀２００７「今帰仁タイプ白磁碗」『南島考古」ＮＱ２６沖縄考古学会
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表４奄美諸島における関連資料出土遺跡一覧
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表５－１沖縄諸島における関連資料出土遺跡一覧

番号

伊
是
名

－８６－

島
名

番号 遺跡名 所在 調査地点等

浦口窯製品

今帰仁
タイプ

完
形

口
縁

底
部

閏清窯

ビロースクタイプ

碗Ｉ 碗Ⅱ 碗Ⅲ 皿Ⅱ 皿Ⅲ

完
形

口
縁

底
部

完
形

口
縁

底
部

完
形

口
縁

底
部

完
形

口
縁

底
部

完
形

口
縁

底
部

出
典

奄
美

１ 喜瀬浦 奄美市 1

喜
界

２

３

)'1堀遺跡

西海岸採集の陶
磁器

喜界町

喜界町

１ ２

３

徳
之
島 ４ 川嶺辻遺跡 伊仙町 １ ３ 1５ ５ 1 ４

沖
永
良
部

５ 友竿遺跡 和泊町 ５

奄美諸島

破片数小計

破片数合計

遺跡数

０ ０ ０

０

０

０ １ ０

1

１

０ ３ ０

３

２

０ 1５ ６

2１

５

０ ０ ０

０

０

１ ０ ０

１

1

島
名 番号 遺跡名 所在 調査地点等

浦口窯製品

今帰仁
タイプ

完
形

口
縁

底
部

闘清窯

ビロースクタイプ

碗Ｉ 碗Ⅱ 碗Ⅲ 皿Ⅱ 皿Ⅲ

完
形

口
縁

底
部

完
形

口
縁

底
部

完
形

口
縁

底
部

完
形

口
縁

底
部

完
形

口
縁

底
部

出
典

伊
是
名 1 伊是名城跡 伊是名村 表採 １ ２ ２ ６

沖
縄

２ 今帰仁城跡 今帰仁村
志慶真

主郭

３ 今帰仁ムラ跡 今帰仁村

西屋敷1

西屋敷２

西屋敷２
(１０次）

西屋敷３

西屋敷４

西屋敷５

その他
(Ⅳ区）

その他
(Ｉ区）

東7区

４ シイナグスク 今帰仁村

５ 屋比久原遺跡 本部町

６ 羽地間切番所跡 名護市

７
漢那ウェーヌア
タイ遺跡

宜野座村

８ 伊波城跡 うるま市

９ 具志111グスク うるま市

1０ 勝連城跡 うるま市

二の丸

本丸

南貝塚

四の曲輪

本丸南側

1１ 南風原古島遺跡 うるま市
町内遺跡

1２ 平敷屋古島遺跡 うるま市 Ml9地点

1３
平敷屋トウバル
遺跡

うるま市

1４ 座喜味城跡 読谷村 ５．６次

1５ 屋良グスク 嘉手納町

1６ 北谷城跡 北谷町

第１次

第７次

第７遺跡

1７ 玉代勢原遺跡 北谷町

1８ 後兼久原遺跡 北谷町
町調査

県調査

1９ 仲宗根貝塚 沖縄市

2０ 越来グスク 沖縄市

2１ 知花遺跡 沖縄市

表5-1破片数小計

２

６

８

1６

2７

１

１

５

1

２

１

１

5５

９

３

２

３

５

2２

２

２

３

１

３

１

1

４

１

１

1５

４

９

１

１

１

1６

４

１

1

１

1

８

1８

7０

５

１

４

７

７

３

２

２

１

３

１

1

２

１

1

２

１

１

２

136

９

1３

１

１

３

１

３

２

3３

５

1１

１

１

1８

355

892

９

1７

２

3２

1２

1４

２

２

４

５

９

5４

６

1

６

１

２

２

５

１

１

７

３

１

６

1,453

3８

135

１

１

５

１

３

３

１

１

2３

１

1

５

２

１

３

１

１

４

１

１

１

236 ０

２

２ 0 ０

３

３

６

２

２

７

８

９

９

1０

1０

９

11

９

９

1０

1２

1３

1４

1５

1６

1７

1８

1９

2０

2１

2２

2３

2４

2５

2６

2７

2８

2９

3０

3１

3２

3３

3４

3５

3６

3７



表５－２沖縄諸島における関連資料出土遺跡一覧
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■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
回

中城城

liL

ID
■■■■■■■皿■■■■■■■■■■図
■■■■■■皿ﾛ■■■■■■■■■■■Ⅲ
■■■■■■■■■皿■■■■■■■囮
■■■■■■■■■■■■■■■■■■囮

Ⅱ
皿
ク
ヌ

ス
／

ク
ク
ゥ
林
塚
遺

名
弓

巨
貝
柤

日
咀

佐
一
反
友
野
キ
凶
利
】

門
富

伊
響
目
夕
嘉
迫
真
一
嘉
親

■■１３■■ｐ■町■■■■■■４８
４９

国■■■■■回■■■■■■■回
７１

目弓クシ

タキ

２

■■■■■■■■■■■■■■■５３
■■■回■■■■回■■■■■■４
■■■皿■■■■■■■■■■■
■■■団■■■■■■■■■■■■
■皿■■■■■■■■■■■■■

５９

■ﾛ■ﾛ■■■■■■■■６０
６１

Ｆ
『
Ｊ
〈
【
Ｕ
匂
〃
０
■
■
（
ｕ
〉

〔
く
り
、
く
〕

〔
『
〕

四
四
鶏

浦添市

浦添市｜

浦添市

浦添市｜
￣

浦添市

西原町

那覇市

那覇市

那覇市

６３

■U■■■■■■■■■■６４
■■■皿■■■■■■６５
■皿皿■■■■■■６６
■■■皿■■■■■■６７

６

那綱「

8７

島
名 番号 遺跡名 所在 調査地点等

浦口窯製品

今帰仁
タイプ

完
形

口
縁

底
部

閏清窯

ビロースクタイプ

碗Ｉ 碗Ⅱ 碗Ⅲ 皿Ⅱ 皿Ⅲ

完
形

口
縁

底
部

完
形

口
縁

底
部

完
形

口
縁

底
部

完
形

口
縁

底
部

完
形

口
縁

底
部

出
典

沖
縄

2２ 中城城跡 中城村 北の郭西

2３ 新垣グスク 中城村

第１トレンチ

Ａグリッド

Ｅグリッド

第２トレンチ

第３トレンチ

2４
安仁屋トウンヤ
マ遺跡

宜野湾市

2５ 伊佐前原遺跡 宜野湾市 県調査

2６
真志喜ウンサク
モー

宜野湾市

2７ 喜友名泉石畳道 宜野湾市

2８ 喜友名グスク 宜野湾市

2９
宜野湾クシヌウ
タキ

宜野湾市

3０
嘉数トゥンヤマ
遺跡

宜野湾市

3１
真志喜森川原第
－遺跡

宜野湾市

3２ 嘉門貝塚 浦添市
Ａ地点

Ｂ地点

3３ 親富祖遺跡 浦添市

3４ 浦添城跡 浦添市

Ａ殿地区

SHO1試掘

ｊｈ試掘

SFOl

コーグスク

松林地区

溜井東地

3５ 当山東原遺跡 浦添市

3６ 浦添原遺跡 浦添市

3７ 城間遺跡 浦添市

3８ 拝山遺跡 浦添市
県調査

市調査

3９ 仲間遺跡 浦添市

4０ 我謝遺跡 西原町
個人住宅

分譲宅地

4１
ヒヤジョー毛遺
跡

那覇市

4２ 銘苅原遺跡 那覇市
区画整理

公園整備

4３ 銘苅原南遺跡 那覇市

4４ 首里城跡 那覇市

御庭・奉神
門

継世門

下之御庭

首里森御嶽

城郭南側下

東のアザナ

御内原

御内原西

南殿北殿

書院鎖之間

上の毛

右披門

4５ 綾門大道跡 那覇市 守礼門周辺

4６ 天界寺跡 那覇市

公園整備

街路整備

地下駐車場

公園管理棟

表5-2破片数小計 ０

８

１

６

２

４

２

１

2４

１

１

２ ０

１

２

1５

１

1９

１

１

２ ０

１

１

１

２

２

１

1３

７

３

１

１

１

１

１

１

５

６

１

４

1６

1

３

1３

1

１

1

8９

１

1

１

１

２

1

１

２

１

１

６

１

１

４

１

2５

２

２

３

１

５

１

１

５

１

2９

1５

1２

３

１

２

２

1

１

1

２

６

５

４

５

１

２

３

３

２

２

４

３

３

５

１

１

１

1

1

２

１

３

145

３

２

２

５

２

４

２

１

１

２

１

1

１

２

1

1

１

１

８

１

１

７

４

１

１

１

１

1

１

１

１

6２

１

１

３

３ ０

１

１

２

1

1

２

１

５ ０

3８

3９

4０

4１

4２

4３

4４

4５

4６

4７

4８

4９

5０

5１

5２

5３

5４

5５

5６

5７

5８

5９

6０

6１

6２

6３

6４

6５

6６

6７

6８

6９

7０

7１

7２

7３

7４

7５

7６

7７

7８

7９

8０

8１

8２

8３

8４

8５

8６

8７

8８

8９

9０



表５－３沖縄諸島における関連資料出土遺跡一覧

' １

※集成表の作成にあたっては発掘調査報告書を用いた。（表採資料である論文や、報告例えば、沖縄県立博物館1982.1983「沖縄出土の中国陶

磁（上・下)」等については今回は一部を除き割愛した｡）

※計数は既刊の報告で遺跡から回収されたものを集計したものをゴシック体で表記。明朝体で表記した破片数は実測図に掲載されたものであ

る。また「・」表記のものは点数は不明だが遺物が認められるものとした。遺跡数の合計には加算している。

－８８－

島
名

番号 遺跡名 所在 調査地点等

浦口窯製品

今帰仁
タイプ

完
形

口
縁

底
部

閏清窯

ビロースクタイプ

碗Ｉ 碗Ⅱ 碗Ⅲ 皿Ⅱ 皿Ⅲ

完
形

口
縁

底
部

完
形

口
縁

底
部

完
形

口
縁

底
部

完
形

口
縁

底
部

完
形

口
縁

底
部

出
典

沖
縄

4７

4８

4９

5０

5１

5２

5３

5４

5５

5６

5７

5８

5９

6０

6１

6２

6３

6４

6８

6６

6７

6８

6９

7０

7１

7２

7３

7４

真珠道跡

御細工所

尻)||原適跡

牧志御願東方遺
跡

識名シーマ御嶽
遺跡

識名原遺跡

ハナグスク

渡地村跡

銘刈直禄原

島ノ上原遺跡

瀬長グスク

高嶺古島遺跡

宜保アガリヌ御
嶽

津嘉山古島遺跡

仲間村跡Ｂ地点

クニンドー遺跡

佐敷グスク

佐敷上グスク

稲福遺跡

大里城跡

糸数城跡

伊原遺跡

阿波根古島遺跡

佐慶グスク

山城古島遺跡

里東原遺跡

真栄里貝塚

大里真前原遺跡

那覇市

那覇市

那覇市

那覇市

那覇市

那覇市

那覇市

那覇市

那覇市

与那原町

豊見城市

豊見城市

豊見城市

南風原町

南風原町

南風原町

南城市

南城市

南城市

南城市

南城市

糸満市

糸満市

糸満市

糸満市

糸満市

糸満市

糸満市

報告Ⅱ

個人住宅

1980報告

試掘

Ｊトレンチ

Ｏトレンチ

Ｔトレンチ

Ｖトレンチ

Ｗトレンチ

ｂトレンチ

ｅトレンチ

上御願

Ｅトレンチ

Ｆトレンチ

Ｇトレンチ

Ｉトレンチ

Ｊトレンチ

Ｏトレンチ

ログリッド

Ｗトレンチ

１ ２

1

１

２

１

４

1

1

1

１

２

３

1

５

１

２

２

１

１

１

２

１

５

２

２

２

１

１

１

１

1

１

１

１

３

２

１

５

３

３

３

２

３

２

１

２

１

１

１

１

６

２

１

１

２

１

１

４

１

１

１

１

１

３

１

１

1

２

２

１

３

１

１

２

２

２

１

１

１

１

1

１

１

９１

9２

9３

9４

9５

9６

9７

9８

9９

１００

101

102

1０３

104

1０５

1０６

107

108

109

110

111

112

113

114

115

116

117

118

119

120

1２１

122

123

124

125

126

127

128

129

130

１３１

１３２

133

久
米
島 7５ 具志)11城跡 久米島町 1 １ 134

沖
縄
諸
島

表5-3破片数小計

表５－１．２．３破片数小計

破片数合計

遺跡数

０ １ ２

８ 8０ 2６

114

1２

０ ０ ２

２ 3４ 2０

5６

1６

０ 3８ １１

８ 263 6９

340

5０

１ 5７ 2８

2１ 1.655 326

2,002

6５

1 ０ ０

２ ５ ０

７

３

1 ２ １

３ 1３ ３

1９

６



表６ 宮古諸島における関連資料出土遺跡一覧

出
典

島
名 |番号

’＿

ロ■■■皿■■■■■■

Ⅱ■■■■■■■■■■■■■■■；

「
■皿■■■■１３９
■■皿■■■■回■■、、■■■■■■，
■囿皿■、田皿皿囹■■■皿■■■■■■４

１４２

表７八重山諸島における関連資料出土遺跡一覧

Ⅱ

島
名

『liil
表８琉球列島における関連資料出土遺跡一覧

－８９－

島
名

番号 遺跡名 所在 調査地点等

浦口窯製品

今帰仁
タイプ

完
形

口
縁

底
部

間清窯

ビロースクタイプ

碗Ｉ 碗Ⅱ 碗Ⅲ 皿Ⅱ 皿Ⅲ

完
形

口
縁

底
部

完
形

口
縁

底
部

完
形

口
縁

底
部

完
形

口
縁

底
部

完
形

口
縁

底
部

出
典

宮
古

１

２

３

４

５

６

７

８

９

住屋遺跡

尻川遺跡

尻並遺跡

野城遺跡

砂川元島遺跡

高腰遺跡

宮国元島

新里元島上方台
地遺跡

旧城辺町の古墓

宮古島市

宮古島市

宮古島市

宮古島市

宮古島市

宮古島市

宮古島市

宮古島市

宮古島市

市庁舎

範囲確認

１

1

１

５

１

１

1

１

１

２

２

１

１

１

１

１

１

１

1

１

３

３

４

５

１

２

５

１

１

1

４

２

１

１

３

１

２

４ １ 1

135

136

137

138

139

140

141

１４２

143

143

多
良
間 1０ 多良間添道遺跡 多良間村 ● 144

宮古諸島

破片数小計

破片数合計

遺跡数

２

1２

７

７ ３ １

８

４

４ ３ ３

3０

８

1８ ９ １

2０

７

８ 11 ０

1

１

1 ０ ０

1

1

１ ０

島
名 番号 遺跡名 所在 調査地点等

浦口窯製品

今帰仁
タイプ

完
形

口
縁

底
部

閏清窯

ビロースクタイプ

碗Ｉ 碗Ⅱ 碗Ⅲ 皿Ⅱ 皿Ⅲ

完
形

口
縁

底
部

完
形

口
縁

底
部

完
形

口
縁

底
部

完
形

口
縁

底
部

完
形

口
縁

底
部

出
典

石
垣

１

２

３

４

５

６

７

８

９

1０

1１

1２

1３

1４

1５

蔵元跡

喜田盛遺跡

平川貝塚

フルスト原遺跡

桃里恩田遺跡

アラスク村遺跡

ウイヌスズ遺跡

竿若東遺跡

ビロースク遺跡

仲筋貝塚

石垣貝塚

カンドウ原遺跡

川原第一遺跡

川花遺跡

富野岩陰過跡

石垣市

石垣市

石垣市

石垣市

石垣市

石垣市

石垣市

石垣市

石垣市

石垣市

石垣市

石垣市

石垣市

石垣市

石垣市

1977報告

実見資料

1984報告 １

１

２

３

１

１

２

1

２

２

１

５

１

１

９

６

１

１

２

２

２

１

１

６

１

１

３

1

●

４

１

１

２

５

１

３

145

146

147

148

149

150

151

152

153

154

155

156

１５７

158

159

159

160

竹
富 1６ 新里村遺跡 竹富町 東遺跡

西遺跡

２

２

３

1０ １ １

11

4０

２

1９

１

3８ 1０

１６１

162

西
表

１７

１８

１９

上村遺跡

与那良遺跡

慶来慶田城遺跡

竹富町

竹富町

竹富町
I地区

Ⅱ地区

1

１

1

1

１

１

１

２

163

164

165

166

与
那
国

2０

2１

2２

慶田崎遺跡

島仲村跡遺跡

与那原遺跡

与那国町

与那国町

与那国町

４

４

７

１

８

２

１

３ ５

６

４

２

９

８

３

７

167

168

169

八重山

諸島

破片数小計

破片数合計

遺跡数

２ 1８ 3１

5１

1２

２ ９ ５

1６

８

０ 8６ 3７

123

1３

０ 7５ 3６

1１１

1７

０ ０ ０

０

１

０ ０ ０

０

１

琉球列島

破片数総計

総計

遺跡数

1２ 1０５ 6０

177

3１

５ 4８ 2８

8１

2９

１１ 370 1１５

496

7３

2２ 1,753 379

2.154

9４

２ ６ ０

８

５

４ 1４ ３

2１

９



表４～表８文献と出典頁（１）

報告書掲載箇所
今＝今帰仁タイプ
ビービロースクタイプ

文
献

報告文献

※田中克子氏実見

喜界町教委１９８７「ハンタ遺跡」

池畑耕一2009「喜界島の古代・中世遺跡」「古代中世の境界領域」高志書院

※筆者（新里）実見集計

※筆者（宮城）実見

伊是名村教委１９８０「伊是名ウフジカ遺跡発掘調査報告書」村報告５

今帰仁村教委１９８３「今帰仁城跡発掘調査報告書Ｉ」村報告９

今帰仁村教委１９９１「今帰仁城跡発掘調査報告書Ⅱｊ村報告ｌ４

今帰仁村教委２００５『今帰仁城跡周辺遺跡Ⅱ」村報告2O

今帰仁村教委２００５「今帰仁城跡周辺遺跡Ⅱ」村報告2O

今帰仁村教委２００７『今帰仁城跡周辺遺跡Ⅲ」村報告２４

今帰仁村教委２００５「今帰仁城跡周辺遺跡Ⅱｊ村報告2O

今帰仁村教委２００５「今帰仁城跡周辺遺跡Ⅱ」村報告2Ｏ

今帰仁村教委２００８「今帰仁城跡発掘報告Ⅲ」村報告２５

今帰仁村教委２００５「今帰仁城跡周辺遺跡Ⅱ」村報告2O

今帰仁村教委２００５「今帰仁城跡周辺遺跡Ⅱｊ村報告2O

今帰仁村教委２００８『今帰仁城跡発掘報告Ⅲ」村報告２５

今帰仁村教委２００４『シイナグスク」村報告１７

名護市教委１９８８「フガヤ遺跡・田井等遺跡・羽地間切番所遺跡・仲尾吹上グシク遺跡」市報告８

宜野座村教委1990『漢那ウエーヌアタイ遺跡」村報告９

石川市教委２００３「伊波城跡」市報告５

うるま市教委２００６「具志川グスクＩ」市報告４

勝運町教委１９８４「勝連城跡」町報告６

琉球政府文化保護委員会１965「琉球文化財調査報告書」琉球政府

勝連町教委１９８４『勝連城跡」町報告６

うるま市教委２００８『国指定史跡勝連城跡環境整備事業報告書Ⅳ」市報告６

勝運町教委１９８３「勝連城跡」町報告５

勝運町教委２００１「町内遺跡発掘調査に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書」町報告２１

うるま市教委２００８『南風原古島遺跡」市報告５

勝運町教委１９９１「平敷屋古島遺跡発掘調査報告書」町報告１３

沖縄県教委１９９６「平敷屋トウバル遺跡」県報告l25

読谷村教委１９８６「座喜味城跡環境整備報告書Ⅱｊ

嘉手納町教委１９９４『屋良グスク」町報告l

北谷町教委1985「北谷城北谷城第１次調査ｊ町報告ｌ

北谷町教委１９８５「北谷城北谷城第７次調査」町報告ｌ２

北谷町教委１９８５「北谷城第７遺跡」町報告２

北谷町教委１９９３「玉代勢原遺跡」町報告ｌ３

北谷町教委１９９７「後兼久原遺跡発掘展」

沖縄県立埋文センター２００４「後兼久原遺跡ｊ県報告２２

沖縄県教委１９８０「仲宗根遺跡』県報告３３

沖縄県市教委１９８８「越来城」市報告１１

沖縄県教委1978「知花遺跡群」県報告ｌ６

中城村教委２００２「中城城跡」村報告４

中城村教委２００７「新垣グスク」村報告９

中城村教委200７「新垣グスク」村報告９

中城村教委２００７「新垣グスク」村報告９

中城村教委２００７「新垣グスク」村報告９

中城村教委２００７「新垣グスク」中城村の文化財９

沖縄県教委１９９２『安仁屋トウンヤマ遺跡」県報告lO5

宜野湾市教委１９９３「伊佐前原遺跡」市報告ｌ７

沖縄県立埋文センター２００１「伊佐前原第一遺跡」埋文報告４

宜野湾市教委２００２『真志喜ウンサクモー」市報告３３

沖縄県教委２０００「喜友名泉石畳道・喜友名山川原丘陵古墓群・伊佐前原古墓群」県報告l37

沖縄県教委ｌ９９９ｉ喜友名貝塚・喜友名グスク』県報告134

宜野湾市教委１９９７『宜野湾クシヌウタキ」市報告2５

宜野湾市教委２００８「嘉数トウンヤマ遺跡Ｉ」市報告4３

宜野湾市教委１９９４「真志喜森川原遺跡」市報告ｌ８

浦添市教委１９９１「嘉門貝塚Ａ」市報告ｌ８

浦添市教委１９９３「嘉門貝塚Ｂ」市報告２１

浦添市教委1983「親富祖過跡」市報告３

浦添市教委1983「浦添城跡発掘調査報告書」市報告９

浦添市教委1983『浦添城跡発掘調査報告書」市報告９

浦添市教委１９８３「浦添城跡発掘調査報告書ｊ市報告９
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ｐ６６：３図11～13,16,17
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ｐ３２：図ｌ８－１７

ｐ８５：図ｌｌ－２

ｐｐ４０－４１：171図6,11～20,18図ll

p27,２９：１６図5～11,17図13～l8

p､７６，８０：５３図-12～15,54図

p､４７：３０図5,8,9,11,ｌ２

ｐ４０：２７図

ｐｌ３７：５５図4～9,11,ｌ２

ｐｌＯ９：１６図12,ｌ３

ｐ５１：２５図1,2,4,6

ｐ２８：１５図5,6

ｐｌ２：１２図11,12(図12-17今類品？）

ｐ７４：３８図13～1５（不明底部3点）

ｐｌ３９：６５図２

ｐ５９：８図５８

ｐ６１，６２：２１図8～10,11～19,22図

ｐｌ８：１０図２

ｐ２８：９図27,29

ｐ２０：１０図11,ｌ２

ｐ３５：19図ｌ３

ｐｌ３３：７９図５１～５３，５８～６６，８０図
68,69,72,73,76

ｐ９０，９１：４３図17～19,44図20,21

ｐｌｌＯ：Ⅱ－７図3,5,6

ｐ９０：３３図2～7,11,13～ｌ５

ｐｌ２６：Ⅲ-13図１０～ｌ４

ｐ５９：２５図2,4,7～10,12

p､２５：１４図６

ｐ４４：２２図2,3

p､４５：４５図l～５

ｐ４０：２０図１

ｐ６３：３３図9,ｌＯ

ｐ３７：１５図8～１０，１２～1９

ｐ５９：３４図24～2９（今＝要確認）

ｐ４０：１２図l～４（今＝要確認）

p２２：１０図ｌ

ｐ６４，６５：２６図10～14,27図19～２３

ｐ６６：２７図32～３４

ｐ３４：１８図3～1２（今，ビの分類は報
告書分類に従うが要確認）

p140,141：４８図6～22,49図34～３７

p､７６：４４図ｌ０

ｐｌｌ４：６０図５

ｐ３８，４１：１６図4～9,17図5,6

ｐｌ６：５図２１

p､２９：１１図4～７

p､６１：２３図2３
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表４～表８文献と出典頁（２）

報告書掲載箇所

今＝今帰仁タイプ
ビービロースクタイプ

文
献

報告文献

６４浦添市教委1983「浦添城跡発掘調査報告書」市報告９

６５浦添市教委1983『浦添城跡発掘調査報告書」市報告９

６６浦添市教委1983『浦添城跡発掘調査報告書」市報告９

６７浦添市教委1983「浦添城跡発掘調査報告書』市報告９

６８浦添市教委２００３「当山東原遺跡」市３３

６９浦添市教委２００５「当山東原遺跡」市報告

７０浦添市教委1992「城間遺跡」市報告ｌ９

７１沖縄県教委１９８７「拝山遺跡」市報告８３

７２浦添市教委２００７「市内遺跡発掘調査報告書(1)』市報告

７３浦添市教委２００７「市内遺跡発掘調査報告書(1)』市報告

７４西原町教委１９８３「我謝遺跡」町報告４

７５西原町教委1983「我謝遺跡」町報告５

７６那覇市教委１９９４「ヒヤジヨー毛遺跡』市報告２６

７７那覇市教委1997「銘苅原遺跡』市報告３５

７８那覇市教委２００２「銘苅原遺跡」市報告５３

７９那覇市教委２００２「銘苅原南遺跡」市報告54

8O沖縄県教委１９９８「首里城跡」県報告l33

81沖縄県立埋文センター２００１「首里城跡」埋文報告ｌ

８２沖縄県立埋文センター２００１「首里城跡」埋文報告３

８３沖縄県立埋文センター２００８ｉ首里城跡」埋文報告４７

８４沖縄県立埋文センター２００４「首里城跡」埋文報告ｌ９

８５沖縄県立埋文センター２００４「首里城跡』埋文報告２０

８６沖縄県立埋文センター２００６ｉ首里城跡』埋文報告３４

８７沖縄県立埋文センター２００７『首里城跡ｊ埋文報告４４

８８沖縄県教委１９９５「首里城跡」県報告l20

89沖縄県立埋文センター２００５「首里城跡ｊ埋文報告第28集

９０沖縄県立埋文センター２００５『首里城跡ｊ埋文報告第27集

９１沖縄県立埋文センター２００３「首里城跡」埋文報告１４集

９２沖縄県立埋文センター２００３「綾門大道跡』埋文報告13集

９３那覇市教委２０００「天界寺跡」市報告４３

９４那覇市教委２０００「天界寺跡ｊ市報告4２

ｐ７０：２８図13～ｌ５

ｐ８１：３３図1～3,5,6

ｐｌＯ５：４３図1,2

ｐｌｌ６：４８図1,2,5

ｐ８０：６９図1～５

ｐ８９：８９図122,123

p､７１：図29図ｌ

ｐ６４，２３

ｐｌ２：１２図2～９

ｐ８７：４６図ｌ６

ｐ８９：２６図２２

ｐ121,122：５２図,５３図1,2

ｐ17,18：１７図5～11,18図l～５

ｐ４２，４４：19図1,2,6～13,20図1～3,6
～８（薄手直口碗は庄辺窯と判断）

ｐｌ５：８図2～6,8

ｐ９：５図9,10

ｐ４７：２２図2～4,11～ｌ７

ｐ４４：16図l～８

ｐ３７：２４図4,5,7

p,３５：２３図1,2

p,３６：１６図２

ｐ４３：１８図1～4,10,11

p,４６：３５図3～5,ｌ７

ｐ７０：４８図312

ｐ９１，１２６：４０図2～4,7,58図l～４

ｐ18,98：１７図１０，１１０図８２

ｐ２８：９図1,2

p,３１：１６図1,2

p､１３６：１０７図１，３

ｐ４０：２５図２

p,２４，２８，３７：１８図1,22図2,24図3,6,7

ｐ４５：２６図6,1Ｏ（ビⅡ円盤状高台
｢寿」字押印）

p､４４，４５：２１図3～6,22図ｌＯ

ｐ２４：７図１

ｐ２９：１１図4,5

p２３：７図2～４

ｐ２６：１２図Ｌ２

ｐ３５：１８図5～７

ｐｌ９：８図l～3,5,6

ｐｌ８：９図1,2

ｐ７８：６２図４

ｐｌ６：８図2～５

ｐ７４：１９図２

ｐｌｌ７：７６図65,66

ｐ６２，６４：１９図2～10,20図23,24

p､３９：１８図3～5,8～ｌＯ

ｐ３５：１４図1,3,4

ｐｌ６２：４８図3,9

ｐ９１：２７図７

ｐ２９：１０図4～９

ｐ４９，５０：２６図4～9,27図l～３

p,５７，６４：２０図8,11,23図5,7

ｐ２２：１４図3,4

p,３７：２５図8,9

ｐ４８：３５図ｌ４

ｐ５８：４２図２３

p,６２：４５図７

ｐ７３：５４図４

ｐ８２：６１図ｌ

ｐ３６：14図12～20,23～３３

ｐ４６：２５図26～２９

ｐ５９：２９図3,ｌｌ

ｐ６３：３２図４

2002『天界寺跡（１）』埋文報告２９５沖縄県立埋文センタ

９６沖縄県立埋文センター２００２「天界寺跡（Ⅱ)』埋文報告８

９７沖縄県立埋文センター２００７「真珠道跡（Ⅱ)』埋文報告４２

９８那覇市教委１９９１「御細工所跡』市報告ｌ８

９９那覇市教委１９９３「尻川原遺跡」市報告24

10Ｏ那覇市教委１９９５「牧志御願東方遺跡』市報告28

10l那覇市教委１９９７「識名シーマ御嶽遺跡」市報告34

102那覇市教委２００１「識名シーマ御嶽遺跡」市報告49

103那覇市教委１９９９『ハナグスク』市報告41

104沖縄県埋文センター２００７「渡地村跡ｊ埋文報告46

105那覇市教委２００３『銘苅直禄原遺跡』市報告57

106与那原町教委１９９６『与那原町の遺跡」町報告１

１０７豊見城市教委２００８『瀬長グスク他範囲確認調査報告書」市報告８

１０８豊見城村教委１９９０「高嶺古島遺跡」村報告４

１０９豊見城村教委２００３『宜保アガリヌ御嶽』村報告６

１１０南風原町教委２００５ｉ津嘉山古島遺跡・仲間村跡Ａ地点・仲間村跡Ｂ地点

lll南風原町教委２００５「津嘉山古島遺跡・仲間村跡Ａ地点・仲間村跡Ｂ地点

112南風原町教委１９９６「クニンドー遺跡」町報告

113南風原町教委1997『クニンドー遺跡（Ⅱ)』町報告

ll4佐敷町教委1980「佐敷グスク」

115佐敷町教委２０００「佐敷町の文化財一遺跡詳細分布調査報告書一ｊ

ｌｌ６南城市教委２００６「佐敷上グスクほか範囲確認調査報告書」市報f4

117南城市教委２００６「佐敷上グスクほか範囲確認調査報告書』市報悟

ll8南城市教委２００６「佐敷上グスクほか範囲確認調査報告書」市報皀

119南城市教委２００６「佐敷上グスクほか範囲確認調査報告書」市報憎

l20南城市教委２００６「佐敷上グスクほか範囲確認調査報告書』市報皀

l21南城市教委２００６「佐敷上グスクほか範囲確認調査報告書ｊ市報昌

122南城市教委２００６「佐敷上グスクほか範囲確認調査報告書」市報昌

l23沖縄県教委１９８３「稲福遺跡発掘調査報告書』県報告50

124大里村教委１９９８「大里城跡』村報告３

１２５大里村教委１９９８「大里城跡」村報告３

１２６大里村教委１９９８「大里城跡」村報告３

2005ｉ津嘉山古島遺跡・仲間村跡Ａ地点・仲間村跡Ｂ地点・津嘉山クポー遺跡」町報告4

2005「津嘉山古島遺跡・仲間村跡Ａ地点・仲間村跡Ｂ地点・津嘉山クポー遺跡」町報告４

１９９６「クニンドー遺跡」町報告

1997『クニンドー遺跡（Ⅱ)』町報告

1980「佐敷グスク」

2000「佐敷町の文化財一遺跡詳細分布調査報告書一ｊ町報告2

2006「佐敷上グスクほか範囲確認調査報告書」市報告1

2006「佐敷上グスクほか範囲確認調査報告書』市報告1

2006「佐敷上グスクほか範囲確認調査報告書」市報告1

2006「佐敷上グスクほか範囲確認調査報告書」市報告1

2006「佐敷上グスクほか範囲確認調査報告書』市報告1

2006「佐敷上グスクほか範囲確認調査報告書ｊ市報告1

2006「佐敷上グスクほか範囲確認調査報告書」市報告1

1983「稲福遺跡発掘調査報告書』県報告50

1998「大里城跡』村報告3

1998「大里城跡」村報告3

1998「大里城跡』村報告３
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表４～表８文献と出典頁（３）

報告書掲載箇所

今＝今帰仁タイプ
ビービロースクタイプ

文
献

報告文献

大里村教委1998「大里城跡」村報告３

大里村教委1998「大里城跡」村報告３

大里村教委２００１「大里城跡ｊ村報告４

大里村教委２００１「大里城跡ｊ村報告４

王城村教委１９９１「糸数城跡」村報告ｌ

沖縄県教委1986『伊原遺跡」県報告７３

沖縄県教委１９８３「阿波根古島遺跡」県報告９６

糸満市教委１９９４「佐慶グスク・山城古島遺跡』市報告８

糸満市教委１９９４「佐慶グスク・山城古島遺跡』市報告８

糸満市教委1995『里東原遺跡」市報告１０

糸満市教委ｌ９９６ｉ真栄里貝塚ほか発掘調査報告」市報告１２

糸満市教委２００７「大里前原遺跡」市報告2l

久米島町教委２００５「具志川城跡発掘調査報告書Ｉ」町報告２

平良市教委1999『住屋遺跡（１）ｊ平良市報告４

平良市教委１９８３「住屋遺跡（俗称・尻間）発掘調査報告」

平良市教委２００３『尻川遺跡」市報告５

沖縄県立埋文センター２００３「尻並遺跡」埋文報告ｌ５

城辺町教委１９８７「大牧遺跡・野城遺跡」村報告２

城辺町教委１９８９「砂川元島」村報告４

城辺町教委１９８９「高腰城跡』村報告５

上野村教委1980「宮国元島」

沖縄県立埋文センター２００２「新里元島上方台地遺跡・新里束元島遺跡』埋文報告７

多良間村教委１９９６「多良間添道遺跡」村報告１１

石垣市教委１９９７「蔵元跡発掘調査報告書」市２１

石垣市教委２００６「喜田盛遺跡」市報告２８

石垣市教委１９９３『平川貝塚ｊ市報告１８

石垣市教委１９７７「フルスト原遺跡」市報告ｌ

石垣市教委１９８４「フルスト原遺跡発掘調査報告書」市報告７

石垣市教委１９８２『桃里恩田遺跡」市報告５

沖縄県教委１９８５「アラスク村跡遺跡・ウイヌスズ遺跡発掘調査報告書」県報告６２

沖縄県教委１９８５「アラスク村跡遺跡・ウイヌスズ遺跡発掘調査報告書」県報告６２

沖縄県教委１９７８「竿若東遺跡緊急発掘調査報告書」県報告1３

p､８１，８２：４３図22,44図６

ｐｌＯＯ：５５図1,2

ｐ２１：９図ｌ５

ｐ４５：１９図５

ｐ９１：14～2１（集計：今18点、ビ１．
Ⅱ類21点、ビⅢ類141点）

ｐ３５：16図3～５

ｐ６０：１８図１０，１１，１８，１９

ｐ６９，７０：２６図５～９，１４～１７，２７図
18,19,26

ｐｌ３３：６２図６

ｐ４１：１７図6，１１（類品あるが図から
は不詳）

ｐ６２：２８図ｌ５

ｐ３６：17図ｌ２５

ｐ５２：２４図7,9

ｐ９０：４９図１０３～105,50図1０７（※報
告（101）は浦口窯製品とは異なる）

ｐ２１：２図l～４

p,６３：２４図1～4,6～９

p､２２：１４図1.2

p､６１：２０図l～６

ｐ２３：１２図2～4,8～ｌ３

ｐ４２,４３，４６：２０図6～13,21図l～11,
23図11（図中に類するものまだ有り）

ｐ７４：３３図12,ｌ３

ｐ４９：２２図3,9～14,18～22,24～2６

８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９

２
２
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

ｐ４６：14図３

Ｄ７９：２３図３０

ｐ８０：４７図

ｐ６２

ｐ２９：５図5～８

ｐｌ３：４図1～６

ｐ２２：１２図2,19（※他にも類品有り。
掲載図からは不明｡）

ｐ４４：２５図に類品有り。掲載図から
では不詳のため計数不明とした。

ｐ４４：１０図9～ｌ７

ｐ４８,４９：13図５～13,14図ｌ～1２（集
計数の部位は不明、計数ビ１１３，Ⅱ７３
m24）

ｐ２２：11図l

pl47,ｌ４９

ｐ５５,５６：２３図3～14,24図l～５

p､８６：１６図７，９，１０

ｐ４６：１６図8～10,12～ｌ５

ｐｌ５８,１６０：５１図6～13,52図l～ｌ１

ｐ３２：11図1,5

ｐｌ２（写真の為不詳数点あり）

p､３６：１５図2,4～７

ｐｌＯ４：６０図1,2

pp48～５０：16～18図（今には一部庄
辺窯のものを含む？）

p,２５：１０図７

ｐｐ８７～８９：２８～２９図,３０図２４～３６
(今には一部庄辺窯のものを含む？）

160石垣市教委１９８３「ビロースク遺跡」市報告６

同遺跡調査団１９７９「仲筋貝塚発掘調査報告」

石垣市教委1993「石垣貝塚」市報告ｌ７

沖縄県教委１９８４「カンドウ原遺跡」県報告５８

石垣市教委２０００「石垣島の岩陰遺跡』市報告２５

沖縄県教委１９９０「新里村遺跡」県報告９７

沖縄県教委１９９０「新里村遺跡」県報告９７

沖縄県教委１９９１「上村遺跡」県報告９８

与那良遺跡調査団１９８２「与那良遺跡発掘踏査概報」

沖縄県教委１９９７「慶来慶田城遺跡」県報告l31

沖縄県教委１９９７「慶来慶田城遺跡」県報告l31

与那国町教委１９８８「慶田崎遺跡』村報告ｌ

与那国町教委200２「島仲村跡遺跡」町報告３

与那国町教委1988「与那原遺跡」村報告２

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３

６
６
６
６
６
６
６
６
６
７
７
７
７

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

備考

※報告文献名は発行編集者名・発行年・書名・シリーズ番号の順で記している。「教委」は教育委員会の略記。「埋文」は埋蔵文化財セン

ターの略記。市・町・村報告○は編集市町村名のシリーズ番号を示す。

※基本的には実見を通して分類を行っているが、なお相当数は報告書の記載内容や図版などに拠っている。
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第３章第３節今帰仁タイプとビロースクタイプの消費地と消費状況２

博多遺跡群における出土状況

田中克子

福岡市教育委員会

ＴＡＮＡＫＡＫａｔｓｕｋｏ

ＢｏａｒｄｏｆＥｄｕｃａｔｉｏｎＦＵＫＵＯＫＡＣｉｔｙ

はじめに

中世国際貿易都市として栄えた博多では、３０年にわたる発掘調査によって多岐にわたる交易品が出

土している。中でも貿易陶磁器の出土量は全国的にも群を抜いており、この地が当時の貿易港であっ

たことは明白であ愚。博多へ荷揚げきれた輸入品はこの地から当時の日本国内や琉球へと運ばれてい

た。実際、琉球列島一帯で出土する朝貢貿易開始以前の貿易陶磁器は、日本各地における内容とそれ

程の差があ愚わけではない’'１。しかし、琉球諸島では13世紀後半頃から、このような全国的に流通

した貿易陶磁器に混じって、本土ではほとんど出土することのない今帰仁タイプ・ピロースクタイブ

といった白磁が存在し、朝貢貿易が開始される前にも、当時の中国と琉球との間に何らかの直接的な

関わりがあったことを示唆している。これら白磁が、博多を介さずに直接琉球へもたらされたもので

あるのかどうか、まず当時の貿易拠点であった博多遺跡群での出土状況を明らかにせねばならない。

本項では、博多遺跡群に関する既刊報告書の検索により全ての関連資料を抽出し、中でも関連性の強

い資料について報告する。博多遺跡群以外での詳細な出土状況については、新里の報告（資料篇２）

を参照していただきたい。

Ｌ今帰仁タイプとその関連資料（図１，表１，写真１）

全形を知り得る資料が少なく、琉球諸島出土の今帰仁タイプの典型と思われる資料は確認できな

かったが、１～４の４点にかろうじてその特徴を見出せる。１．２はロ縁から釉液に浸し内底まで施

釉せずに露胎として残し、３．４は施釉後内底を輪状に釉剥ぎする。いずれも、灰色がかった白色の

徴密な磁質胎土にやや青味の強い透明釉がかかり、よく焼けているものについてはかなり透明感があ

りガラス質である。内底は丸く凹み段が付かず、休部はやや内湾気味に大きく外に開く。３．４の高

台は一旦削り出した後、外底中心部分を比較的広い範囲で再度平坦に削り取るため、外底周縁に沿っ

て断面三角形の溝が一周しており、これは今帰仁タイプの典型的な特徴でもあり、また浦□窯製品の

特徴でもある。しかし、１は全体に小振りで高台を一度に削り出す点で異なっている。畳付はいずれ

も斜めに削られる。また、２は内底に沈線が巡り、連江浦□窯では類似品も確認されている（第３章

第２節２の図３－２１．２８他)。これらの出土年代は概ね13世紀後半～14世紀代に納まる。

５～10は、休部が外に大きく開き内底が丸く凹む点・高台畳付が斜めに削られる点・外底の削り出

し方法等は今帰仁タイプに類似するが、口径・高台径・器高の比率や休部が直線的である等、全体的

に今帰仁タイプとはやや違和感のある器形である。また、内側面に沈線が巡る点や高台畳付に重ね焼

き時の熔着防止の白泥が付着する等、今帰仁タイプには見られない特徴も有する。特に畳付に白泥を

付着きせて重ね焼きする焼成方法は、１２世紀中～後半時期博多に大量に輸入された福建産白磁（第３

章第５節２の図１田中分類Ｆ類、田中2003）によく見られる現象である。５～10のタイプはこの焼

成方法を踏襲したもので、出土年代等を考え合わせると今帰仁タイプに先行するものかもしれない。

或いは浦ロ窯の製品ではない可能性もあるが、浦□窯の今帰仁タイプ類似資料の中には畳付に白泥が

付着するものも少量ながら確認されていることから、一概には否定できず、これらを「類今帰仁タイ
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図１博多遺跡群出土の今帰仁タイプとその関連資料（Ｓ＝1/3）
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豆

※図は文献（横田他1985/榊原20,6）

より再トレース

図３大宰府史跡・十三湊遣跡出土のビロースクタイプ（Ｓ＝1/3）

プ」とし、今後の参考資料として掲載した。

以上の他、参考資料として今帰仁タイプの範鴫には入らないが浦ロ窯と思われる代表的なものを挙

げる（11～15)。ただし、１１，１２の口縁部片については福建省黄田庄辺窯にもかなり類似した製品が

あり、この限りではない(2】･胎土。釉調は上記１～４とほぼ同じである。器形。文様等から南宋期

同安､竜泉窯製品の影響を受けたものと思われる。１１は外面に片切彫りによる蓮弁文を施す小形の皿

で、１２～15は碗である。１２は内底を露胎とする。13.14は内底に段を有し平坦になっており、休部は

大きく外に開くが、もう少し立ち気味のものもある。１５は11と同様外面に片切彫りによる蓮弁文を施

す。１３～15と同類の製品は後述する元冠関連の遺跡とされる長崎県鷹島海底遺跡でも多数出土してい

る。博多遺跡群でも散見できる程度の頻度で出土し、その年代も元冠時期とほぼ重なる。これらの出

十k年代は早いもので12世紀後半代であるが、１３世紀前半～14世紀前半に納まるものが多い。

２ビロースクタイプ（図２．３，表２，写真２）

博多遺跡群で確認したピロースクタイプは20点である。Ⅱ類が６点、Ⅲ類が14点で、Ｉ類はない。

胎土はやや黄味、或いは灰色がかった白色で、磁質であるが小孔が多い。釉は総じて失透したものが

多く釉層は厚い。器壁、特に底部は厚い。高台は低く肉厚でかなり雑に削り出され、一旦削り出した

後、外底中央部のヘソ状に突出した部分を再度簡単に削り取っている。畳付は水平に削られる。

１６～21はⅡ類碗である。内底は段が付かず丸く凹み、休部は内湾しながら大きく外に開く。２０．２１

は内側面に細いへラ彫りによる２本単位の蓮弁文を施す。１７は14世紀前半代の遺構から出土、他は包

含層出土のため明確な時期は不明であるが、共伴する中国産陶磁器等から概ね１５世紀前半までにはも

たらされたと思われる。

２２～30はⅢ類碗である。内底が広く平坦で沈線が巡る。腰が大きく張り出し、高台脇を水平に削り

こむ。内底面が無文のものと（22)、印花文を施すも鰯（25～30）があり、印花文は不明瞭なものも
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あるが、恐らく全て蓮華文と思われる。

３１～33は内湾口縁皿である。３１．３２は内底面が広く平坦で沈線が巡ることと、Ⅲ類碗と同様の蓮華

文が施されることから、外反□縁ではないがⅢ類碗とセットとして捉える。３３については小片のため

Ⅱ類、或いはⅢ類のいずれかは不明であ愚。出土年代については、３３が14世紀前半～中頃、他は１５世

紀前半頃を主体としそれ以降と考えられる。特に、ピロースクタイプが最もまとまって出土した築港

線３次調査では、包含層出土ではあるが、他の共伴中国産陶磁器は概ね15世紀前半代の様相を呈する。

以上博多遺跡群出土以外に、日本本土でその出土年代が比較的明確な資料を挙げる（34～37)。

３４．３５は大宰府史跡出土のⅢ類碗である。３４は嘉元二年（13Q4年)、３５は元徳カニ年（1330年）銘

を有する卒塔婆出土遺構から出土した（横田他1986,15～25頁)。３６～38は青森県十三湊遣跡出土の

Ⅲ類碗であ息。１４世紀中～１５世紀前半の陶磁器一括廃棄土坑から出土した（榊原2006)。

３．まとめ

博多には、12世紀後半位から14世紀の早い段階にかけて、浦□窯と思われる製品がもたらされてい

るものの、琉球諸島で出土する今帰仁タイプはほとんど皆無に等しい状況と言える。かろうじて今帰

仁タイプの特徴を持つ極少量の製品は、１３世紀後半～14世紀に位置づけられる。また、ピロースクタ

イプについては、Ｉ類はなく、Ⅱ類も極めて少なく、早いもので14世紀前半には見られる。これに対

してⅢ類はⅡ類に比べると倍増しており、その時期は１５世紀前半頃と考えられる。なお、大宰府出土

の資料については、紀年銘資料の時期とⅢ類を同一時期として捉えていいのか、遺構の一括性につい

ても考慮すべきであり、現時点でⅢ類の出現時期を14世紀前半まで遡らせることは控えたい。

以上、それぞれの出土年代については、琉球列島と概ね同じと言える。また、そ③出土量は極めて

少なく、この状況をどう捉えるかは、琉球列島等での出土状況と合わせて後述する。

注

(1)進貢貿易が開始きれて以後、特に14世紀後半～15世紀にかけての沖縄諸島における貿易陶磁器の豊富さは、質・

量ともに日本本土のそれを凌駕しており、これはまさに琉球と明との直接交易を物語るものである。

（２）庄辺窯の製品については、既に宮城により報告されている（第３章第２節２）が、浦口窯の製品とは、胎土・釉

調が極めて類似しており、肉眼観察による分別はかなり困難である。また、内底を露胎のまま残したり、或いは

輪状釉剥ぎして重ね焼きをする焼成方法も両者ともに同じであり、さらに器形的にもかなり似たものがある。両

者の最も大きな違いは底部の形状に見出すことができる。庄辺窯は内底が広く比較的平坦で、特に高台の削り出

し方法に浦ロ窯との顕著な違いがある。浦口窯の特徴である二度にわたる削りが、庄辺窯の製品には見られず、

いずれも一度に平坦に丁寧に削り出されている（第３章第２節２の図４－４１～44参照)。従って、底部を欠く資

料ではその区別が困難なものが多い。

文献

,榊原滋高２００６「十三湊遺跡の一括資料と基準資料」「貿易陶磁研究jNQ26、日本貿易陶磁研究会

田中克子２００３「博多遺跡群出土陶磁に見る福建古陶磁一（その三）宋・元代白磁をめぐる問題」Ｉ博多研究会誌』

第11号、博多研究会

横田資二郎・森本朝子・山本信夫１９８６「新安沈船と大宰府・博多の貿易陶磁器一森田勉氏の研究成果によせて－

｜｢貿易陶磁研究INbL9、ｐｐ１５～25、日本貿易陶磁研究会
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表ｉ博多遺跡群出土の今帰仁タイプとその関連資料一覧

番号
(登録番号）

報告書名

（集）
調査地点 遺構 種類 胎土・釉調他 遺構の年代

地下鉄(4)
祇園町工区

今帰仁タイプ
／露胎･碗

淡灰白色磁質､淡灰オリ
ーブ色透明釉

13C後半～14Cか江口秀白磁

など）

地下鉄Ⅶ
(193）

Ｉ
ＳＫ懇

(783301398）
Ｈ区

博多
85(757）

今帰仁タイプ

／露胎･碗

淡灰白色磁質､青色帯透

明釉

２
博多95次 14Ｃ前半～中頃をやや下る劃覇128

(955410953〕

博多
86(757）

今帰仁タイプ

／輪剥ぎ｡碗

淡灰白色磁質､やや青灰
色.帯透明釉

l4C代(新安沈船出土関連陶磁
多い）

3-4面包含

層

３

(955411360）
博多95次

博多
116(946）

2～3面包含

層

今帰仁タイプ

／輪剥ぎ｡碗
灰色磁質､やや青味帯淡
灰色半透明釉

４

(0566003饗）
博多159次 不明(14～16口

類今帰仁タイ

プ／輪剥ぎ
碗

白色磁質､やや黄味帯淡

灰色半透明釉､高台に白
泥

地下鉄(2)

店屋町工区
ＣＤ区

12C中～後半？（同安･竜泉窯地下鉄ｖ
青.磁など）（126）

SK132

(廃棄土坑）

５

(77250,560）

類今帰仁タイ

プ／輪剥ぎ。

碗

博多Ⅲ
(118）

白色磁質､淡灰白色透明

釉､高台に白泥

13C中～14C初頭パロ禿白磁、

南宋後半竜泉窯青磁など）

６

(832700028）
博多22次 SK357

類今帰仁タイ

プ／輪剥ぎ

碗

博多
53(450）

l3C初～前半？(竜泉窯青磁蓮
弁文碗など）

白色磁質覇やや灰色帯透
明釉も高台に白泥

７
博多71次 SK471

(911100322）

7鶚大霧騨イ
量一括廃碗
棄）

13C中～14C初頭(ロ禿白磁､南

宋後半竜泉窯青磁､元代磁篭窯
壷など）

博多
20(2鶴）

灰白色磁質魁灰白色不透
明釉建高台に白泥

８

(886200333〕
博多45次

SE2004

(土師器大

量一括廃

棄）

13C中～14C初頭(口禿白磁､南

宋後半竜泉窯青磁､元代磁篭窯
壷など）

類今帰仁タイ

プ／輪剥ぎ・
碗

淡黄褐色完全磁質でな

い､やや黄味帯淡灰白色
不透明粕

博多
20(248）(鎚鑓iO3slj簿…

ＳＥ2004

(土師器大

量一括廃

棄）

類今帰仁タイ

プ／輪剥ぎ
碗

13C中～14C初頭(口禿白磁､南

宋後半竜泉窯青磁､元代磁寵窯
壼など）

博多
20(248）

灰白色磁質､淡灰白色透

明釉愈高台に白泥

１０

(886200332）
博多45次

浦口窯？・小
SK788

(木繍蟇か)鯉)外面蓮
博多
16(2狸）

淡灰白色磁質､やや青灰
色帯透明釉

Ⅱ
博多37浜 l2C後半～l3C

(s74p1D220）

SK3677

(大量一括
廃棄土坑）

博多
48(397）

灰色磁質､灰青色透明釉１３C初頭(輸入陶磁器は12C中
～後半が主体）

浦ロ窯？・露

胎碗

１２

〔8963504“）
博多62次

博多Ⅲ
(118）

13C中～14C初頭？（口禿白磁、
南宋後半竜泉窯青磁など）瀧口窯碗蕊鏡磯質淡寶緑色

１３

(832700030）
博多22次 SK357

13C中～14C初頭バロ禿白磁、
南宋後半竜泉窯青磁など）

博多、
(118〉

淡灰白色磁質､やや黄味
帯透明釉

1４
博多22次 浦ロ窯･碗SK357

(832700029〕

博多
89(7,6）

浦ロ窯･碗(外
面蓮弁文）

灰色磁質､ややオリーブ
色帯透明釉

ＳＫ９４

(識状土坑）

１５

(995201106）
l4C前半博多120次

※番号は図１に対応

※報告轡は福岡市埋蔵文化財調査報告轡（福岡市教委】

－９８－

番号

(登録番号）
調査地点 遺構 種類 膿12．釉調他 遺構の年代

報告書名

(集）

地下鉄(4)

祇園町~I:区

Ｈ区

SＫ４９
今帰仁タイプ

／露胎･碗

淡灰ｒ１色磁質､淡灰オリ

－ブ憤透明釉

13C後１２～14Cか？（ロ禿白磁

など）

地下鉄Ⅶ

(]93）

２

(955410953）
博多95次 ＳＥ128

今帰仁タイプ

／露胎･碗

淡灰白色磁質､青色帯透

明釉
14C前半～中頃をやや下る

博多

85(757）

(9554 1360）
博多95次

3～4面包含

層

今帰化タイプ

輪剥ぎ｡碗

淡灰白色磁質､やや青灰

色帯透明釉

l4C代(新安沈船出土関連陶磁

多い）

博多

86(757）

４

(056600344）
博多159次

2～3面包含

層

今帰仁タイプ

輪剥ぎ｡碗

灰色磁質､やや青味帯淡

灰色半透明釉
不明(14～16C）

博多

116(946）

地下鉄(2)

店屋町]:区

C･Ｄ区

SK132

(廃棄と杭）

類今帰ﾎﾞニタイ

プ／輪剥ぎ．

碗

｢{色磁質､やや黄味帯淡
灰色半透明釉､高台に「｝

泥

12C中～後半？（同安･竜泉窯地下鉄ｖ

青.磁など）（126）

博多22次 SK357

類今帰{:タイ

プ／輪剥ぎ､

碗

白色磁質､淡灰白色透明

釉､高台に白泥

ｌ３ＣＩ１１～14C初頭？（１１禿白磁、

南宋後半竜泉窯青磁など）

博多Ⅲ

(118）

７

(911100322）
博多71次 SK471

類今帰tzタイ

プ／輪剥ぎ。

碗

白色磁質覇やや灰色帯透

明釉､高台に白泥

l3C初～前半？（竜泉窯青磁蓮

弁文碗など）

８

(886200333）
博多45次

SE2004

(土師器大

量一括廃

蕊）

類今帰仁タイ

プ／輪剥ぎ．

碗

灰白色磁質魁灰白色不透

明釉､高台に白泥

l3C中～14C初頭(に禿白磁､南

宋後半竜泉窯青磁､元代磁篭窯

壷など）

博多

20(2鶴）

９

(886200331）
博多45次

SE2004

(土師器大

量一括廃

素）

類今帰仁タイ

プ／輪剥ぎ.

碗

淡黄褐色完全磁質でな

い､やや黄味帯淡灰白色

不透明釉

l3CIiI～14C初頭(口禿白磁､南

宋後半竜泉窯青磁､元代磁篭窯

壷など）

博多

20(248）

1０

<886200332）
博多45次

ＳＥ2004

(土師器大

量一括廃

素）

類今帰仁タイ

プ／輪剥ぎ‘

碗

灰白色磁質､淡灰白色透

明淵i､高台に白泥

13C中～14C初頭(｢]禿白磁､南

宋後半竜泉窯青磁､元代磁寵窯

篭など）

博多

2｡(248）

1１

(874p1D220）
博多37凌

SK788

(木桶墓か）

浦口窯？･小

形I[u(外面蓮

弁文）

淡灰白色磁質､やや青灰

色帯透明釉
12C後半～I3C

1２

(896350464）
博多62次

SK3677

(大量一括

廃棄土坑）

浦ロ窯？・露

胎碗
灰色磁質､灰青色透明釉

13C初頭(輸入陶磁器は12Ｃ中

～後半が宣体）

博多

48(397）

1３

(8鐘700030）
博多22次 SK357 浦ロ窯･碗

淡灰白色磁質､淡青緑色

不透明釉

l3CIIj～14C初頭？（口禿白磁、

南宋後半竜泉窯青磁など）

博多Ⅲ

(118）

1４

(832700029）
博多22次 SK357 浦口窯･碗

淡灰白色磁質､やや黄味

帯透明釉

13C中～14C初頭？（ロ禿白磁、

南宋後半竜泉窯青磁など）

･博多Ⅲ

(118）

1５

(995201106）
博多120次

SＫ９４

(識状ﾆﾋ坑）

浦ロ窯･碗〔外

面蓮弁文）

灰色磁質､ややオリーブ

色帯透明釉
l4C前半

博多

89(7U6〉



表２博多遺跡群出土のビロースクタイプー筐

番号
(登録番号）

報告書名

（集）
調査地点 遺構 種類 胎士･釉調 遺構の年代

淡黄白色磁化していな
い､淡黄白色半遥明釉

16C代？（出土輸入陶磁器は

15C前半～中頃が主'体）

博多
１７(245）

１６

(884305417）
博多42次 Ⅱ類碗SK735

灰白色磁質､乳白色半透

明釉
博多
110(940）

１７

(047500243）
博多149次 Ⅱ類碗 14C前半代割Bq592Hm

不明(14Ｃ中～15C前半頃主体

か？元青花､ベトナム白磁､元
代竜泉窯青磁端反碗など）

灰白色磁質､灰青色透明
釉

築港線Ｖ

(221）

１８

(840405645）
築港線3次 包含層Ⅲ面 Ⅱ類碗

白色磁質､やや青味帯淡
灰白色半透明釉

16C代？（出土輸入陶磁器は概
ね15C前半～中頃が主体）

博多
17(245）

１９

(884305419）
博多42液 Ⅱ類碗SK735

淡灰白色磁質､青味帯透
明釉

博多
100(809）

２０

(O244pO200）
博多141次 1面包含層 Ⅱ類碗 不鴎

蕊蹟i:ililill鱗１１鵜澱蘂捲線’
1m竜泉窯青磁雷文帯碗など）（221）

淡灰白色磁質､乳白色不
透明釉

2１
築港線3次 包含層Ⅱ面 Ⅱ類碗

(84｡“5588）

鱒蕊只i零irii霧篁瀞ｖ
代竜泉窯青磁端反碗など）

淡灰白色磁質､灰色透明
釉

2２
築港線3液 包含層Ⅲ面 Ⅲ類碗

(840405648）

鰯難榊iI鰯雲瀞ｖ
代竜泉窯青磁端反碗など）

２３

(艶0405649）

淡灰白色磁質､やや黄味
帯透明釉

築港線3次 包含層Ⅲ面 Ⅲ類碗

不明(15C代が主体か？15C前半明

青花､明代部武窯白磁･白磁腰折れ
Ⅲ､竜泉窯青磁雷文帯碗など）

淡灰白色磁質､やや青味
帯淡灰白色半透明紬

2４ 築港線Ｖ
築港線3次 包含層Ⅱ面 Ⅲ類碗

(840405584） (221〕

淡黄白色磁化していな

い､やや青味帯透明軸
博多
47(396）

不明確(輸入陶磁器から14C前

半～15C前半？）

劇５
博多35次 包含層2層 Ⅲ類碗

(864800710）

淡灰色磁質､淡灰色透明
釉

２６

(850900315）
博多Ⅶ

(148）
博多29次 包含層3層 Ⅲ類碗 不明(14Ｃ～16C代）

不明(l5C代が主体か？15C前半明

青花､明代部武窯白磁｡白磁腰折れ
Ⅲ､竜泉窯青磁電文帯碗など）

白色磁質､やや青味帯淡
灰白色不透明紬

築港線Ｖ

(221）

２７

(840405585）
築港線3次 包含層Ⅱ面 Ⅲ類碗

淡黄白色磁化していな

い､淡黄白色透明釉
博多
87(758）

２８

(OOO600069）

RＫＩｇｇ
博多124次 Ⅲ類碗 16Ｃ代後半

(方形木室）

淡黄白色.磁質､淡黄白色
半透明釉

博多
87(758〕

２９

(000600771）

SKll9

(方形木室〕
博多124次 Ⅲ類碗 16C後半

灰白色磁質､やや黄味帯
透明釉

３０

(050900066）
博多

111(941）
博多152次 Ⅲ類碗 不明罰劃咽唱

不明(14C中～15C前半頃主体

か？元青花､ベトナム白磁､元
代竜泉窯青磁端反碗など）

淡灰白色磁質､青味帯淡

灰白色不透明釉

築港線Ｖ

(221）

３１

(840405582）築港線3次 包含･層Ⅲ面 Ⅲ類.Ⅲ

不明(15C代が主体か？l5C前半明

青花期代部武窯白磁白磁腰折れ

、竜泉窯青磁雷文帯碗など）

淡灰白色磁質蘓灰青色半
透明釉

築港線Ｖ

(221）

３２

(840405593）
築港線3次 包含層Ⅱ面 Ⅲ類Ⅲ

３３

(884305579）
淡灰白色磁質､やや青味
帯透明釉

博多
１７(245〕

博多42次 ⅡorⅢ類、 14C前半～中頃SK7D9

不明(14Ｃ中～15C前半頃主体

か？元青花､ベトナム白磁､元

代竜泉窯青.磁端反碗など）

灰白色磁質､やや黄味帯
透明釉

築港線Ｖ

(221）
(840405646）｜築港線3次包含層Ⅲ面 Ⅲ類碗

SD30(1面

道路側溝）

淡灰白色磁質､やや黄味
帯透明釉

15C前半～中頃(輸入陶磁器の
年代は概ねこの時期）

博多
47(396）

(864800153） 博多35次 Ⅲ類碗

※番号は図２に対応

※報告響は福岡市埋蔵文化財調査報告響（福岡市教委）

－９９－

番号

(登録番号）
調査地点 遺構 種類 胎士･釉調 遺構の年代

報告書名

(集）

1６

(884305417
博多42次 ＳＫ７３５ Ⅱ類碗

淡黄白色磁化していな

い､淡黄筥色半遥明釉

16C代？（出急輸入陶磁器は

15C前半～;|:頃が主'体）

博多
１７(245）

】L７

04750024〔
博多149次 ＳＫ５２０１ Ⅱ類碗

灰白色磁質､乳白色半透

;ｿ]釉
C前半代

博多

110(940）

1８

鍵0405645
築港線3次 包含層Ⅲ面 Ⅱ類碗

灰白色磁質､灰青色透明

釉

不明く二4Ｃ中～15Ｃ前半頃二体

か？元青花､ベトナム白磁､〕目

代竜泉窯青磁端反碗など）

築港線Ｖ

(221）

1９

8843054ｴ９
博多42液 SK735 Ⅱ類碗

白色磁質､やや青味帯淡

灰白色半透明粕

16C代？（出ｉｆ輸入陶磁器は慨

ね15C前半～'１１項が主体）

博多

17(245）

2０

(0244002()()）
博多141次 1面包含層 Ⅱ類碗

淡灰白色磁質､青味帯透

明釉
不明

博多

100(809）

２１

(s404Q5588）
築港線3次 包含層Ⅱ面 Ⅱ類碗

淡灰白色磁質､乳白色不

透明釉

不明(ﾕ5Cｲ１３が.:２体か？15C前ﾕﾄﾞ明

青花､1jki代部武窯白磁.:壁I徹腰折れ

Ⅲ､竜泉窯青磁雷文帯碗など）

築港線Ｖ

(221）

2２

(劃04鯛648）
築港線3次 包含層Ⅲ面 Ⅲ類碗

淡灰白色磁質､灰色透明

剛：

不明(14C:i;～15C前半頃主体
か？元青花､ベトナム白磁､元

代竜泉窯青磁端反碗など）

築港線Ｖ

<221）

2３

(艶0405649）
築港線3次 包含層Ⅲ面 Ⅲ類碗

淡灰白色磁質､やや黄味

帯透明釉

不明(I4C中～15C前半頃三体

か？元青花､ベトナム白磁､元

代竜泉窯青磁端反碗など）

築港線Ｖ

<221）

2４

(840405584）
築港線3次 包含層Ⅱ面 Ⅲ類碗

淡灰白色磁質､やや青味

帯淡灰白色半透明粕

不明(15C代が主体か？15C前半明

青花､明代部武窯i堅;樋･[肖磁腰折れ

Ⅲ､竜泉窯青磁雷文帯碗な好）

築港線Ｖ

(221〕

2５

(864800710）
博多35次 包含層2層 Ⅲ類碗

淡黄:曇《色磁化していな

い､やや青味帯透明軸

不明確(輸入陶磁器から14C前

準～15C前聖？）

博多
47<396）

2６

(850900315）
博多29次 包含層3層 Ⅲ類碗

淡灰色磁質､淡灰色透明

釉
不明(l4C-16C代）

博多Ⅷ

(148）

2７

(840405585）
築港線3次 包含層Ⅱ面 Ⅲ類碗

白色磁質､やや青味帯淡

灰白色不透明紬

不明くl5C代が主体か？15C前半明

青ｲﾋﾟ､明代部武窯白磁｡白磁腰折れ

Ⅲ､竜泉窯青磁電文帯碗など）

築港線Ｖ

(221）

博多ﾕ24次
SK189

<方形木室）
Ⅲ類碗

淡黄[÷l色磁化していな

い､淡黄白色透明粕
16C代後半

博多
87(758）

博多ﾕ24次
SKII9

(方形木室）
Ⅲ類碗

淡黄白色.磁質､淡黄白色

半透明粕
16C後半

博多

87<758）

』専多152次 SKO79 Ⅲ類碗
灰白色磁質､やや黄味帯

透明釉
不明

博多

111<941）

3１

(840405582）
築港線3次 包含層Ⅲ面 Ⅲ類.Ⅲ

淡灰白色磁質､青味帯淡

灰白色不透明釉

不明(14C中～15C前半頃主体
か？７占青花､ベトナム白磁､元

代竜泉窯青磁端反碗など）

築港線Ｖ

(221）

3２

(840405593）
築港線3次 包含層Ⅱ面 Ⅲ類Ⅲ

淡灰白魚磁質蘓灰青色半

透明釉

不明(15C代が主体か？l5C前半明
育花､明代部武窯白磁｡白磁腰折れ

、竜泉窯箭磁雷文帯碗など）

3３

(8鰹305579）
博多42次 SK709 ⅡorⅢ類、

淡灰白色磁質､やや青味

帯透明釉
14C前半～'１】頃

博多

１７(245）

(840405646） 築港線3次包含層Ⅲ面 II類碗
灰白色磁質､やや黄味帯

透明釉

不明(l4CI1j～15C前､ﾄﾞ頃i{体

か？元書花､ベトナム白磁､元

代竜泉窯青.磁端反碗など）

築港線Ｖ

(221）

(864800153） 博多35次
SD30<1面

道路側溝）
Ⅲ類碗

淡灰白色磁質､やや黄味

帯透明釉

15C前半～中頃(輸入陶磁器の

犀代臆概ねこの時期）

博多

47(396）
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第３章第３節今帰仁タイプとビロースクタイプの消瞥地と消菅状況３

長崎県鷹島海底遺跡における出士状況

田中克子

福岡市教育委員会

ＴＡＮＡＫＡＫａｔｓｕｋｏ

ＢｏａｒｄｏｆＥｄｕｃａｔｉｏｎＦＵＫＵＯＫＡＣｉｔｙ

はじめに

長崎県松浦市所在の鷹島は伊万里湾開港部に位置する。この島の南岸沖は九州西北部を襲った二度

にわたる元冠のうち、弘安の役（1281年）の際の大暴風雨によって元軍船が沈没した場所とされてい

る。通説の通り、島内には古くから海揚がりの「唐壷」と呼ばれ愚中国産陶器や碇石が残されているご

'980年以降神埼港や床浪地区において断続的な潜水調査や発掘調査が行われ、元軍のものと思われる

船体の一部や碇石・武器等の他、中国産陶磁器も多数出土し、元冠関連の周知の遺跡となった（鷹島

町教委1984他)。森本は出土陶磁器のうち、沖縄で特徴的に出土する薄手直行碗「今帰仁タイプ」類

似品があることを指摘した（森本朝子1993)。鷹島海底遺跡出土品は元軍の携行品であることは明白

であり、一定期間使用、或いは所有した後廃棄される消費地遺跡で出土する貿易陶磁とは異なり、そ

の出土年代はより生産年代に近いと考えられる。実年代が明白な当遺跡出土の遺物は今帰仁タイプの

年代を考える上で重要である。2006年８月、資料調査を行った。

Ｌ今帰仁タイプとその関連資料（図１．写真１）

今帰仁タイプに類似する資料は１～３の３点のみで、いずれも床浪地区での出土品である。海底出

二

、＿ 、<三二二」
Ｉ Ｘ

HP』

三二三
、 L-－－

=了IＴＯ

T二Ｆ
、－－－

麺iiiTLLlQCm

’ 芒 ８

※区|は199]年九州大学考古学研究室（代表西谷正教授）の調査において、森本朝子による実測図を修正・再トレース

図１膳島海底遺跡出土の今帰仁タイプとその関連資料（Ｓ＝1/3）

－１０２－



土品のため本来の胎土。釉調は不明確であるが、総じて灰色がかった白色の磁質胎で、青味がかった

釉調である。いずれも内底が大きく凹み、段が付かない。高台の削り出し方法は一旦削り出した後、

外底中央部分を広く削り取っており、これは今帰仁タイプを含めた浦口窯の製品に認められる特徴で

あ愚。１．２は内底を露胎として残し、３は施釉後輪状に釉剥ぎする。１は浦口窯上元山採集品の小

振り碗〈第３章第２節２の図３－１５）と類似し、宮城はこのタイプは今帰仁タイプとは器形的にやや

異なると指摘する。博多遺跡群出土品（第３章第３節２の図１－１）もこれと類似する。２．３は内

底に沈線が巡り、どちらかと言えば博多遺跡群出土の「類今帰仁タイプ」としたものに類似する（第

３章第３節２の図１－５～10)。４は全体の器形は今帰仁タイプに類似するが、かなり緑がかった釉

調を呈し、見込みに明瞭な段が》tＫ点や高台が低く非常に丁寧に－度で削り出している点で琉球諸島

出土品と異なり、浦ロ窯以外の窯の製品の可能性もある。参考資料として掲載した。

５～８は今帰仁タイプではないが、浦ロ窯の製品と思われるもので、特に錦山寺や西山頂等で採集

された碗（第３章第２節２の図３－２３．２６．２７，図４－３３）と同じタイプである。器形・文様など

の特徴から南末期同安。竜泉窯の影響を強く受けたものと思われる。同類のものは博多遺跡群でも出

土している（第３章第３節２の図1-13～15)。これらは当潰跡出土の食膳具の大半を占めている。

２．まとめ

海底遺跡出土遺物については、船内出土以外は一括資料として扱うには問題があ愚。しかし、発掘

調査に長年携わってきた小川は、当遺跡出土品については共時性の高いものと指摘し、この出土遺物

群の中に、上記福建産陶磁器も含めている。特に５～８の資料については、出土地点や状況から鷹島

沖に碇泊した船団の徴用地構成と物資供給地を示すとする（小川2004)。つまり、この浦口窯製品は、

当時現地では日用品としてかなり普及していたものと言え、元軍船の兵や乗組員の所持品として多く

持ち込まれたものであろう。しかし、同じ浦口窯の製品でありながら、この中に今帰仁タイプに類す

る製品がほぼ含まれていないのは、言い換えれば、この時期今帰仁タイプがまだ本格的に生産を開始

していなかったとも解釈できる。これは、今帰仁城跡主郭で13世紀後半に今帰仁タイプが出現し始め

る状況によっても裏付けられ、今帰仁タイプの生産開始時期をこの頃に求めることは可能であろう。

文献

小)||光彦２００４「鷹島海底遺跡出土の舶載陶磁一元軍携行の南末末・元初の中国陶磁器一」東洋陶磁学会西日本地区

研究会資料（於金沢大学）

鷹島町教育委員会・床浪海底遺跡発掘調査団１９８４「床浪海底遺跡一長崎県北楼浦郡鷹島町床浪港改修工事に伴う緊

急発掘調査報告書」

縢島町教育委員会1992～2003「鷹島海底遺跡Ｉ～Ⅷ」鷹島町文化財調査報告書２～７集

森本朝子１９９３「長崎県鷹島海底出土の「元竃」関係の磁器について」「博多研究会誌」第２号、博多研究会

－１０３－
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第３章第４節

今帰仁タイプ・ビロースクタイプ関連白磁の胎士分析

一中国窯跡・今帰仁城跡・博多遺跡群出土白磁の比較検討一

田上勇一郎

福岡市教育委員会

ＴＡＧＡＭＩＹｕｉｃｈｉｒｏ

ＢｏａｒｄｏｆＥｄｕｃａｔｉｏｎＦＵＫＵＯＫＡＣｉｔｙ

はじめに

金武正紀が設定した、琉球で特徴的に出土する今帰仁タイプ・ビロースクタイプの白磁（金武

1988.2007）は田中克子によりそれぞれ浦口窯・閏清窯が生産地として指摘きれていた（森本・田中

2004)。今回の福建省における窯跡出土品の調査により、その指摘の妥当性が示されたといえる。

本稿ではその指摘を別視点で確認する目的で行った胎土分析の結果について報告する。

資料は今帰仁城跡出土の今帰仁タイプ・ビロースクタイプの白磁とその生産地と考えられる中国窯

跡出土品である。また、今帰仁タイプには該当しない資料であるが今帰仁城跡出土のＮＡＯ１を加え

ている。宮城も指摘するように（第３章第２節２)、釉調や焼成方法等今帰仁タイプと類似しており、

従来混同されがちであったが、黄田庄辺窯に同種のものが確認でき、今回確認のために甫田庄辺窯碗

窯堕（PUT14）出土品と共に分析資料に加えた。ざらに博多遺跡群出土品の今帰仁タイプ・ビロー

スクタイプ関連白磁を分析した。

中国窯跡資料は中国で、博多遺跡群資料は福岡で分析し、今帰仁城跡資料は同一のものを両方で分

析した。

資料の選定・観察は田中が行い、中国での分析を中国科学院上海珪酸塩研究所に依頼し、福岡での

分析を田中・田上が福岡市埋蔵文化財センターにて行った。

分析値の検討は田上が行った。分析値からの類似度の比較や分類は多変量解析のクラスター分析を

用いた。データの数値は標準化し、平均ユークリッド距離係数でＷａｒｄ法によりクラスター化した。

多変量解析ソフトは小椋將弘「Excelで簡単多変量解析」付録の『三毛猫ｊを用いた（小椋2006)。

１．中国科学院上海珪酸塩研究所による中国窯資料・今帰仁城跡資料の胎士分析

福建省の窯跡より採集された白磁24点と今帰仁城跡出土白磁７点（図１．表ｌ）を中国科学院上海

珪酸塩研究所に依頼し胎士と釉薬の化学組成の測定を行った。詳細な測定方法・測定条件は不明であ

るが、使用機器はＥＤＡＸ社製、Eagle-3型の蛍光Ｘ線分析装置である。ロジウム管球で、測定雰囲

気は真空、一つの資料に対して、二種のエネルギー照射（高・低）をおこなっている。

結果は表２．３の通りである。胎土について図２、釉について図３のデンドログラムを得た。釉薬

については層が薄く測定不能なPUKO8と、釉表面から測定したＮＡＯ２ＮＡＯ５がある。

１．１．胎士

胎土について、閏清窯、浦口窯もしくはビロースクタイプ、今帰仁タイプと単純に二分することは

できなかった。しかし、距離2.2付近で切断すると５つのクラスターに分類することができる。

まず、第１クラスターには窯跡出土品をみると閏清義窯下窯崗（ＭＩＱＯｌ～03)、閨清安仁渓

(ＭＩＱ０４．０５)、閏情義窯上武坪（MIQO6)、のビロースクタイプと浦口窯錦山寺２資料のうちの１

点（PUKO9)、浦口窯西山第２地点３資料のうちの２点（PUK24.26）の今帰仁タイプ・今帰仁関

連タイプに清田庄辺窯碗窯墾（PUTl4）が含まれており、ビロースクタイプ、今帰仁タイプが混在

する。今帰仁城跡資料では内底輪状釉剥ぎのＮＡＯｌとビロースクタイプのＮＡＯ４．０６が含まれた。

－１１１－



胎土分析資料一覧表表１

：肝：部位

Ⅲ
似
い
Ⅱ
冊
朋
Ⅳ
肥
Ⅲ
１
１
１

０
０
０
０
０
０
０

１
２
３
４
５
６
７

Ｑ
Ｑ
Ｑ
Ｑ
Ｑ
Ｑ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ

Ａ
Ａ
Ａ

Ａ
Ａ

Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ｍ
Ｍ
Ｕ
Ｕ
Ｕ
Ｕ
Ｕ

Ｎ
Ｎ

Ｐ
Ｐ

爵
膳

if
博多遺跡群 表1.2を参照群出土資料は第３章第３節２

－１１２－

資料名 出土・採集地点 タイプ／形態（焼成方法・文様等） 器種・部位 図番号

ＮＡ､０１
今帰仁城跡今本大庭東側土溜

沿Ⅱ層（黒色土層）
請田庄辺窯か？内底輪状釉剥ぎ 碗・底部 第３章第４節図１

ＮＡＯ２
今帰仁城跡今本大庭東側士溜

沿Ⅱ層（黒色土層）
今帰仁タイプ／内底輪状釉剥ぎ 碗・底部 第３章第４節図１

ＮＡ､０３
今帰仁城跡4次今本東ヘキＩ層

0219

ビロースクタイプⅢ類／内底印花蓮

華文
碗・底部 第３章第４節図１

ＮＡ､０４
今帰仁城跡今志第６ＲⅢ0-5、

6ＡⅡ10-15
ピロースクタイプⅡ類 碗・底部 第３章第４節図1

ＮＡ､０５ 今帰仁城跡今本D-3第Ⅶ層 今帰仁タイプ／内底露胎 碗・底部 第３章第４節図１

ＮＡ､０６ 今帰仁城跡今志第５ＢⅣ層0-8 ビロースクタイプＩ類 碗・口縁部 第３章第４節図1

ＮＡ,０７ 今帰仁城跡 今帰仁タイプ／内底露胎 体部 第３章第４節図１

(同タイプの資

科番号）

ＭＩＱＯ１ 閏情義窯下窯崗 ビロースクタイプⅢ類 碗・口縁部 第３章第２節３図4-21

ＭＩＱＯ２ 閨清義窯下窯崗 ビロースクタイプⅡ類 碗・口縁部 第３章第２節３図4-19

ＭＩＱＯ３ 閏清義窯下窯崗 ビロースクタイプＩ類先行タイプ 碗・底部 第３章第２節３図4-17

ＭＩＱＯ４ 閏清安仁渓窯 ビロースクタイプＩ類先行タイプ 碗・底部 第３章第２節３図2-1

ＭＩＱＯ５ 閨清安仁渓窯
ビロースクタイプＩ類先行タイプ／

内面櫛描文
碗・底部 第３章第２節３図2-3

ＭＩＱＯ６ 閏清義窯上武坪 ピロースクタイプⅢ類 碗・底部 第３章第２節３図3-13

PＵＫＯ７ 浦口窯上元山 今帰仁タイプ／内底露胎・小形 碗・底部 第３章第２節２図2-1

ＰＵＫ､０８ 浦口窯上元山 今帰仁タイプ／内底露胎 碗・底部 第３章第２節２図2-9

ＰＵＫ､０９ 浦口窯錦山寺
内底露胎・体外面に縦方向の幅広へ

ラ彫り・竜泉窯系統
浅碗・底部 未実測

ＰＵＫ・１０ 浦口窯錦山寺
鷹島海底遺跡出土類似品、同安・竜

泉系統
碗・底部 第３章第２節２図4-33

ＰＵＫ､１１ 浦口窯碗窯山 今帰仁タイプ／内底輪状釉剥ぎ 碗・底部 第３章第２節２図2-10

ＳＡＭ１２ 三明中村烟瑠窯蛇頭山
ピロースクタイプ／円盤状高台・内

湾口縁・内壁蓮弁文
碗・口縁部 第３章第２節３図9-67

ＮＡＰ､1３ 南平茶洋窯
ビロースクタイプ／円盤状高台・内

湾口縁
Ⅲ 第３章第２節３図8-64

ＰＵＴ､１４ 甫田庄辺窯碗窯墾 内底輪状釉剥ぎ・鍔状口縁 碗 第３章第２節２図4-44

ＭＩＱ２０ 閏情義窯老猫坑 ビロースクタイプＩ類 碗・底部 第３章第２節３図5-32

ＭＩＱ２１ 閏情義窯老猫坑 ビロースクタイプＩ類 碗・口縁部 第３章第２節３図5-28

ＭＩＱ２２ 閨清義窯老猫坑 ビロースクタイプⅡ類／無文 碗・底部 第３章第２節３図5-35

ＭＩＱ２３ 閏清義窯老猫坑 ビロースクタイプⅡ類／無文 碗・口縁部 第３章第２節３図5-35

ＰＵＫ２４ 浦口窯西山第２地点 今帰仁タイプ／内底露胎 碗・底部 第３章第２節２図3-32

ＰＵＫ､２５ 浦口窯西山第２地点 今帰仁タイプ／内底露胎 碗・口縁部 第３章第２節２図3-28

ＰＵＫ､２６ 浦口窯西山第２地点 今帰仁タイプ／内底露胎 碗・口縁部 第３章第２節２図3-28

ＭＩＱ２７ 閏清青窯窯隔 ビロースクタイプⅡ類／印花文 碗・底部 第３章第２節３図6-57

ＭＩＱ２８ 閏清青窯窯隔 ビロースクタイプⅡ類／内壁蓮弁文 碗・口縁部 第３章第２節３図6-51

ＭＩＱ２８ 閏清青窯窯隔 ビロースクタイプⅢ類 碗・口縁部 第３章第２節３図6-59
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このうち、形態が請田庄辺窯と類似しているＮＡＯ１は蕾田庄辺窯碗窯墾（PUT14）ともっとも類似

する結果となった。

第２クラスターには三明中村烟璃窯蛇頭山（ＳＡＭ１２)、閏清青窯窯隔（ＭＩＱ27～29）と閨清義窯

老猫坑４資料のうちの２点（ＭＩＱ２１．２２）が含まれ、三明中村烟瑠窯と閏清窯の全てビロースクタ

イプの白磁であった。今帰仁城跡出土品は含まれなかった。

第３クラスターには窯跡出土品では浦ロ窯上元山（PUK０７．０８)、浦口窯碗窯山（PUK１１）と浦

に|窯西山第２地点３資料のうちの１点（PUK25)、浦に|窯錦山寺２資料のうちの鷹島海底遺跡出土

類似品１点（PUK10）が含まれ、浦□窯の今帰仁タイプ・今帰仁関連タイプのみのクラスターに

なった。今帰仁城跡出土品はＮＡＯ５．０７の今帰仁タイプの白磁がこのクラスターに含まれ、胎土分

析と形態分類とが矛盾しない結果となった。

第４クラスターには窯跡資料では閨清義窯老猫坑４資料のうちの２点（ＭＩＱ２０．２３）のビロース

クタイプが含まれた。今帰仁城跡出土品はピロースクタイプのＮＡＯ３と、類似度は低いが、今帰仁

タイプのＮＡＯ２が含まれている。

第５クラスターはクラスターにならず、単独であるが南平茶洋窯（ＮＡＰ１３）のビロースクタイプ

で浦□窯や閏清窯と異なる胎士であることが示された。

以上をまとめると窯跡資料では第１クラスターは閏清窯のビロースクタイプ、浦口窯の今帰仁タイ

プ・今帰仁関連タイプ、蕾田庄辺窯碗窯墾が混在するという結果となり、間清窯、浦口窯もしくはビ

ロースクタイプ、今帰仁タイプと大きく二分することはできなかったものの、第２・第４クラスター

に閨清窯のビロースクタイプ、第３クラスターに浦口窯の今帰仁タイプ・今帰仁関連タイプ、第５ク

ラスターに南平茶洋窯が分類できることがわかった。ただし浦□窯錦山寺、浦□窯西山第２地点、閨

清義窯老猫坑の資料は一部が別クラスターに分類されており、これが胎土分析の方法の問題や、分析

機器の精度の問題、資料数の少なさによるものか、それとも同一の窯でも複数の胎土を使用するのか

など不明の点が残された。

今帰仁城跡資料では今帰仁タイプのＮＡＯ５．０７が浦□窯のクラスターに入った。宮城が、今帰仁

－１１３－
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タイプは上元山地点採集品に多くの類似点を見いだすことができると指摘している（第３章第２節

1.1.）が、胎士分析の結果も浦口窯上元山（PUK０７．０８）と同じクラスターに入っている。ピロー

スクタイプのＮＡＯ３と今帰仁タイプのＮＡＯ２は閏清窯のクラスターに入った。ただしＮＡＯ２は類似

度が低い。ＮＡＯ１．０４．０６は浦口窯・閨清窯が混在するクラスターに入ったが、請田庄辺窯製品に

類似するＮＡＯｌについては清田庄辺窯がもっとも類似する結果となった。

１．２．釉薬

釉薬について同じく検討すると、胎士と同様に閏清窯、浦口窯もしくはビロースクタイプ、今帰仁

タイプと大きく二分することはできなかった。しかし、距離2.5付近で切断すると５つのクラスター

に分類することができる。

まず、第１クラスターには窯跡出土品をみると閏清義窯下窯崗３資料のうちの２点（ＭＩＱ01.

02)、閏清安仁渓２資料のうちの１点（MIQO5)、閨清義窯老猫坑４資料のうちの１点（ＭＩＱ23）

のビロースクタイプと浦口窯錦山寺（PUK０９．１０)、浦口窯碗窯山（PUK１１)、浦口窯西山第２地

点３資料のうちの２点（PUK24.26)、浦口窯上元山（PUKO7）の今帰仁タイプ・今帰仁関連タイ

プに青田庄辺窯碗窯墾（PUTl4）が含まれ、ビロースクタイプ、今帰仁タイプが混在する。今帰仁

城跡資料では内底輪状釉剥ぎのＮＡＯ１と今帰仁タイプのＮＡＯ７が含まれた。胎土の結果と同様、形

態から蕾田庄辺窯と類似しているＮＡＯｌは笛田庄辺窯碗窯襲（PUT14）ともっとも類似する結果と

なった。

第２クラスターには三明中村烟璃窯蛇頭山（SAM１２)、閏清青窯窯隔（ＭＩＱ27～29)、閨情義窯

老猫坑４資料のうちの３点（ＭＩＱ20～22）が含まれた。三明中村烟璃窯と閨清窯の全てビロースク

タイプの白磁であり、胎土分析の第２クラスターとほぼ同様の結果となった。今帰仁城跡出土品は

ＮＡＯ３．０４．０６のビロースクタイプが含まれ、釉薬の分析と形態分類とが矛盾しない結果となった。

第３クラスターには閏清義窯下窯崗３資料のうちの１点（MIQO3)、閏清安仁渓２資料のうちの

１点（MIQO4)、閏清義窯上武坪（MIQO6)、南平茶洋窯（NAPl3）が含まれ南平茶洋窯と閏清窯

の全てビロースクタイプの白磁であった。今帰仁城跡出土品は含まれなかった。

第４クラスターはクラスターにならず、単独であるが浦口窯西山第２地点３資料のうちの１点

(PUK25）の今帰仁タイプである。

第５クラスターは今帰仁城跡出土のＮＡＯ２．０５の今帰仁タイプの白磁であるが、この２点は釉が

薄いため、釉のみの分析ができずに表面から分析しており、分析値に胎土の影響が出ているものと考

えられる。

以上をまとめると窯跡資料では第１クラスターは閏清窯のビロースクタイプ、浦口窯の今帰仁タイ

プ・今帰仁関連タイプ、請田庄辺窯碗窯墾が混在するという結果となり、胎土と同様に閨清窯、浦口

窯もしくはビロースクタイプ、今帰仁タイプと大きく二分することはできなかったものの、第２・第

３クラスターに閏清窯のビロースクタイプがまとめられた。ただし浦口窯西山第２地点、閨清義窯下

窯崗、閨清安仁渓、閨情義窯老猫坑の資料は一部が別クラスターに分類きれており、これが胎土分析

同様、方法の問題や、分析機器の精度の問題、資料数の少なさによるものか、それとも同一の窯でも

複数の釉を使用するのかなど不明の点が残された。

今帰仁城跡資料ではビロースクタイプのＮＡＯ３．０４．０６が閏清窯のクラスターに入った。ＮＡ

Ｏ１．０７は浦口窯・閨清窯が混在するクラスターに入ったが、今帰仁タイプのＮＡＯ７は胎土と同じく

浦口窯上元山（PUKO7）と類似度が高い。甫田庄辺窯製品に類似するＮＡＯｌについては青田庄辺窯
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碗窯墾（PUT14）がもっとも類似する結果となった。表面から分析したＮＡＯ２．０５は正確な分析値

が得られず別クラスターとなった。

１．３．小結

窯跡資料が少なすぎて産地推定は難しいが、限られた資料であえて検討してみる。

胎土・釉薬とも閏清窯、浦口窯と大きく二分することはできなかった。しかしながら、閨清窯だけ

のクラスター、浦口窯だけのクラスターもあり、ある程度の分類は可能である。これらの結果から、

今帰仁城跡出土品の検討をまとめると表４のようになる。ＮＡＯ3～07は形態分類と矛盾しない結果

となった。ＮＡＯｌは胎土・釉薬とも閏清窯、浦口窯が混在するクラスターに入ったが、請田庄辺窯

碗窯墾（PUT14）ともっとも類似する結果となり、形態・胎土・釉薬から請田庄辺窯の製品である

可能性が高いと考えられる。分析した今帰仁タイプのうち、ＮＡＯ５．０７は浦口窯上元山にもっとも

類似していた。釉薬の正確な分析値が得られなかったＮＡＯ２は胎土の分析では閨清窯のクラスター

に入っており、唯一形態分類と矛盾している。

２．福岡市埋蔵文化財センター設置機器による今帰仁城跡資料・博多遺跡群資料の胎士分析

珪酸塩研究所が分析した今帰仁城跡出土白磁７点と博多遺跡群出土白磁28点の分析を行った。博多

遺跡群資料の詳細は第３章第３節２表1.2を参照されたい。

分析は福岡市埋蔵文化財センター設置のエネルギー分散型微小部蛍光Ｘ線分析装置（EＤＡＸ社製

Eagle以一probe）で行った。測定条件はモリブデン管球、電圧35kV、資料室の測定雰囲気は真空、

測定範囲径0.3ｍｍ、測定時間300秒である。分析元素は主成分元素であるＮａ、Ｍｇ、Ａｌ、Ｓｉ、Ｋ、Ｃａ、

Ti、Ｆｅを対象とし、この８元素の酸化物の和を１００とする重量濃度比を求めた。定量計算は標準資料

なしのファンダメンタルパラメータ法による。

資料は非破壊であり、測定は破断面の汚染の少なそうな部分を選んだ。陶磁器の胎土はよく溶けて

表４今帰仁城跡出土白磁胎土分析の検討

釉薬ｌム
ロ
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タイプ 胎士 釉薬 所見

ＮＡ､０１
請田庄辺窯か？内底輪状

釉剥ぎ
混在 混在

混在するクラスターに入ったものの、胎士・釉薬と

も蕾田庄辺窯出土品ともっとも近い結果となり、形

態分類と矛盾しない結果になった。

ＮＡ､０２
今帰仁タイプ／内底輪状

釉剥ぎ
閏清 不明

釉薬は測定できなかった。胎士は閏清窯のクラス

ターに入り、形態分類と異なる結果となった。

ＮＡ､０３
ビロースクタイプⅢ類／

内底印花蓮華文
閏清 閏清

胎土・釉薬ともに閏清窯のクラスターに入り、形態

分類と矛盾しない結果になった。

ＮＡ､０４ ビロースクタイプⅡ類 混在 閏清

胎士は混在するクラスターに入ったものの、釉薬は

閏清窯のクラスターに入り、形態分類と矛盾しない

結果になった。

ＮＡ､０５ 今帰仁タイプ／内底露胎 浦口 不明

釉薬は測定できなかった。胎土は浦口窯のクラス

ターに入り、上元山地点にもっとも類似した。形態

分類と矛盾しない結果となった。

ＮＡ､０６ ビロースクタイプＩ類 混在 閏清

胎土は混在するクラスターに入ったものの、釉薬は

閏清窯のクラスターに入り、形態分類と矛盾しない

結果になった。

ＮＡ､０７ 今帰仁タイプ／内底露胎 浦口 混在

釉薬は混在するクラスターに入ったものの、胎土は

浦口窯のクラスターに入り、上元山地点にもっとも

類似した。形態分類と矛盾しない結果になった。



いるとはいえ不均一であり、また測定面積も微小のため、測定結果にはばらつきが見られることが予

想された。また、埋没時の汚染も考慮する必要がある。そこで複数箇所測定し、代表的な分析値を採

用した。ＮＡＯ5.772500560.832700029．832700030については釉薬の層が薄く、釉薬に関する分析

はできなかった。

結果は表５の通りである。これらの結果をクラスター分析し、胎土について図４，釉薬について図

５のデンドログラムを得た。

２．１．胎土

距離４４付近で切断することで、３つのクラスターに分類した。

第１クラスターには今帰仁城跡出土ＮＡＯ３．０６のビロースクタイプ２点と博多遺跡群出土のビ

ロースクタイプ１０点、類今帰仁タイプ１点の13資料がある。類今帰仁タイプの772500560を除くとビ

ロースクタイプが占めた。このクラスターを「ビロースク」としておく。

第２クラスターには１４資料ある。今帰仁城跡出土品ではＮＡＯ２．０５．０７の今帰仁タイプ３点とＮＡ

Ｏｌの清田庄辺窯とみられるもの、ＮＡＯ４のビロースクタイプ各１点があり、博多遺跡群出土品では

今帰仁タイプ３点、類今帰仁タイプ1点、浦口窯と恩われるもの４点、ビロースクタイプの１点があ

る。ＮＡＯ4.024400200の２点を除けば今帰仁関連のタイプが占めている。さらに、今帰仁タイプと

浦口窯と思われるものの比率が高い。このクラスターを「今帰仁・浦口」としておく。

第３クラスターには博多遺跡群出土の８資料がある。ビロースクタイプ２点のほかは今帰仁関連の

タイプが占めている。そのなかでも、類今帰仁タイプの比率が高い。このクラスターを「類今帰仁」

としておく。

２．２．釉薬

釉薬は距離3.7付近で切断することで３つのクラスターに分類した。

第１クラスターには９資料があり、今帰仁城跡出土の今帰仁タイプＮＡＯ７と博多遺跡群出土の今

帰仁タイプ２点、類今帰仁タイプ２点、浦口窯と思われるものｌ点、ビロースクタイプ３点である。

やや今帰仁関連タイプの比率が高い。このクラスターを「今帰仁関連？」としておく。

第２クラスターには13資料ある。今帰仁城跡出土ビロースクタイプＮＡＯ３．０４．０６の３点と博多

遺跡群出土ビロースクタイプ９点、類今帰仁タイプ1点である。類今帰仁タイプの832700028を除く

とビロースクタイプが占めた。このクラスターを「ビロースク」としておく。

第３クラスターには９資料があり、今帰仁城跡出土品では清田庄辺窯とみられるＮＡＯ１と今帰仁

タイプＮＡＯ2各1点、博多遺跡群出土品では今帰仁タイプ２点、類今帰仁タイプ２点、浦口窯と思

われるもの２点、ビロースクタイプ1点である。ビロースクタイプ884305419を除くと今帰仁関連タ

イプが占めた。このクラスターを「今帰仁関連」としておく。

２．３．小結

福岡市埋蔵文化財センター設置の機器でおこなった胎土と釉薬の分析をまとめると表６のようにな

る。かなりの確率で形態分類と胎土・釉薬の分析が一致している。今後窯跡出土品との直接比較がで

きれば、産地についても考察が可能になろう。
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表５福岡市埋蔵文化財センター設置機器による胎土・釉薬の分析値

Ａ,0１

Ａ,０２

Ａ,０３

Ａ,０４

Ａ,０５

Ａ,０６

Ａ,０７

772500560

783301398

832700028

832700029

832700030

840405582

840405584

840405585

840405588

840405645

840405646

840405648

840405649

850900315

874010220

884305419

884305579

886200331

886200332

886200333

896350464

911100322

955410953

955411360

995201106

000600771

024400200

056600344

ＮＡＯ5.772500560.832700029.832700030は釉層簿<分析不能

－１２０－

胎士（ｗｔ%）

Ｎａ2０ ＭｇＯ Ａｌ2０３ SｉＯ２ Ｋ2０ ＣａＯ ＴｉＯ２ Ｆｅ２０３

釉薬（ｗｔ%）

Ｎａ2０ ＭｇＯ Ａｌ2０３ SｉＯ２ Ｋ2０ CaO ＴｉＯ２ Fe203

ＮＡＯ１ 0．００ 1．００ 24.85 70.02 2．２３ 0．０９ ０２３ １．５９ 0．２０ ０．７７ 13.45 67.84 1．９３ 14.22 ０．１８ 1．４１

ＮＡ､０２ 0．２２ 0．９７ 23.61 67.46 4．３５ ０．１６ 0．３７ 2．８５ １．１６ 0．４５ 9．９８ 71.17 2．７８ 13.03 ０１９ 1．２４

ＮＡ､０３ 0．７６ 0．８０ 24.53 68.16 ３８４ 0．０７ 0．１９ 1．６５ 0．５５ 0．５９ 14.45 69.41 4．３２ 9．７０ 0．１０ 0．８９

ＮＡ､０４ 0．００ 0．６８ 23.02 71.88 2．６６ 0．０６ 0．１８ 1．５２ 0．７４ 0．８１ 17.93 6８８８ 4．５８ 5．９４ 0．１７ 0．９６

ＮＡ､０５ 0．００ 0．８７ 2１３４ 72.00 2．９７ 0．０９ 0．３１ 2．４２

ＮＡ､０６ 0．７９ 0．８６ 23.65 69.80 3．０７ 0．０７ 0．１５ 1．６１ 018 0．５０ 17.67 66.77 4．４２ 9．３４ 0．１３ ０９９

ＮＡ､０７ 0．３８ 1．０３ 20.18 72.52 3．２０ 0.11 0．３１ 2．２８ 0．００ ０．８８ 18.35 68.59 3．６７ 5．８５ 0．２７ 2．３９

772500560 0．６８ 1.19 22.62 69.66 3．６４ 0．１７ 0．１５ 1．９０

783301398 0．００ １．１２ 22.37 71.54 2．５９ 0．１３ 0．２２ 2．０２ ０００ 0．８０ 21.07 6８７４ 3．３４ 4．３３ 0．２５ 1．４７

832700028 0．００ 0．６３ 19.04 74.88 4．１０ ０２４ 0．１４ 0．９７ 0．９９ 0．６２ 16.75 66.48 4．３１ 9．８７ 0．１５ 0．８４

832700029 0．５６ １０２ 24.76 66.42 4．３２ 0．３１ 0．３４ 2．２８

832700030 0６８ 0．９７ 21.59 70.73 3．２０ 0．１３ 0．２５ 2．４５

840405582 ０３１ 0．７１ 23.85 70.12 3．２５ ０２２ 0．１７ 1．３８ ０２６ ０６３ 19.09 68.11 4．１６ ６２５ 0．１７ 1．３２

840405584 0．２１ 0．８３ 23.55 7０２４ 3．３８ ０３１ 0．１８ 1．３０ ０．６５ ０５５ 14.85 72.10 4．４８ 6．７２ 0．１２ 0．５３

840405585 0．００ ０７３ 22.95 7０９０ 3．６１ 0．３７ 0．２０ 1．２４ 0．４３ 0．５６ 17.32 69.31 4．１２ 7．５２ 0．０９ 0．６４

840405588 0．７２ ０．９６ 2１２８ 7１６０ 3．６７ 0．６０ 0．１５ 1．０１ 0．３６ 0．７３ 1６７４ 70.53 3．２３ 7．６３ ０１３ 0．６６

840405645 0．４２ 0．８７ 23.41 6８６０ 4．８１ 0．３０ 0．２１ １．３８ 0．３０ 0．６６ 16.26 68.62 5．２２ 8．０３ 0．１２ 0．８０

840405646 0．８０ 5．２１ 23.83 6５５３ 2．９２ 0．１６ 0.19 1．３６ 0．５８ ０．６４ 14.57 67.63 6．３８ 9．００ 0．１８ 1．０３

840405648 0．４９ 0．９４ 23.77 69.65 3．３６ 0．３３ 0．１２ 1．３５ 0．６１ 0．５９ 16.17 70.36 4．４３ 7．０３ 0．１４ 0．６６

840405649 1．６０ 3．６５ 21.41 6８７２ 3．１７ 0．２３ 0.11 1.11 0．４２ 2．１８ 17.64 69.33 4．３９ 4．９５ 0．０８ 1．０３

850900315 0．４１ 0．９５ 22.86 70.51 3．５０ 0．１７ 0．１７ 1．４３ 0．４８ 0．６３ 16.81 68.07 3．９１ 9．２４ ０．１１ 0．７５

874010220 0．２５ 1．１５ 21.93 71.95 2．７６ 0．２３ 0．２０ 1．５２ 0．１４ 0．８８ 16.61 63.12 3．２２ 1４２６ 0．１３ １６５

884305419 ０．３４ 0．６８ 20.81 73.30 3．２４ 0１５ 0．１４ 1．３４ 1．３１ 1．２４ 13.12 71.19 5．０４ 6．２４ 0．２８ 1．５６

884305579 0．００ 0．５４ 17.79 76.45 3．３５ ０．２６ 0．１８ １４３ ０６２ ０７８ 16.45 66.12 4．６０ 10.36 0．１３ ０９４

886200331 0．１８ 0．９５ 20.91 74.09 2．１７ 011 0．１７ 1．４１ 0．５１ ０９０ 16.73 67.69 2．２５ 10.79 0１７ 0．９６

886200332 0．００ 0．６２ 19.17 75.73 2．５６ ０１３ 0．１７ 1．６１ 0．２２ 1．０１ 19.72 74.56 2．４６ 0．５１ 0．１６ 1．３７

886200333 0．３５ 0．７５ 19.90 74.60 2．６４ 0．２７ 0．１６ 1．３４ 0．４６ 0．９２ 2０３３ 70.56 2．６４ 3．８０ 0．１３ 1．１６

896350464 0．７９ 1．２３ 23.60 69.85 2．３１ 0．１３ 0．１９ 1．８９ 0．４８ 0．９４ 21.43 71.60 2．４４ 1．３８ 0．１８ 1．５５

911100322 0．５９ 0．９０ 23.62 70.54 2．２４ 0．２８ 0．２２ １６２ 0．６３ 0．４５ 14.46 60.86 2．０９ 14.30 ０．１４ 7．０６

955410953 0．２４ 0．９３ 17.92 74.38 4．４６ 0．３３ 0．１８ １．５５ 0．００ 0．９４ １７．２１ 67.07 4．５４ 8．４８ 0．１９ 1．５７

955411360 0．３６ 0．８８ 23.70 68.09 4．０２ 0．２７ 0．２９ 2．３９ 0．４３ 0．９０ 15.92 62.52 3．５６ １４．７５ 0．１６ 1．７７

995201106 0．４７ 0．７３ 21.25 71.66 3．１８ 0．２２ 0．３０ 2．２０ 0．３６ ０．６３ 15.38 60.16 2．７２ 16.36 0．２２ 4１６

000600771 0．５４ 0．８２ 22.60 69.79 ４１２ 0．２２ 0．１７ 1．７４ ０．９８ 0．６０ 17.04 6６６０ 4．８３ 9．１１ ０１２ 0．７１

024400200 ０．３０ 1．１０ 23.90 6８６１ 3．６６ 0．１９ ０．２９ 1．９３ 0．１６ 0．７４ 18.95 70.19 4．２９ 4．４８ 0．１６ 1．０２

056600344 ０．９４ 1．３６ 2３０７ 67.63 4．１７ ０１８ 0．２８ 2．３８ １．０３ 0．９０ 21.43 61.13 4．１２ 9．４６ 0．２１ 1．７２
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表６ 今帰仁城跡と博多遺跡群出土白磁胎土分析の検討

胎釉薬

８
３
０
４

９
５
６
４

３
９
３
３

４
５
６
７

１
０
１
０

０
０
０
０

０
１
１
０

３
４
４
６

Ａ
Ａ
Ａ
Ａ

３
５
５
６

８
５
５
５

Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ

７
９
９
０

：
－１２２－

タイプ 胎土・釉調 胎土 釉薬

ＮＡ､０１ 請田庄辺窯か？内底輪状釉剥ぎ
淡灰白色磁質・精良、やや灰色帯透
明釉、内底に白泥付

今帰仁・浦口 今帰仁関連

ＮＡ､０２ 今帰仁タイプ／内底輪状釉剥ぎ
暗灰色磁質、やや青味帯淡灰白色不透
明釉

今帰仁・浦口 今帰仁関連

ＮＡ､０３
ビロースクタイプⅢ類／内底印
花蓮華文

淡灰白色磁質、やや水色帯乳白色釉 ビロースク ビロースク

ＮＡ､０４ ビロースクタイプⅡ類 淡灰白色磁質、淡灰白色透明釉 今帰仁・浦口 ビロースク

ＮＡ､０５ 今帰仁タイプ／内底露胎 灰色磁質、淡オリーブ色透明釉 今帰仁・浦口 測定不能

ＮＡ､０６ ビロースクタイプＩ類 淡灰白色磁質、やや黄味帯乳白色釉 ビロースク ビロースク

ＮＡ､０７ 今帰仁タイプ／内底露胎 淡灰白色磁質、淡オリーブ色不透明釉 今帰仁・浦口 今帰仁関連？

783301398 今帰仁タイプ／露胎・碗 淡灰白色磁質、淡灰オリーブ色透明釉 今帰仁・浦口 今帰仁関連？

955410953 今帰仁タイプ／露胎・碗 淡灰白色磁質、青色帯透明釉 類今帰仁 今帰仁関連？

955411360 今帰仁タイプ／輪剥ぎ・碗 淡灰白色磁質、やや青灰色帯透明釉 今帰仁・浦口 今帰仁関連

056600344 今帰仁タイプ／輪剥ぎ・碗 灰色磁質、やや青味帯淡灰色半透明釉 今帰仁・浦口 今帰仁関連

772500560 類今帰仁タイプ／輪剥ぎ・碗
白色磁質、やや黄味帯淡灰色半透明
釉、高台に白泥

ビロースク 測定不能

832700028 類今帰仁タイプ／輪剥ぎ・碗
白色磁質、淡灰白色透明釉、高台に
白泥

類今帰仁 ビロースク

911100322 類今帰仁タイプ／輪剥ぎ・碗
白色磁質、やや灰色帯透明釉、高台
に白泥

今帰仁・浦口 今帰仁関連

886200333 類今帰仁タイプ／輪剥ぎ・碗
灰白色磁質、灰白色不透明釉、高台
に白泥

類今帰仁 今帰仁関連？

886200331 類今帰仁タイプ／輪剥ぎ・碗
淡黄褐色完全磁質でない、やや黄味
帯淡灰白色不透明釉

類今帰仁 今帰仁関連

886200332 類今帰仁タイプ／輪剥ぎ・碗
灰白色磁質、淡灰白色透明釉、高台
に白泥

類今帰仁 今帰仁関連？

874010220 浦口窯？・小形Ⅱ(外面蓮弁文） 淡灰白色磁質、やや青灰色帯透明釉 類今帰仁 今帰仁関連

896350464 浦口窯？・露胎碗 灰色磁質、灰青色透明釉 今帰仁・浦口 今帰仁関連？

832700030 浦口窯・碗 淡灰白色磁質、淡青緑色不透明釉 今帰仁・浦口 測定不能

832700029 浦口窯・碗 淡灰白色磁質、やや黄味帯透明釉 今帰仁・浦口 測定不能

995201106 浦口窯・碗（外面蓮弁文） 灰色磁質、ややオリーブ色帯透明釉 今帰仁・浦口 今帰仁関連

840405645 ビロースクⅡ類碗 灰白色磁質、灰青色透明釉 ビロースク ビロースク

884305419 ビロースクⅡ類碗 白色磁質、やや青味帯淡灰白色半透明釉 類今帰仁 今帰仁関連

024400200 ビロースクⅡ類碗 淡灰白色磁質、青味帯透明釉 今帰仁・浦口 今帰仁関連？

840405588 ビロースクⅡ類碗 淡灰白色磁質、乳白色不透明釉 ビロースク ビロースク

840405648 ビロースクⅢ類碗 淡灰白色磁質、灰色透明釉 ビロースク ビロースク

840405649 ビロースクⅢ類碗 淡灰白色磁質、やや黄味帯透明釉 ビロースク 今帰仁関連？

840405584 ピロースクⅢ類碗
淡灰白色磁質、やや青味帯淡灰白色
半透明釉

ビロースク ビロースク

850900315 ビロースクⅢ類碗 淡灰色磁質、淡灰色透明釉 ビロースク ビロースク

840405585 ビロースクⅢ類碗 白色磁質、やや青味帯淡灰白色不透明釉 ビロースク ビロースク

000600771 ビロースクⅢ類碗 淡黄白色磁質、淡黄白色半透明釉 ビロースク ビロースク

840405582 ビロースクⅢ類Ⅲ 淡灰白色磁質、青味帯淡灰白色不透明釉 ビロースク 今帰仁関連？

884305579 ビロースクⅡｏｒⅢ類Ⅱ 淡灰白色磁質、やや青味帯透明釉 類今帰仁 ビロースク

840405646 ビロースクⅢ類碗 灰白色磁質、やや黄味帯透明釉 ビロースク ビロースク



おわりに

今回の分析では特に窯跡資料の数が少なかったため、限られた資料との類似度の比較しかできてい

ない。生産窯の推定を行うためには同一の窯資料の数を更に増やし、窯の中での胎土の相違をみる必

要があるし、今回対象にならなかった窯の資料も、類似していない事を示すために分析を行う必要が

ある。また、今回類似していた窯以上に類似する窯がある可能性は十分に考えられるため、今回の分

析結果は途中経過として考えておく必要があり、今後、窯跡資料の分析結果が増えれば、再検討を要

するものである。
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える』、pp353～370,新人物往来社
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第３章第５節今帰仁タイプとビロースクタイプの編年・貿易港・生産と流通１

今帰仁タイプとビロースクタイプの年代的位置付けと貿易港

金武正紀

今帰仁村教育委員会

ＫＩＮ Ｓｅｉｋｉ

ＢｏａｒｄｏｆＥｄｕｃａｔｉｏｎＮＡＫＩＪＩＮＶｉｌｌａｇｅ

１．今帰仁タイプの年代的位置付け

１．１・今帰仁タイプ白磁碗と共伴陶磁器

今帰仁タイプ白磁碗との共伴陶磁器で最も注目されるのは今帰仁城跡主郭の第９層、第７層であ

る(1)。

今帰仁城跡主郭第９層（築城前夜）

第１図の12が今帰仁タイプＩ類で、その共伴陶磁器でｌの青磁劃花文碗や２．３の青磁櫛描文Ⅲ

（珠光青磁）など若干古いタイプも共伴しているが、４～１０の青磁鎬蓮弁文碗が最も多く第９層の

主体遺物と考えられる。また、11の白磁口禿碗、１４の白磁口禿Ⅲなども共伴しており、第９層の年

代を考える場合、今帰仁タイプＩ類、青磁鎬蓮弁文碗、白磁口禿碗・皿の共伴を基準として考えた

い。

今帰仁城跡主郭第７層（今帰仁城第１期）

第２．３図が第７層における白磁と青磁の共伴である。第２図１～６が今帰仁タイプである。こ

の第７層において今帰仁タイプが最も多く、今帰仁タイプの基準層序と考えられる。共伴としては

白磁□禿碗.Ⅲ（図２の11～13）が多く、共伴の主な白磁と考えられる。注目されるのは、この第

７層でピロースクタイプＩ類（図２の７．８）とⅡ類（図２の９．１０）が登場することである。青

磁では鎬蓮弁文碗（第３図２～６）が第９層に続いて多く出土しているが、ラマ式蓮弁文碗（図３

の８）や弦文帯碗（図５の７）などが登場する。mでは口折の古手、（図３の11～13）が多く、共

伴Ⅲの主体と考えられる。碗．Ⅲ以外で注目されるのは15の酒会壺である。また、１６の大海茶入、

17の肩衝茶入など茶入の登場も注目きれる。

今帰仁城跡主郭第６層と第５層（今帰仁城第Ⅱ期）

第６層は造成土であるが、僅かに遺物を包含する。これは第５層からの落ち込みが多いと考えら

れたので、基本的には第５層の遺物と考えておいた。この層で注目されるのは今帰仁タイプＩ～Ⅲ

類は消えて、白磁大型外反碗（庄辺窯系）（図４の８）が登場することである。ざらに、この時期

にビロースクタイプⅢ類碗（図４の６．７）が登場する事も注目される。青磁では内底に印花の

ある外面無文の下脹れ外反碗（図５のｌ～６）と、高麗青磁（第５図21）が登場することも注目さ

れる。

口禿碗（図４のｌ）やビロースクタイプＩ（図４の２)、ビロースクタイプⅡ（図４の３～５）

の終末とビロースクタイプⅢ（図４の６．７）の登場はこの６．５層を境にして大きく変化する。

第４．３層の造成層を挟んで第２．１層の白磁の主体はビロースクタイプⅢとなる。

１．２．今帰仁タイプ白磁碗の編年

今帰仁タイプ白磁碗は今帰仁城跡主郭第９層で初めて登場（第１図12）する。その共伴遺物として

第３図４の砧系鎬蓮弁文碗がある。このタイプは中国の古墓から出土しており、1272年の害藏出土と

1275年の古墓出土品が報告(2)されている。また、そのほかの鎬蓮弁文碗は13世紀末～14世紀初頃と
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図１今帰仁城跡主郭第９層出土陶磁器（Ｓ＝l/3）

青磁劃花文碗(1)、青磁櫛描文Ⅲ(2.3)、青磁蓮弁文碗鎬(4～10)、白磁口禿碗(11)、今帰仁タイプＩ類(12）

白磁瓶(13)、白磁口禿、(14)、青白磁合子蓋(15）
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図２今帰仁城跡主郭第７層出土陶磁器（１）（Ｓ＝l/3）

今帰仁タイプ白磁碗(1～6)、ビロースクタイプ白磁碗(7～１０)、白磁口禿碗(11)、白磁口禿皿(12.13）
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図３今帰仁城跡主郭第７層出土陶磁器（２）（Ｓ＝1/3）

青磁劃花文碗(1)、青磁櫛描文皿(2～6)、青磁弦文帯碗(7)、青磁ラマ式蓮弁文碗(8)、青磁櫛描文皿(9.10）

青磁口折皿(11～13)、青磁杯(14)、青磁酒会壷(15)、大海茶入(16)、肩衝茶入(17）

－１２８－



考えられていることから、今帰仁タイプが琉球へ初めて入ってきたのは13世紀後半と考えられる。

今帰仁タイプが最も大量に出土するのは第７層であり、この時期がピーク時と考えられる。第７層

での共伴遺物はビロースクタイプ（図２の７～１０)、青磁鎬蓮弁文碗（図３の２～６)、青磁弦文帯碗

(図３の７)、青磁酒会壼（図３の15）などであるが、それと同タイプが新安沈船（1323年）の遺

物(3)に多くみられる。このことをふまえ、さらに第９層との時間差なども考えて13世紀末～14世紀

初頃が今帰仁タイプのピーク時と考えておきたい。

今帰仁タイプのＩ～Ⅲ類は第７層で終り、第５層から今帰仁タイプに類似する白磁大型外反碗（庄

辺窯系）（図４の８）が登場する。第５層はビロースクタイプＩ．Ⅱ（図４の２～５）の終末とビ

ロースクタイプⅢ（図４の６．７）が登場する時期であり、白磁大型外反碗（庄辺窯系）と共に層序

的にも14世紀中頃と考えられる。

２．ビロースクタイプの年代的位置付け

２．１．ビロースクタイプ白磁碗と共伴陶磁器

共伴関係を示す最も標式的な層序は今帰仁城跡主郭の層序である。ピロースクタイプは第９層では

出土していないが、第７層で初めて登場する。第２．３図でみると、今帰仁タイプ白磁碗、白磁口禿

碗・皿、青磁鎬蓮弁文碗・皿など同時期の陶磁器と共伴している。また、第６．５層でも多く出土し

ている。第６．５層は第４．５図に示しているが、ここで最も注目されるのは今帰仁タイプは姿を消

して、ビロースクタイプⅢ類「外反碗」が登場することである。

第５図ｌ～７はまとめて埋められた祭祀遺物と考えられる一括遺物である。この中の青磁碗は新安

沖沈船の遺物と同類である。また、図５の21の高麗青磁杯も年代を決める陶磁器である。

第２層や第１層になると、ビロースクタイプ１.Ⅱ類は伝世品的に僅かに出土するが、ビロースク

タイプⅢ類が大量に出土し、今帰仁城の最も隆盛期を代表する白磁碗となる。

２．２．ビロースクタイプ白磁碗の編年

ビロースクタイプの編年で最も重要な層序は今帰仁城跡主郭の第７層、第６．５層、第２層下

部(1)である。最下層の第９層（13世紀後半）では出土していないが、第７層で最初に登場する。ビ

ロースクタイプ１．Ⅱ類は新安沈船（1323年）の積荷にもみられることと(2)、今帰仁における第９

層との時間差を考慮して13世紀末～14世紀前半と考えられる。

これまで白磁外反碗と呼んでいたビロースクタイプⅢを編年する場合、今帰仁城跡主郭第５層と第

２層下部の出土状況が注目される。第９層や第７層では出土していないビロースクタイプⅢが第５層

で初めて登場する。第５層は14世紀中頃の層であり、14世紀中頃に初めて琉球に入って来たと考えら

れる。そして、第２層下部である。この層が中国の『明實録」の「太祖實録」「大宗實録」(4)に登場

する山北王の時代の初期頃である。第２層下部では伝世品と考えられる今帰仁タイプⅡ類（図６の

１）が１点とビロースクタイプⅡ（図６の２．３）が２点出土しているが、ビロースクタイプⅢ（図

６の４～８）が大量に出土しており、ビロースクタイプＩ。Ⅱにかわって、Ⅲ類の時代と考えられる。

これらのことから、ビロースクタイプⅢ類は14世紀中頃～15世紀初頃と考えられる。

３．今帰仁タイプとビロースクタイプの生産地調査の成果

2007年９月２日～９日、福建省の古窯調査に参加した。これは熊本大学文学部木下尚子教授を代表

とする曰中共同研究「１３～14世紀海上貿易からみた琉球国成立要因の実証的研究一中国福建省を中心

－１２９－
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図４今帰仁城跡主郭第６．５層出土陶磁器（１）（Ｓ＝1/3）

白磁口禿碗(1)、ピロースクタイプ(2～7)、白磁大型外反碗(8)、白磁口禿皿(9.10)、白磁瓶(11）
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図５今帰仁城跡主郭第６．５層出土陶磁器（２）（Ｓ＝l/3）
青磁碗．Ⅲ一括遺物(1～7)、青磁弦文帯碗(8)、青磁無文外反碗(Ｂ窯系)(9)、青磁口折皿(１０～14)、

青磁杯(15～17)、天目茶碗(18)、肩衝茶入(19)、大海茶入(20)、高麗青磁杯(21）
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図６今帰仁城跡主郭第２層下部出土白磁碗（Ｓ＝l/3）

今帰仁タイプⅡ類(1)、ビロースクタイプⅡ類(2.3)、ビロースクタイプⅢ類(４～8）
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に一」の調査である。今回は特に今帰仁タイプとビロースクタイプの生産地特定が羊目的であった。

前述のとおり筆者は20年以上ピロースクタイプと今帰仁タイプの研究を続けてきた。その生産地を実

見できる時が来たのである。

９月３日、福建省博物院考古学研究所の採集陶磁器の調査から始めた。主に栗建安所長が古窯から

採集した陶磁破片である。その陶徽器を見て、沖縄出土の陶磁器に類似するのが多く確認された。特

に白磁大型外反碗（第４図８）と同類のものが甫田市庄辺窯で焼かれていることに注目した。

９月４日、連江県浦口窯の調査である。浦口窯からは今帰仁タイプが出土することは田中克子が報

告(5】しているので、今回現地確認できることに大きな期待を持っていた。浦口の上元窯、西山窯、

窯庫窯を調査し、いずれの窯跡からも今帰仁タイプのⅢ類は確認されたが、明確な１．Ⅱ類は確認で

きなかった。しかし、Ｉ、Ⅱ、Ⅲ類は僅かな違いであり、器形、素地、施釉方法などはほぼ同じであ

るので、今帰仁タイプは浦口窯産であると確認した。ちなみに、上記田中報告の第４図15は今帰仁タ

イプＩと考えられる（５１．

９月５日、間清県義窯の井后崗窯、老猫坑窯の調査。井后崗窯では沖縄で出±す患11世紀後半から

12世紀の白磁玉縁碗、白磁端反櫛描文碗など古手の陶磁器が多い。この古手の白磁碗は器形、素地、

施釉方法など沖縄出土の白磁碗と同じと確認した。白磁玉縁碗については、これまで同安窯系とする

研究者が多かったが、今回井后崗の白磁碗を実見して閲江系と考えられる。井后崗ではピロースクタ

イプも１点確認できた。

老猫坑窯は道路工事で破壊されていたが、崖下に陶磁器や匡鉢などの窯道具が散布しており、窯跡

であることが理解できた。その中にピロースクタイプＩとⅡが多く見られた。しかも古手が見当たら

ず、すべてビロースクタイプであ鳥。ついにピロースクタイプの窯跡が確認されたのである。あとは

ビロースクタイプⅢの確認である。その可能性を最後の調査に期待した。

９月６日、青窯窯隔の調査である。青窯は閏江の支流安仁渓に造られたダムの西側にある洪芸村か

らダム沿いに約２ｋｍ南下した所にある。そのダムを挟んで東側ダム沿いに前日調査した老猫坑窯が

ある。窯隔ではピロースクタイプＩ、Ⅱと、期待のmも確認できた。沖縄出土のビロースクタイプ

Ｉ。Ⅱ・Ⅲは安仁渓を挟んで西の窯隔、東の老猫坑窯などで生産され、閏江を下って琉球まで運ばれ

たと考えられる。

９月７日、３日間で採集した陶磁器を福建省博物院で特に今帰仁タイプ、ピロースクタイプを中心

に分類、実測、写真撮影。洗浄した陶磁器の中で、ビロースクタイプⅡで内体面に２本線によ愚幅広

蓮弁と内底に印花菊花文のあるのが青窯窯隔で多く採集された。以前栗氏の採集したものにもみられ

る。このタイプは現在のところ今帰仁城跡（23ページ第２図６）と住屋遺跡（23ページ第２図７）で

出土しているのみである。

今回の調査で今帰仁タイプやピロースクタイプの生産窯がほぼ確定されたことで、生産地中国と消

費地琉球の交易関係の研究が大きく前進したと考えられる。

４.今帰仁タイプ‘ピロースクタイプ白磁碗の貿易港の研究課題

中国の貿易港は生産地が閏江の近くであることから福州港が有力と考えられるが、泉州港も有力で

あり、広く福建とし、ここでは琉球の貿易港について考えてみたい。

今後の大きな課題として琉球の貿易港の特定が急がれる。

暑の中で、那覇港（渡地地区）の発掘調査が2005年度に沖縄県埋蔵文化財センター、2006,2007年度

に那覇市教育委員会文化財課によって発掘調査が実施され、現在資料整理が続いている。この調査で

－１３３－



那覇港が14世紀後半から15,16…そして現在まで貿易港として使われたことが明らかとなった。これ

は琉球の対外貿易を考える上で実に大きな成果である。｜｢李朝實録』の中に「市は江辺に在り。南

蛮・日本国・中原の商船来り、互に市す｡」（６）とあり、江辺とは那覇港の埠頭一帯で、そこで市が開

かれていたのである。那覇港が国|祭貿易港であることを示す重要な史資料である。しかし、１２世紀か

ら14世紀前半までの貿易港はまだ不

明である。那覇港の前は泊港で、そ

の前は牧港であったと歴史研究者は

述べているが、その証拠はない。筆

者は安謝川に注目している。安謝川

河口から上流に向かう右手に多和田

川（タータガーラ）という支流があ

り、多和田川の上流では銘苅)|’（メ

カルガーラ）と大湾川（オオワン

ガーラ）の二つの支流に分かれる。

これらの支流に面する丘陵上に12～

14世紀前半の遺跡がいつくも形成さ

れている。多和田川の南岸丘陵上に

安謝前東原遺跡・安謝東原南遺

跡(7)、北岸丘陵上に銘苅原遺

跡(8)・銘苅原南遺跡(9)、銘苅川の

図７那覇市と浦添市の境を流れる安謝川の支流に集中する12～14世紀前半の遺跡群
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北岸丘陵上にヒヤジヨー毛遺跡(101、大湾川の西岸に直禄原遺跡(''１が形成されている（図７）。

これらの遺跡からは12～14世紀前半の白磁玉縁碗、青磁劃花文碗、カムイヤキ須恵器、今帰仁タイ

プ、ビロースクタイプなどが多く検出されている。このことから安謝川に貿易船が入港し、そこから

支流沿いに上陸し、そこに多くの遺跡が形成されたと考えられる。今後港の発掘調査によって物的証

拠が期待される。

もう一つの貿易港の問題が先島の貿易港である。八重山では与那国の慶田崎遺跡('2)、与那原遺

跡(,3)、竹富島の新里村遺跡(M)、石垣島のビロースク遺跡(１５１など、宮古では住屋遺跡('6)、高腰城

跡,17)、尻Ⅱ,遺跡('8)などで出土している。時代は新しくなるが、石垣島名蔵湾のシタダル海底遺

跡(１９ｍ)で１５世紀の中国陶磁器が大量に発見きれていることから、貿易船が名蔵湾一帯に入港したと

考えられる。このことから、１３～14世紀にも同じように貿易船の入港が考えられる。

福建→与那国島→石垣島→宮古島→沖縄島を結ぶルートも考えられるが、福建→八重山・宮古と福

建→沖縄島の２ルートも考えられる。ざらに各島が直行ルートで福建と貿易するルートも考えられる｡

現在のところルートを断定することはできないが、福建と琉球列島が琉球の公貿易以前の'3世紀後半

～,4世紀前半に盛んに交易したことは今帰仁タイプ．ビロースクタイプの陶磁器からみて、紛れもな

い事実である。
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金武正紀・宮里末廣他「今帰仁城跡発掘調査報告Ⅱｊ今帰仁村教育委員会１９９１

朱伯謙主編「龍泉窯青姿ｊ藝術家出版社台北市１９９８

｢新安海底遺物』文化公報部文化財管理局編同和出版公社（ソウル）１９８３

｢中国朝鮮の史籍における日本史料集成明實録之部（一)』図書刊行会編ｌ９７５

田中克子「博多遺跡群出土陶磁に見る福建古陶磁」「博多研究誌』第１０号博多研究会２００２

嘉手納宗徳「李朝実録抄解題」「日本庶民生活資料集成」第27巻三一書房１９８１

島弘・玉城安明・仲宗根啓他『安謝東原南遺跡ｊ那覇市教育委員会２０００

金武正紀・島弘・玉城安明・仲宗根啓他『銘苅原遺跡」那覇市教育委員会1997

當間麻子・當銘由嗣・仲嶺久里子「銘苅原南遺跡ｊ那覇市教育委員会２００２

金武正紀・城間千栄子『ヒヤジヨー毛遺跡』那覇市教育委員会ｌ９９４

樋口麻子・當銘由嗣・仲宗根久里子「銘苅直禄原遺跡」那覇市教育委員会２００３

金武正紀・大田宏好他「慶田崎遺跡』与那国町教育委員会１９８６

金城亀信「与那原遺跡ｊ与那国町教育委員会１９８８

金武正紀・島袋洋・金城亀信他「新里村遺跡」沖縄県教育委員会１９９０

金武正紀・阿利直治他「ビロースク遺跡ｊ石垣市教育委員会１９８３

大橋康二他『住屋遺跡(1)』平良市教育委員会１９９９

盛本勲・手塚直樹他『高腰城跡ｊ城辺町教育委員会１９８９

砂辺和正・宮城ゆりか他『尻川遺跡』平良市教育委員会２００３

『石垣島の遺跡ｊ沖縄県教育委員会１９７９

石垣市史考古ビジュアル版５『陶磁器から見た交流史」石垣市２００８
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第３章第５節今帰仁タイプとビロースクタイプの編年・貿易港・生産と流通２

生産と流通

田中克子

福岡市教育委員会

ＴＡＮＡＫＡＫａｔｓｕｋｏ

ＢｏａｒｄｏｆＥｄｕｃａｔｉｏｎＦＵＫＵＯＫＡＣｉｔｙ

はじめに

消費地出土の貿易陶磁器は当時の社会事情を明らかにする重要な鍵である。その陶磁器がもたらざ

れた背景にはさまざまな要因があるからである。これは、生産地側と消費地側との情報交換・相互理

解によって初めて解明されることであり、本共同研究の目指す所でもある。

本項では前に報告された消費遺跡や海底遺跡での出土状況に基づき、生産地においては把握困難な

製品の年代的位置付けやその流通について概観し、本章のまとめとしたい。なお、東南アジアを含め

た交易ネットワークの中での流通については次章の森本に譲り、本論では日本国内での流通の状況を

基に、当時の日本及び琉球と中国との交易関係について予察する。

１．生産地

まず、それぞれの生産地について再度まとめる。今帰仁タイプについては、現時点で判明した最も

近い製品を生産しているのは浦口窯である。各地点により製品や時期の違いが若干見られ、最も類似

した製品が多く確認できたのは上元山であるが、踏査地点はそれぞれ近接しており、あくまでも採集

資料による分析のため確定はできない。大きく浦口窯という範囲で捉えたい。ビロースクタイプにつ

いては、その特徴である肉厚で重量感のある製品は、閏江流域一帯でかなり広範囲に生産されている

が、この中でも特に琉球諸島一帯を中心として出土するものはほぼ閏情義窯・青窯の製品であること

は明白である。また、出土例は少ないが円盤状高台を有する製品は南平茶洋窯の製品である可能性が

高い。

２．形態変化と消長（図1.2）

今帰仁・ビロースクタイプは生産地においてどのように位置付けられるのであろうか。それぞれの

形態変化や生産の消長について、前に金武が示した編年を基に、他の消費地遺跡等での出土状況を補

足して考察する。

今帰仁タイプは今帰仁城跡で13世紀後半に初めて出現すること、さらに'281年の弘安の役で元船が

沈没した鷹島海底遺跡では極少量認められるものの、大半は浦口窯の同安・竜泉の影響を受けたと思

われる製品であることから、その生産開始時期は概ね南宋末～元初（13世紀後半）と考えてよいだろ

う。また、博多遺跡群では今帰仁タイプに類する資料に内底を輪状釉剥ぎするものが多く、これらの

年代が早いこと、さらに今帰仁城跡で最初に出現したものは輪状釉剥ぎするものであることから、こ

の方法が露胎にする方法より早<に始まった可能性がある。生産のピークは元初～中期（13世紀末～

14世紀前半）であり、今帰仁城跡においてもこの時期出土するものはほとんど内底を露胎とする製品

である。つまり、浦口窯では南宋前期（12世紀後半代）に盛んに採用された輪状釉剥ぎによる重ね焼

きの方法を踏襲しながら、次第に今帰仁タイプへと続く製品が作られるようになり、１３世紀後半位に

今帰仁タイプの形態が出現、同時に内底を露胎にする方法も採用され始め、この後14世紀前半にかけ

てこの方法が主流になったと考える。施釉後再度釉剥ぎするという途中の手間を省き、一度の浸し掛
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けによって内底を露胎のまま残して重ね焼きするという方法を採用することにより、より大量の生産

を目指したのではないだろうか。しかし、その生産時期は比較的短く、元後半（14世紀中）には今帰

仁タイプの生産は停止したと思われる。このタイプに代わって別の製品が出現したのか、或いは窯自

体の操業が停止したのか(1)、この窯における他の焼造製品の詳細な検討が必要であろう。

ビロースクタイプについては、Ｉ類・Ⅱ類は今帰仁タイプの出土量が最も増加する13世紀末～14世

紀初頭に今帰仁タイプと共に琉球諸島にもたらされ始め、さらに14世紀前半～中頃には、姿を消し始

める今帰仁タイプに取って代わってそのピークを迎える。これは金武も既に述べているように、新安

沖沈船から両者共に出土していることや、博多遺跡群においてもⅡ類が14世紀前半には出現している

ことからも裏付けられる。以上より生産開始時期は概ね元代初頭～前半（13世紀末～14世紀初頭）と

考えて間違いないであろう。ただし、Ｉ類については、閏清窯でこれに先行すると思われる製品が確

認きれ、この製品が形態的に12世紀後半～13世紀初め頃の白磁（田中分類Ｄ類、田中2003,7頁）

の系統を引くものと考えられることから、Ⅱ類に先行して南宋末～元初（13世紀後半）位には生産が

開始されていた可能性が高い(2)。この中にはビロースク遺跡等で出土したような内底を輪状釉剥ぎ

するものも含まれる。この後元後半（14世紀中頃）までに内湾口縁のⅡ類が生産のピークを迎え、同

時に外反口縁のⅢ類へと形態を変化きせ始める。Ⅲ類は言うまでもなく、琉球諸島においては14世紀

後半～１５世紀前半にかけて普遍的に出土する製品で、明代前半にかけて大量に生産されたものである。

３．流通

まず、博多遺跡群における出土状況から、今帰仁タイプ・ビロースクタイプ両生産地の製品が日本

へ輸出きれ始める宋代に遡って、その流れを追ってみる。

１１世紀後半～12世紀前半、博多では膨大な量の福建産白磁（田中分類Ａ・Ｃ類他、田中2003,3～

５頁）が出土する。そのほとんどが閏清窯の製品ではあるが、浦口窯や南平茶洋窯においても極めて

類似した製品が焼かれており、これらもまた含まれていると思われる。続く12世紀中～後半には、内

底を輪状に釉剥ぎして重ね焼きをする焼成方法を採用した製品（田中分類Ｆ類、田中2003,8頁）が

出土するようになる。これもまた閏清窯・浦口窯を含めた閏江中下流域から沿海部にかけて広く生産

されたものである。その後12世紀後半～13世紀代にかけては、同安・竜泉窯系の青磁が主流となるが、

両窯の製品'3）も依然として輸入されている。

このような状況に変化がみられるようになるのが13世紀後半になってからである。当時の貿易都市

であった博多遺跡群出土の数万点を越える貿易陶磁器の中において、多少の報告漏れがあったことを

考慮しても、今帰仁タイプ・ビロースクタイプの出土量は琉球諸島でのそれにとうてい及ぶものでな

い。１１世紀後半から博多に大量に輸入されていた、しかも引き続き操業は続けている閏清・浦口両窯

の製品が、１３世紀後半を境に博多にほぼ入って来ていないという現象をどのように理解すればいいの

か。例えば、この時期出土する白磁の主流は「口禿」（中国では“芒口，と表現）と呼んでいる、伏

焼焼成のために口縁の釉を掻き取ったものである（田中分類Ｈ･Ｉ類田中2003,9～１０頁）が、竜泉

窯系青磁と共に日本国内に広く流通した製品である（田中2008,119～120頁)。これらは福建省閏北

沿海部、或いは閏南沿海部の製品と考えられるものもあり、決して福建産白磁が別の生産地の製品に

とって代わられ、輸入されなくなったというわけではない。また、「口禿」白磁が上物であるかと言

えば、今帰仁タイプと同様大量生産によるどちらかと言えば下手の部類に入るもので、品質的に今帰

仁・ビロースクタイプとそれ程変わる物ではない。ざらに、第３章第２節３でも述べたように、円盤

状高台を持つビロースクタイプの生産地である南平茶洋窯で、同時期に生産きれていた天目碗はかな
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りの量が輸入きれている。つまり、同時期に輸入された製品と同じ生産地域の中にあっても、両製品

は需要がなかったがために、日本（博多）向け輸出品目からふるい落とされたと考えるのが妥当であ

るのか。しかし、そうすると問題になるのが、博多向けの交易船である新安沖沈船から出土したビ

ロースクタイプ１.Ⅱ類である（文化財庁・国立海洋遺物展示館２００６，３１．３２．８８頁)。これを乗組

員の携行品と捉えるのか、或いは単純に、商品として運ばれてはきたが、需要のない商品であったが

ために博多など日本国内には残らず、必要とされた琉球へもたらきれたと捉えるのか、現段階におい

て言及することは困難である。

このことと関連して、奄美諸島における出土状況は何らかの示唆を与えてくれる。宮城・新里も指

摘したように、琉球諸島（沖縄・先島諸島）と奄美諸島ではその内容に明らかな相違が見て取れる。

奄美諸島では今帰仁タイプは見られず、ビロースクタイプについては１.Ⅱ類は出土しているものの

極少量であり、Ⅲ類の段階になってその数を増している。しかし、これも沖縄諸島での出土量とは比

較にならない少なさで、どちらかと言えば博多遺跡群での状況と似ている。第３章第３節２の冒頭で

も述べたように、当時の貿易港であった博多に荷揚げきれた交易品は、その後さらに各地へと運ばれ

る。琉球列島も例外ではない(4)。九州と琉球列島とを結ぶ担い手については、木下や鈴木等が指摘

するようにさまざまな考え方があるが(5)、いずれにしても、琉球列島で出土する貿易陶磁器は、九

州と琉球列島を取り巻く流通圏の中でもたらされたというのが一般的である。実際、琉球列島での貿

易陶磁の出土状況を見ると、１３世紀後半に今帰仁タイプ・ビロースクタイプが出現するまでは、数量

等の違いこそあれ、その内容は荷揚げ港であった博多や権力の集中していた鎌倉・京都等一部の都市

部周辺地域の状況と変わるものではない。さらに、１３世紀後半以降朝貢貿易が開始されるまでの貿易

陶磁器の出土状況についても、今帰仁・ビロースクタイプを除けば、曰本本土での内容と大差がな

い(6)。つまり琉球列島は、朝貢貿易が開始されるまでも依然として、曰本国内の他地域と同じよう

に博多を中心とした大きな国内流通圏の中に取り込まれていたと考える。

この流通圏の中にあって、この二種製品のみが博多から沖縄諸島の間に全くといっていい程持ち込

まれていないのは、単に需要の問題として捉えるよりむしろ、今帰仁タイプ・ビロースクタイプ１．

Ⅱ類が、博多から琉球に至る流通ルートの中に最初から含まれていなかったと考えるほうが妥当では

ないだろうか。ビロースクタイプⅢ類については、沖縄諸島において14世紀後半～１５世紀前半に急増

することや、遠くは十三湊遺跡を始めとした日本本土各地へ分布を拡大している状況は(7)、まきに

明との朝貢貿易による結果と捉えることができ、奄美諸島出土のⅢ類も琉球から北上して本土にいた

る流通の過程によるものであろう。すなわち、１３世紀後半を境に、それまで形成されていた九州と琉

球列島を繋ぐ大きな国内流通圏とは別に、沖縄諸島から先島諸島にかけて、琉球諸島を巡る流通圏が

形成され、今帰仁タイプ・ビロースクタイプは、この中で消費された製品と考える。これについては、

陶磁器のみならず他の考古資料等を含めて比較・検討をする必要があろう(8)。

最後に、今帰仁タイプ・ピロースクタイプ１.Ⅱ類がどのようにこの流通圏の中に運ばれて来たの

かを考えてみたい。これに関して、先島諸島と沖縄諸島における出土状況の相違は重要と考える。先

島諸島のほうが相対的に今帰仁タイプやビロースクタイプＩ類の出土量が多い。中でも今帰仁タイプ

については内底を輪状釉剥ぎするものが多く、ビロースクタイプＩ類にも沖縄諸島では類例のない内

底を輪状釉剥ぎするものがある。さらに、非常に不確定ではあるが、宮古島住屋遺跡出土品が閏清窯

で確認されたピロースクタイプＩ類に先行するタイプにも類似している(9)。前述したそれぞれの形

態変化と年代的な位置付けを前提にすると、先島諸島出土資料には年代的に古いものが多い傾向が伺

われる。逆に、ビロースクタイプⅢ類の出土量について見ると、沖縄諸島での突出した状況を見て取
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れ、宮古・八重山諸島では相対的に少ない。これは朝貢貿易により沖縄諸島に持ち込まれたものが、

周辺地域へと広がっていった状況を示すものである。このように相反する状況を考えてみると、今帰

仁タイプ・ビロースクタイプ１.Ⅱ類は、福建から八重山・宮古諸島、さらに沖縄諸島へと北上する

交易ルート（'0)によって運ばれてきた可能性は十分考えられる。しかし、これがとりもなおさず当時

の琉球と中国との直接交易に繋がるとは言い難い。なぜならこのルートの最終目的地はあくまでも

｢博多」であり、両製品はその経路の途中で琉球諸島に受容されたものなのか、或いは最終目的地は

この地であったのかは、多方面からの立証を必要とするからである。

Ⅲ王

（１）沖縄では、１４世紀中頃、ビロースクタイプⅢ類と共に、清田庄辺窯（第３章第２節２の図４参照）と思われる製

品が出現するようになる。これは、今帰仁タイプと同様内底を輪状釉剥ぎ、或いは露胎にして、重ね焼きにより

焼成された製品である。このことから、浦口窯の製品はこの頃には操業を停止し、代わって庄辺窯の製品が琉球

へ輸出されるようになった可能性も十分考えられる。

（２）白磁Ｄ類は大きく外に開く碗で、内面の劃花文や印花文を特徴とする。末代景徳鎮窯青白磁の影響を受けたも

のと考える。また、ピロースクタイプⅡ類にも、高台の作り等形態的に景徳鎮窯枢府白磁の影響が窺われること

から、Ｉ類の出現時期を13世紀後半頃に想定することは可能と考える。

（３）この時期博多遺跡群で出土する両窯の製品は上記白磁Ｄ類や、第３章第３節２で紹介した浦口窯の同安・竜泉

窯系青磁の影響を受けたと思われる碗や小形の、等（田中分類Ｇ類一浅形、田中2003,9頁）もある。

（４）亀井は博多に荷揚げされた貿易陶磁器の国内流通について、「この貿易陶磁器が、わが国内に販路を求めて、博

多から強い力で押し出され、それを求める側との条件が合致した時、たとえその地が今日の眼から見れば山間僻

地であろうと絶海の孤島であろうと、汎日本的に波及し、陶磁器は受容されている」として、琉球列島に受容さ

れた陶磁器については、「九州本土と南西諸島を直接ないし中継して結ぶ交易船が往来する形態」によりもたら

されたと指摘する（亀井1993,28～30頁)。

（５）木下は当時の日本と琉球との交易を「貝交易」という視点で捉えており、大和において需要の高い貝を求めて、

選択された陶磁器、滑石製石鍋、鉄製品を携えた大和商人が琉球列島に積極的に進出したとする（木下2003,

117～144頁)。また、九州産石鍋の分布に着目した鈴木は、琉球列島への流通の担い手を国内商人でなく宋商人

と推測している（鈴木2007,96～108頁)。

（６）最近の琉球列島における発掘調査成果にはめざましいものがあり、出土した貿易陶磁器の内容もかなり詳細に分

かってきている。以前感じられていた年代観のずれも博多におけるそれとほとんど差がなくなっており（金武

１９９８・瀬戸他2007)、博多に貿易陶磁が大量に輸入され始める時期から、琉球列島にも同様にこれらがもちこま

れていることがわかる。さらに、筆者は13世紀中頃～14世紀後半の琉球列島と博多遺跡群、及び周辺地域出土陶

磁器について比較検討を試みたが、出土量を除けば、顕著な相違を見出すことができなかった。当然、博多で出

土しており、琉球列島で出土していない種類はあるが、これは琉球列島に限ったことではない。その時代の主流

となっている陶磁器については、種類や形態等、博多周辺地域出土品とも大きな違いはない。

（７）他に、熊本県玉名市永徳寺（亀井1981,6頁）等九州各地はもとより、瀬戸内海沿岸の尾道遺跡・草戸千軒町遺

跡（森田1982,50頁）や、北東日本海沿岸地域では新潟県堀越館跡・至徳寺遺跡の15世紀前半代の遺構から出土

している（水澤2004,200～202頁)。

（８）その一例として、徳之島で焼かれたカムイヤキの分布が挙げられる。カムイヤキの13世紀後半以降の分布域が、

この琉球諸島を取り巻く流通圏に重なっている状況（新里2003,398～400頁）は興味ある現象である。

（９）金武は、この資料について形態的にビロースクタイプに通じるところもあるが、今回対象の今帰仁タイプ、ビ
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ロースクタイプのいずれとも判断しかねる資料とする（第３章第３節１）。

(10）当時の中国と日本との交易ルートについては、奄美大鳥倉木崎海底遺跡の発見（宇検村教委1999）によって、

唐代以降の主要ルートであった明州（寧波）－博多の他に、末代には琉球弧を北上するルートが存在した可能性

も指摘されている。金沢は、海流や季節風の条件と琉球列島での貿易陶磁器の出土状況等から、当時の交易航路

について論じている（金沢2002)。その中で、福建を出発し、途中琉球列島で小規模な交易を行いながら、最終

目的地博多を目指して北上するルートを想定する。また、榎本も朝貢貿易開始直前には、１４世紀初頭に始まった

明州一帯での内乱等が航路に影響し、これまでサブルートであった福建一琉球一博多ルートがメインとして踊り

出て、その後琉球と明との朝貢貿易のルートとして使用されるように癒ったとする（榎本2008,80～81頁)。
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